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　木々の色が移ろい始めた、十月某日。

「じゃあ、乾杯しようか」

　最愛の夫である彰あき史ふみの言葉に、美み紅くは二重のアーモンドアイを緩めて笑顔で頷いた。

　目がくらむような夜景の中、お互いにシャンパングラスを持ち上げ、どちらからともなく笑みを交わす。ふたりは「乾杯」と声を揃え、無数の泡が躍るシャンパンで乾杯をした。

　美紅たちが結婚式を挙げたホテル内にあるこのフレンチレストランの料理は、フランス人のオーナーのこだわりが随所にちりばめられていると好評で、二年ほど前にオープンして以来、予約は数ヶ月先まで埋まっているという盛況ぶりである。

　初めての結婚記念日を迎える今日のために、彼がここを予約してくれたと初夏に聞いた時から、美紅は今夜が待ち遠しくてたまらなかった。

「お料理、どれもすごくおいしかったね」

「ああ。雰囲気もいいし、なによりも美紅が喜んでくれたから、ここに決めてよかったよ」

　彰史が、嬉しそうに瞳を緩める。優しげな二重瞼の目が、より柔らかくなった。

　限りなく黒に近いアッシュカラーのソフトツーブロックの髪は、今日も清潔感と爽やかさを醸し出し、柔和な雰囲気の彰史によく似合っている。前髪から覗く瞳は、美紅を真っ直ぐ見つめていた。

「うん。こんなに素敵なところに連れてきてくれて、本当にありがとう」

　いつだって自分を喜ばせてくれようとする彼に、美紅の胸の内は感謝の気持ちでいっぱいだった。

「この一年、美紅にとってはどうだった？」

「うーん、そうだなぁ……」

　食後のコーヒーを口にした彰史の質問に、美紅は首を傾げて記憶を遡る。

　美紅の父が専務を務める大手食品メーカー『シブサワ堂』の企画部で課長という立場にある彼とは、父が画策したお見合いを機に結婚に至った。

　出会ったのは、美紅が高校生の時。珍しく酔った父を家まで送り届けてくれたのが彰史で、柔和な雰囲気を纏う大人な彼にドキドキしながら対応したことをよく覚えている。

　間違いなく、あれは〝恋のはじまり〟だった。

　この日を境に、彰史の仕事ぶりや人となりを気に入っていた父が彼を家に招くことが増え、そのたびに母と一緒に作った料理でもてなした。

　男性慣れしていない美紅は、最初のうちはずっと緊張していたけれど……。彰史は、そんな美紅のペースに合わせるように優しく接してくれ、そのうちに大学のレポートを見てくれたり、就活の相談に乗ってくれたりもした。

　恋愛経験がなかった美紅にとって、大人の余裕がある彼に急速に惹かれていくのはごく自然なことだったのだろう。

　彰史への想いの意味を自覚した時、初恋というものを知った。そして、募る気持ちを抑え切れなくなった美紅は、一大決心をして大学を卒業する前に彼に告白をした。

　しかし、彰史からの返事は『ＮＯ』で、それを機に彼が美紅の家に現れることはなくなってしまった。もちろん、美紅からも連絡はできなかった。

　その後、美紅は就職してからもずっと彰史への恋心を消せず、周囲の男性に口説かれても心が動くことは一度もなかった。

　そんなある日、両親によって馴染みの料亭に連れられ、そこで唐突に彼と再会した。

　まさかの出来事に驚きと戸惑いを浮かべる美紅に反し、彰史は真っ直ぐな瞳でプロポーズをしてきたのだ。告白以来、一度も会うことがなかった彼が、どうしてお見合いの場に現れ、突然プロポーズしてくれたのかはわからなかった。

　けれど、振られてからは会うことすら叶わず、それでもずっと想いを寄せていた人からの申し出は、ただただ嬉しかった。その日、美紅は迷うことなく頷いていた。

　社会人二年目になったばかりの、よく晴れた六月末のことだった。

　それから四ヶ月後の結婚まではあっという間で、結婚直後は緊張することも多かった。

　料理以外の家事に苦戦したり、美紅の希望でパートを始めた頃はクタクタだったりと、とにかく気が休まらなかったが、最初のうちは自分が大変だった以上に彰史の負担が大きかったに違いない。彼の方がずっと忙しいのに、慣れないパートと家事で疲労している美紅を思いやって、率先して掃除や洗濯をしてくれていたからだ。

　ただ、彰史に対してそういった面で不甲斐なさや申し訳なさを感じてはいても、美紅にとっては彼と過ごせる毎日が喜びで溢れていた。

「結婚した頃は料理くらいしかまともにできなかったから、最初は色々と大変なこともあったけど……。でも、彰史さんと過ごせる毎日が、楽しくて幸せだったよ。彰史さんは？」

「俺も、こんなに可愛い奥さんが毎日傍にいてくれて、すごく幸せだ」

　優しい笑顔を向けられて、美紅の胸の奥がキュンとときめく。

　相変わらず、彰史はどこにいても甘い言葉を紡いでくれる。彼の柔和な笑みが魅惑的に見えてしまうのは、店内の薄暗いライトのせいだろうか。

「美紅。これは、今日の記念とこの一年の感謝を込めて」

　唐突にテーブルの上に小さな箱を出した彰史が、にっこりと微笑む。濃紺の箱には、白亜のリボンがかけられていた。

「嬉しい！　開けてもいい？」

　彼が「いいよ」と首を縦に振り、美紅は驚きと興奮を顔に見せたまま箱を手に取って、リボンをそっと解いた。

　ワクワクしながら箱を開けると、イエローゴールドのブレスレットが顔を覗かせた。鮮やかな一粒パールを中心に、その左右には小さなダイヤモンドが三粒ずつ並んでいる。

「パールと……もしかして、ダイヤモンド？」

「ああ」

　六月生まれの美紅の誕生石である艶やかな白いパールは、サイズは控えめだが存在感がある。寄り添うようにデザインされている六粒のダイヤモンドは、繊細な輝きを放っていた。

「すごく可愛い！　ありがとう、彰史さん」

「気に入ってくれてよかったよ」

　彰史からのプレゼントなら、どんなものでもきっと喜んでしまう。彼が自分のために選んでくれたものなのだから、嬉しくないはずがない。

「つけてあげるよ」

「じゃあ、お願い」

　美紅が右手を出せば、彰史が手際よくブレスレットをつけてくれた。繊細なジュエリーがキラリと光り、華奢な手首によく映える。

　顔いっぱいに喜びをあらわにする美紅に、彼も目を細めていた。

「私からもプレゼントがあるの」

　今度は彰史が目を丸くし、美紅がバッグから長方形の箱を出した。

「一年間、本当にありがとう。まだまだ未熟な妻ですが、これからもよろしくね」

「ありがとう。こちらこそ、これからもよろしく」

　彼は、美紅の言葉に嬉しそうな表情を見せると、「開けていい？」と尋ねてきた。さっきと逆だね、と笑みを零しながら、美紅が「もちろん」と答える。

「ネクタイか。ちょうど新しいものが欲しいと思っていたんだ。嬉しいよ」

「よかった。これだったら、仕事中でも一緒にいられるような気持ちになれるかな、って思ったの」

　控えめに説明をした可愛い妻の言動に、彰史がほんの少しだけ眉を下げたあと、「そろそろ行こうか」と促した。彼の表情がなにを意味しているのかわからず、なによりももう少しだけ幸せに浸っていたかったが、レストランの閉店時刻が迫っていることは知っている。

　美紅は彰史の反応が気がかりのまま、名残惜しさを抱きながらも微笑を浮かべて頷き、彼にエスコートされて店内を後にした――。

　

　レストランを出た美紅は、彰史の行動に驚かされた。

　てっきりこのまま帰宅するものだと思っていたのに、彼はエレベーターに乗り込むと客室フロアがある二十三階のパネルを押したのだ。

「どこに行くの？」

　身長が一五四センチの美紅が、自分よりも二〇センチほど高い彰史を見上げる。スーツの上からでも均整が取れていることがわかる逞しい体躯の彼が、美紅の肩をそっと引き寄せて囁いた。

「今夜はここに泊まるよ」

「えっ？　彰史さん、なにも言ってなかったよね？」

「サプライズにしようと思ったんだ。まぁ、あの日みたいなスイートじゃないけどね」

　彰史が残念そうに微笑んだが、連れていかれた部屋は恐らく一年前に宿泊したスイートルームと同じ方角だ。予想通り、窓の向こう側にはあの夜とよく似た夜景が広がっていた。

　一年前の記憶と目の前の景色が、ゆっくりと重なっていく。

　初恋で最愛の人にすべてを捧げた挙式の夜は、美紅にとって一生忘れられない甘やかな思い出となり、それは今も胸の奥に深く刻まれているが、今夜はより鮮明に蘇ってきた。

　美紅は言葉にならない喜びを伝える代わりに、隣に立つ彼に抱き着いた。

　頭上で彰史がふっと笑ったのがわかり、顔を上げて「ありがとう」と微笑む。彼も笑みを返してくれ、そっとキスを交わした。

　一度顔を離したあと、まるで視線だけで合図を交わすようにして再びくちづける。

　わざと音を立てるようなキスをされて、美紅はくすぐったいような気持ちになった。甘えるように抱き着いていたはずなのに、いつの間にか彰史に抱きすくめられている。

「このままベッドに連れ去ってもいい？」

　キスの合間に額をくっつけられ、胸の下まで伸びた美紅の髪を撫でた彼が艶っぽく目を細めた。

　長いまつげが、彰史の顔に影を作る。少し彫りの深い美しい面差しが纏う笑みは、普段の柔らかな雰囲気とは相反するように、実に蠱惑的だった。

　彼はいつも、美紅を誘惑するのがとても上手い。

「うん……彰史さんの好きにして？」

　美紅は大きな瞳で弧を描き、迷うことなく答えてみせる。

　それが彰史の理性を奪うなんて考えていなかったが、ただ彼と同じ想いでいることを伝えたかったのだ。

「ああ、もう……。俺の奥さんは、本当に可愛いな」

「きゃっ……！」

　彰史が困り顔で笑みを零した直後、美紅の身体が宙に浮いた。驚いた美紅が目の前の首元にしがみつくと、彼によって性急に連れていかれたベッドに下ろされる。

　そこに自分の身体が沈んでいくさなか、彰史も美紅の傍に腰掛けた。

「さっき、レストランでも俺を煽るようなこと言ったね」

「え……？」

　レストランでの会話を思い出し、プレゼントにネクタイを選んだ理由を話した時の、彼の態度の意味を悟る。

　美紅にしてみればそういう意図はなかったのだが、彰史の理性をほんの少しでも揺るがすことができたのだと思うと、なんだか嬉しくなった。

「だって、本当のことだし……」

「美紅はいつも、人前でもああいう可愛いことを無意識に言うから困るよ」

　それを言うなら、彰史だって外でも甘い言葉を与えてくる。むしろ、彼の場合は故意にそうしているに違いないのだから、その方がもっとずるいと思う。

　けれど、美紅がそんな抗議を口にするよりも早く、唇に何度目かわからないキスが落とされてしまう。刹那、目の前のこと以外、美紅はどうでもよくなった。

　熱と愛欲を孕んだ吐息が漏れ、ふたりだけの静かな部屋が艶やかな雰囲気になっていく。

「ぁ……ッ」

　高鳴る鼓動が美紅の体温を上げ、ワンピース越しに胸に這わされた彰史の手に甘い声を零した。

　彼と抱き合った回数は、もう数え切れない。

　一年前の夜、このホテルで彰史に〝初めて〟を捧げた頃は、まだなにも知らなかった。

　それなのに、あの蜜夜からじっくりと快感を覚え込まされた美紅の身体は早くも熱を帯び、心は期待に打ち震えるようにドキドキしていた。

「このワンピース、よく似合っているよ」

「本当？」

　卸したてのワンピースを褒められて、美紅の頬が綻んだ。

　上半身はサテン素材のオフショルダーで、ネイビーカラーが落ち着いた雰囲気に見せてくれる。反して、同色の下半身部分は膝丈のチュール素材で花柄のレース仕立てになっているため、美紅が動くたびにふわふわと揺れて可愛らしさも演出してくれていた。

「ああ。いつもと雰囲気が違って、ドキドキさせられる」

　リップサービスなのかもしれない、なんて考えたが、たとえお世辞であっても彼に褒めてもらえるのは嬉しい。

　いつもは選ばないネイビーにして正解だったな、と自分の判断に満足もしたところで、不意に首筋にくちづけられ、鎖骨に向かって唇が滑っていった。

「……っ」

　剥き出しの肩や腕にもキスをされ、唇と吐息が触れるたびに小さな疼きを感じた。

　背中に回された腕が美紅の背骨をたどるように一撫でし、器用にファスナーを下げる。美紅も負けじと手を伸ばし、見慣れたネクタイを解いた。

　彰史はいつ見てもかっこいいが、美紅は彼のスーツ姿が特に好きだ。普段と違う場所にいるという特別感のせいか、見慣れた姿なのに妙に気分が高揚してしまう。

　向かい合ったままワンピースを肩からずらされていき、美紅もネクタイを落としてジャケットに手をかけて脱がせ、ベストも剥いでしまう。

　仕立てのいいネイビーカラーのスリーピーススーツは彰史によく似合っているが、それよりも今は彼の肌に触れたくて仕方なかった。

　彰史のシャツのボタンを外し終わる前に、美紅の上半身が露出する。

　今夜のために用意したワンピースと同じ日に新調した上下セットのランジェリーは、女性に大人気の有名ランジェリーブランド、『Ｈｏｎｅｙハニー　Ｄｒｏｐドロップ』で働く親友の中なか本もと麻ま紀きに見立ててもらったものだ。

　ボルドーのブラは花びらのようなレースで仕立てられ、ハーフカップからはみ出してしまいそうなほどにたわわな乳房が強調されている。まだワンピースの下に隠されたままのショーツのサイドにはブラとお揃いのレースが施されているが、シースルー素材になっていて肝心な部分は隠せない。

　正直に言えば、外でこんな下着を身に纏うことにドキドキしたが、いつ彼に抱かれてもいいように勇気を出してつけたのだ。

「今夜のために用意したのか」

「ん……っ、どうかな……？」

　胸をゆるゆると揉まれながら彰史の視線を一身に浴びて、美紅の唇から甘ったるい吐息が零れた。

「色っぽいね。いつもと違う色だし、総レースっていうのも扇情的だ」

　美紅は安堵し、そのまま膝立ちになる。腰の辺りにあったワンピースがするりと落ち、下着しか身に纏っていない身体を彼の眼前にさらした。

「へぇ……ショーツはこうなっているのか」

　肉食獣のような鋭い眼光が、美紅を射抜く。じっくりと見つめられる様は、まるで視姦されているようだった。

「それに、ガーターベルトなんて初めてだな」

　低い声音で指摘されて、美紅は顔から火が出そうなほどに羞恥を感じた。『ストッキングよりガーターの方がいいよ！』と熱弁していた親友の顔が、ほんの一瞬だけ脳裏に浮かぶ。

　ワインのような深みのあるボルドー系のカラーは、美紅の白い肌によく映え、豊満な胸や細くくびれたウエスト、まろみを帯びた臀部がより強調されてしまう。試着した時にそれに気づいて戸惑い、散々悩んだ末に結局は麻紀のセンスを信じることにしたけれど。

「あ、あんまり……見ないで……」

　羞恥は思っていた以上に大きく、全身に突き刺さる視線に唇が震えそうになる。

「美紅は、見られる方が感じるだろう？」

　図星を突かれて、息を呑んだ。

「せっかくだから、そのままの体勢でいて」

　直後、骨張った手が豊満な双丘に戻ってきたかと思うと、まだ柔らかな蕾ごと揉みしだかれた。美紅の艶混じりの声が室内に響き、白く敏感な身体が小さく跳ねる。

「この下着は似合っているが、今は美紅の全部が見たい」

　色香を纏った声で囁かれ、腰が微かに戦慄く。すべてをさらけ出す自身の姿を想像して、子宮に甘やかな疼きが走った。

　次々に繰り出される彰史の愛撫は、ひどく優しかった。彼はいつもたくさん感じさせてくれるが、今夜は甘苦しい激しさはなく、ただひたすら愛でるように扱われた。

　それでも、生まれたままの姿になっていた上半身に続いて剥がれたショーツの中は、糸を引くほどにしとどに濡れていた。

　節くれだった指が、秘めたるあわいをそっとたどる。くちゅりと淫靡な音が響き、ゆっくりと上がってきた指先が幼気な花芯を捉えた。

「はぁ、んっ……」

　クルクルと回すようにして手早く包皮を剥かれ、あっという間に硬くなった芽が顔を出す。痺れるような刺激に美紅の下肢が震え、視界が滲んでいった。

　彰史の言いつけ通り膝で立っている美紅は、今にも腰を落としてしまいそうだった。いじらしさを見せるように必死にこらえていたが、美紅の身体は淫悦を追うように揺らめき、彼の唇が吊り上がる。

「美紅、気持ちいい？」

「ぁ、っ、あぅ……ッ、うん……いいっ……」

　従順に頷く美紅は、自身の答えに興奮したように腰を動かす。羞恥と快楽の狭間で堕ちていく表情に、彰史がごくりと喉を鳴らした。

「じゃあ、一回イっていいよ」

　言うが早く、彼の指が花粒をグリグリと押し潰す。

「ひっ……ぁ、っ……あぁぁっ……！」

　鋭利な刺激に身体の奥底から喜悦がせり上がり、すぐに受け止め切れなくなった美紅は、全身にぎゅうっと力を込めた瞬間に高みに押し上げられてしまった。

　美紅が果てる姿を熱い視線で見つめていた彰史は、間髪を容れずに蜜を垂らすぬかるみに指を挿入し、丁寧に解し始めた。

　美紅は、ガクガクと震える膝を支えるように彼にしがみつく。

「あき、ふみさっ……もう……！」

　すると、彰史は美紅の意図を汲み取るように背中に腕を回し、美紅の身体をゆっくりと寝かせた。

　ようやく体重の預け先ができた美紅は、ほんの少しだけ安堵する。その直後、彼が美紅の下肢に顔を埋め、姫洞に挿れた指はそのままに、硬く尖った陰核に舌を這わせた。

「ひぅっ……」

　敏感な蕾をじっくり舐められ、激しい悦楽が全身を走り抜ける。苛烈な愛撫に脳が酩酊し、白み始めていた視界が揺れた。

　彰史は、触れる激しさとは裏腹に、丁寧に丹念に美紅の身体を愛で、しっかりと熱して潤していく。美紅の弱いところを知り尽くしている彼にとって、それは容易なことだった。

　いつの間にか一本だった指が三本に増え、陰壁をこするように動かされて。極めつけに小さな姫粒をちゅうっと吸い上げられてしまえば、美紅の身体はひとたまりもなかった。

「ひっ……イっちゃ……やあぁっ――」

　立て続けに二度達した身体は大きく震え、じんじんとした痺れを纏った。呼吸は乱れ、思考がぼんやりとする。

「美紅……挿れるよ」

　けれど、彰史の硬く滾った雄の象徴で花襞を撫でられると、美紅の身体はすぐに新たな快感を求め始めた。

　素直な子宮がキュンキュンと轟き、愛おしい人の欲望を心待ちにしてしまう。

「んっ……挿れて……」

　美紅は涙で濡れた瞳で訴え、彰史の首に腕を回した。彼は艶麗な笑みを零すと、熱い吐息を漏らしながら、ゆっくりと腰を押し進めてきた。

　圧迫感に息を詰めた美紅の唇から、甘ったるい声と吐息が零れる。美紅が急かすように彰史の腰に足を巻きつければ、彼も最奥をめがけるようにして楔を打ち込んだ。

「ふっ、ぁ……」

　お互いの足の付け根がくっつくほど抱きすくめられ、ゆるゆると腰を動かされる。甘く密やかな刺激に、柔襞がぎゅうっ……とうねった。

「はっ……」

　震える肉壁の感覚に、彰史が息を噛み殺す。淫靡で扇情的な彼の表情に、美紅は胸の奥が高鳴った。

「動くよ」

　そっと始まった律動は、初めての時のように優しかった。

　苛烈な刺激と喜悦を覚えた身体には物足りなく感じてしまいそうなのに、あの夜の記憶を鮮明に思い出し、途端に快楽が押し寄せてきた。

　甘く優しく抱かれた初夜と同じような情交に、多幸感でいっぱいになる。大切にされているという実感とともに、心も身体も悦びに打ち震えた。

　あの夜は薄膜に隔たれていたが、今夜のふたりを隔てるものはなにもない。それがまた、嬉しく思えた。

「裸なのに……俺がプレゼントしたブレスレットだけは残っているのが、いいな……」

　吐息混じりの満足げな声音に、美紅の胸がキュンキュンと締めつけられる。

「彰史さんっ……！　すき……っ、だいすき……！」

　美紅が譫言のように繰り返せば、彰史の剛直がさらに硬さを増し、膨れ上がった。

「ん……俺も、愛しているよ……ッ」

　低く柔和な声が、美紅の鼓膜をくすぐってくる。

　お互いの汗を混ぜ合わせるような抱擁と、興奮に満ちた淫猥な吐息。大好きな人の香りと、甘いキス。一糸纏わぬ肌で感じる愛おしい人の存在は、甘美な幸福を運んでくる。

　次第に激しくなっていく肉棒の責めに、美紅は必死に応えていた。彼の動きに合わせて淫らに揺れる身体には、逃がし切れない法悦が溜まっていく。

　それが弾けてしまう直前、獰猛な雄芯に最奥をガツンと穿たれ、美紅が喉を仰け反らせた。

「ひぁっ……！　やあぁぁっ――！」

「くっ……！」

　深く果てた美紅に続き、彰史がせり上がる淫悦に歯を食いしばる。彼の欲望が飛沫となって子宮めがけて打ちつけられ、美紅はうっとりとした顔つきで瞼を閉じた。

　無意識に交わしていた抱擁は、あの夜と同じように強く温かなものだった――。
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　甘い一夜を過ごした結婚記念日から、二ヶ月が経った頃。

　美紅と彰史は、リビングのソファーで仲良く肩を並べていた。

　テレビから流れるのは、祝福のムードが漂う笑顔と声。出席者たちの和やかな雰囲気に、美紅は笑みを零す瞳をさらに緩めた。隣にいる彼も、似たような表情をしている。

「一度観たことがあるのに、久しぶりに観ると新鮮かも」

　自分たちの披露宴の映像に見入っている美紅が独り言のように零せば、彰史がしみじみとしたように「そうだね」と相槌を打った。

　披露宴を記録したデータを観るのは、約一年ぶりのこと。先日の結婚記念日の前夜には挙式の時の映像を観たが、今年最後の夜には披露宴のものを見返そうということになった。

「あ、終わっちゃった」

　美紅が名残惜しげに微笑むと、彼はディスクを取り出してケースにしまった。テレビの画面が地上デジタル放送に変わり、音楽番組のカウントダウンは残り五分と表示されていた。

「一年ぶりに観た感想はどうだった？」

「まだ一年くらいなんだって気持ちと、もう一年以上も経ったんだって気持ちで、不思議な気分かも。それに、こんなに素敵な人が私の旦那様だなんて、未だに少し信じられないよ」

　はにかむ美紅に、彰史は幸せそうに瞳を緩める。穏やかな顔つきなのに、この場の空気がふっと甘くなった気がした。

「そろそろ、ちゃんと自覚して。これが現実だって」

「それは、わかってるんだけど……」

　わずかにまごつけば、彼が楽しげに笑う。

「こんなに可愛い奥さんをもらえて嬉しいよ」

　続けて美紅の耳元で囁いた彰史は、甘やかな笑みを携えていた。

　もう何度も見ている表情なのに、美紅の胸はいつも簡単に高鳴ってしまう。彼はそれを見透かすように、美紅の唇をさらりと奪った。

　唇を離した彰史が、「ベッドに行く？」と首を傾げた。

　昨日と今日の午前中のうちに大掃除を済ませ、雑煮の仕込みもしてある。お風呂にも入ったし、今日の家事だってもう終わっている。

　美紅が答えを口にしようとした時、点けっ放しだったテレビから人気アーティストの『三十秒前～！』という声が聞こえてきた。

　ふたり同時にテレビに視線を遣り、再び目が合う。数秒後にキスをされた美紅は、彼に応えるように自らも唇を捧げた。

「ふふっ、もう日付が変わっちゃうね」

「そうだね」

　言葉少なに何度も唇を軽く合わせ、その合間にも笑みを交わす。

『三、二、一……０～!!』

　年明けまでの残りのカウントダウンを聞きながら、キスをしたまま新年を迎えた。

「あけましておめでとう、彰史さん」

「あけましておめでとう、美紅」

「今年もよろしくね」

「こちらこそ」

　彰史にチュッとくちづけられ、柔和な空気に混じった甘さを思い出す。

「今度こそ、ベッドに行こうか」

　美紅が満面の笑みで頷くと、彼は美紅の身体を軽々と抱き上げて寝室へと向かった――。
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「あけましておめでとうございます」

「お父さん、お母さん、あけましておめでとう」

　美紅と彰史が笑顔で挨拶をすれば、温かく出迎えた美紅の両親も同じ言葉を返した。

「お腹空いてない？」

「彰史さんの実家でお昼をいただいてきたばかりだから、彰史さんも私も大丈夫だよ」

「あら、それならお茶だけの方がいいかしら？　ケーキは夕食後に出しましょうか」

「えっ？　ケーキがあるの？」

　スイーツに反応を見せた美紅に、着物姿の美紅の母がクスクスと笑う。

「美紅のお気に入りのパティスリーで買っておいたのよ」

「食べたい！」

「それなら、出してやりなさい。美紅、お父さんはいらないからたくさん食べていいよ」

　目を輝かせた美紅と嬉しそうな両親のやり取りを、彰史が微笑ましげに見つめている。そんな彼の姿を見逃さなかった美紅の父は、安堵と喜びを混じらせたように目を細めた。

　広いリビングで美紅だけがケーキを頬張る和やかな雰囲気の中、四人は近況報告から始まった会話に花を咲かせた。彰史と父は会社で顔を合わせることもあるし、美紅も定期的に実家に顔を出してはいるが、こうして全員が揃うのは久しぶりだった。

「美紅、ちょっと居間にいらっしゃい」

「え？」

「美紅、行っておいで」

　唐突に母に言われて不思議そうにした美紅だったが、彰史に笑顔で促されて従った。

　母の後ろについて居間に行けば、椿が活けられた床の間の傍に着物がかけられていた。

　桜色のような淡い色合いの生地に、紅梅の花と蕾があしらわれたデザインは、可愛らしさと雅な雰囲気を同居させたような美しさがある。友禅であることは、日頃から母の着物を見て育った美紅にはすぐにわかった。

　美紅は思わず「可愛い」と口にしたが、ハッとして母を見た。

「これ、どうしたの？」

「呉服屋さんで仕立てていただいたの。去年は結婚したばかりだったから、振袖しか持っていなかったでしょう。仕立てをお願いする暇もなくて、用意してあげられなかったし……」

「着物なんて、自分で着付けられないのに……」

　嬉しいけれど申し訳ないような気持ちにもなった美紅が、どんな顔をすればいいのかわからないとばかりに戸惑いを見せる。すると、母が柔らかな笑みを浮かべた。

「それくらい、いつでもしてあげるから。せっかくのお正月なんだし、これを着て彰史さんと初詣に行ってらっしゃい」

「うん！　お母さん、ありがとう」

　母の厚意を素直に受け取った美紅は、どこか照れくさそうにしながらも着物を見た。

　美紅好みのデザインを選んでくれるところは、さすが母親である。

　着物に見入っていた美紅を、母が笑顔で「肌襦袢を着なさい」と促す。美紅は言われるがまま肌襦袢を手に取り、鏡の前に立った。

　着付けの免状を持っている母は、手際よく着付けていく。お太鼓結びにされた帯は、着物と同色系の色合いのものに正月らしく松竹梅があしらわれていた。

　帯締めは、赤を主体にしたものだったが、全体的にくすませたような色になっているため、明るい着物と帯のアクセントになりつつ落ち着いた雰囲気に見せてくれる。

「ふふっ、よく似合っているわ。やっぱり、美紅にはこの柄だと思ったの」

　そのあとで、この着物が加賀友禅だと聞いた時はやっぱり申し訳ないような気持ちにもなったが、母の満足そうな笑顔を見ていると、美紅もますます喜びが大きくなる。

「こんなことなら、ケーキは我慢しておくんだった……」

　ぽつりと呟いた美紅に、母はクスクスと笑っていた。

　

　髪を簡単に纏めてからリビングに戻ると、彰史は驚きをあらわにして瞠目した。父は、目を細めて「いいじゃないか」とコーヒーを飲んだ。

「えっと……お母さんが用意してくれてたんだけど、どうかな？」

「ああ、うん……可愛いよ」

　どこか絞り出したような言い方だったが、程なくして彼の顔には笑みが差した。

「ふたりで初詣に行ってらっしゃい。私たちは午前中に行ったから、家で待っているわ」

「すみません。お気遣いいただき、ありがとうございます」

「いいのよ。着物だと歩きにくいから、迷惑をかけるかもしれないけど」

「大丈夫です。では、お言葉に甘えて少し行ってきます」

　美紅は母が用意してくれていた草履に足を通し、両親に見送られて彰史とともに近くの神社に向かった。彼は、着慣れない着物を纏う美紅をエスコートするようにゆっくりと歩き、美紅は晴れ着にくすぐったいような気持ちを抱きながらも笑顔を見せていた。

　実家の近所にある神社は敷地こそ大きくはないが、地元民から親しまれ、初詣の時期には屋台も並ぶ。神社は普段よりも人が多かったが、もうすぐ夕方になる中途半端な時間帯だったからか、お参りは比較的スムーズに行えた。

　早々にご本殿から離れたあと、周辺を見た彰史が「なにか食べる？」と尋ねてきた。

「ううん。帰ったらきっと、おせちの準備をしてくれてると思うから」

　おせち料理は、お互いの両親から『用意している』と聞いていたため、自分たちのものは用意しなかった。少量のおせち料理でも、ふたりでは意外と食べ切れないことを一年前に身をもって体感したからである。

　結婚してから初めてだった昨年の新年に向けて、美紅が一昨年の年末に張り切って準備をした料理の消費に悩まされたのも、今ではふたりの笑い話だ。

「さすがにちょっと消化しないと、晩ご飯は食べられる気がしないかも」

　少しだけ困ったようにお腹を押さえた美紅に、彼がクスリと笑う。

「足は痛くない？　歩けそうなら、少し散歩してから戻ろうか」

　その提案に、美紅は笑顔を弾けさせた。

　草履は歩きにくいが、足は痛くない。せっかく着付けてもらった着物が嬉しくて、すぐに実家に帰るのは勿体ないような気持ちだった。

「うん！　お散歩したい！」

「せっかく綺麗な着物を着付けてもらったんだし、初詣だけで戻るのもつまらないだろう」

　彰史は、美紅の心の中を見透かすように微笑むと、再び美紅の手を取って歩き出した。

　いつも通りの穏やかな横顔に、美紅は自然と瞳を緩める。

（やっぱり気のせいかな）

　さっきからずっと、彼の口数が少なかった気がしたが、どうやら美紅の思い違いだったようだ。

　美紅は繋いだ手の温もりを感じながら、彰史との散歩を楽しんだ。彼は始終、柔らかな面持ちで美紅のペースに合わせて歩き、ふたりは他愛のない会話を交わしながら、遠回りをして美紅の実家に戻った。

「ただいまー」

　玄関のドアを開けると、来た時と同じように両親が出迎えてくれた。

　ティーセットが出してあったリビングのテーブルには、予想通りおせち料理が並んでいる。とても四人前とは思えない量を前に、美紅は苦笑を零した。けれど、張り切って作っている母の姿が目に浮かび、すぐに「すごくおいしそう」と明るい笑顔を見せた。

　夕食でも会話は弾み、彰史は父に勧められるがままお酒に付き合っていた。新卒時代から酒の席でも父に鍛えられたと話していた彼は、父に合わせるのも慣れたものだ。

　美紅も母もあまり飲まないため、父は彰史がお酒の相手をしてくれることをいつも喜んでいる。彼もまた、嫌がることなく応じてくれるため、美紅は嬉しく思っていた。

　美紅も彰史もこうなることを予想し、彼の実家には車で行ったが、美紅の実家に来る時にはわざわざ車を置きに帰り、電車を使った。

（帰りはタクシーの方がいいよね）

　日頃、多忙な彰史を思いやり、美紅は彼を横目にそんなことを考えながら、慣れ親しんだおふくろの味を堪能していた。

　

　タクシーで家に帰ると、二十一時を過ぎていた。

　午前中からずっと外出していたため、さすがに疲労感を覚えた身体が重く、美紅は早々にお風呂を沸かそうと思っていた。

「美紅、ちょっとこっちにおいで」

　しかし、彰史によって引き止められ、さらには寝室に促された。不思議に思いながらも、美紅は素直に彼の後を追う。

「彰史さん、どうしたの？　もしかして、気分が悪いの？」

　彰史がお酒に強いことは知っているが、それにしても父は飲ませ過ぎていた気がする。美紅と母は何度か止めたが、父はどんどん焼酎を勧め、彼は平然と付き合ってくれていた。

　とはいえ、疲労も溜まっているだろうし、今夜はもうベッドに入りたいのかもしれない。

「きゃっ……!?」

　そんなことを考えていた美紅は、不意に手を強く引かれて声を上げた。

　あまりの勢いに転びそうだったが、美紅の手を掴んだ彰史が身体を軽々と受け止めてくれ、彼の胸元にすっぽりと収まるような形になった。

「……彰史さん？」

　驚きと困惑を混ぜた顔を上げれば、熱っぽい瞳を眇めるようにして見下ろされていた。

　美紅の鼓動が、大きく跳ね上がる。艶を纏った甘い空気に気づくと、美紅の心臓はそのままドキドキと騒ぎ始めた。

　見つめ合っていたのはほんの数秒で、すぐさま彰史に唇を奪われた。

「んっ……」

　続けて唇を食まれ、何度も甘噛みされては重ね直されていく。彼らしくない性急なくちづけは、美紅の情欲を簡単に呼び起こさせた。

「美紅……抱きたい……」

　アルコール混じりのキスの合間に低く囁かれ、美紅は胸の奥が高鳴った。キス同様、いつも冷静で穏やかな彰史とは違う口調に、芽生えたばかりの愛欲が煽られてしまう。

　彼からの止まらないくちづけに翻弄されながら、このあと自分の身に注がれるであろう快感を想像してしまい、期待を抱いた美紅の下肢が密かに戦慄いた気がした。

　彰史が忙しなく美紅の剥き出しのうなじに手を這わせ、髪留めを取って髪を解いた。

　結んでいた癖が残った髪に骨張った手が差し込まれ、優しい手つきで一撫でされる。それから、焦れたように後頭部を押さえられ、重なったままの唇を舌先で割られた。

　侵入してきた熱い塊に歯列をなぞられ、美紅の身体がすぼまるような感覚に襲われた。くすぐるように押し寄せてくる舌は、意思を持って美紅の口腔を這い回る。

　上顎をねっとりと舐め上げられ、舌を搦め取られてしまえば、もうどうしたって抗うことはできない。無遠慮に口内を弄ぶ舌に翻弄され、美紅の全身が熱を帯びていく。

　絡まり切った舌を強く吸い上げられると、背筋がゾクゾクと粟立ち、下腹部の辺りがきゅうっと苦しくなった。

　はぁっ……と、美紅が吐息を零す。アルコールの匂いが混じった彰史の呼気が、美紅の鼻先に触れた。

「急にどうしたの……？」

　性急な態度を不思議に思った美紅に、彼が眉を寄せて小さな笑みを浮かべた。

「別に、急じゃない。美紅の着物姿を見た時からずっと、こうしたくてたまらなかった」

　節くれだった手が美紅の顎を押し上げ、口元に唇を落とす。そのまま額や瞼にちゅっ、ちゅっ……とくちづけられ、キスの雨が降ってきた。

「美紅があまりに可愛くて、耐えるのに苦労したんだ……。ご両親の前ではなにもできないし、初詣なんか行かずにホテルに連れ込みたかったくらいだ」

　そんな素振りは一切なかった、と考えたところで、美紅はハッとした。初詣に行った時、彰史の口数が少なかった気がしたのは、やっぱり気のせいではなかったのだ。

「神社は人が多かったし、実家の周辺はご近所の目があるから、キスもできなかった。だからと言って、ホテルに連れ込んでも、俺も美紅も着付けなんてできないだろう？」

　困り顔で微笑まれ、美紅の頬が真っ赤になる。いつもは冷静な彼がそれほどのものを秘めていたことにドキドキし、自分自身に対する想いに胸がときめいた。

「じゃあ、ずっと我慢してたの？」

「ああ、そうだよ。いつもはもう少し自制できるんだが……」

　彰史は、「今日は飲み過ぎたな」と肩を竦めるように言い、着物の帯締めに指をかけた。

「このまま、抱いてもいい？」

　淫靡な熱を孕ませた瞳で見つめられ、美紅は思わず言葉に詰まった。

　これは、母がわざわざ仕立ててくれたもので、言わずと知れた高級品である。汚してしまうわけにはいかないし、大切に扱いたいと思う。

　一方で、彼らしくない性急さを前にして、美紅も身体が疼いて仕方がなかった。

「心配しなくても、着物と帯はちゃんとかけてからにするよ」

　彰史は、美紅の気持ちを見透かすように微笑し、美紅が悩む間もなく帯締めを解いた。

「俺にやらせて？　着物を脱がせる機会なんてないから、全部俺がやりたい」

「うん……」

　美紅の背後に回った彼が、帯締めをベッドサイドのチェストの上に置き、帯を丁寧に解いていく。大切に扱ってくれることが嬉しかったが、髪を避けられて無防備になったうなじに何度も唇を這わされると、じれったくてたまらなかった。

　美紅は思わず太ももをこすり合わせそうになり、それをごまかすように脚に力を込める。

「立派な帯だね。お義母さん、一生懸命選んだんだろうな」

　母のことを口にされ、意図せずにドキリとした。

　彰史にとっては、深い意味はなかったのかもしれない。

　けれど、彼の手によって母が仕立ててくれた着物を剥がれていくのは、なんだかいけないことをしているように思えて、背徳感に似たものを抱いてしまった。

　彼は、実家から借りてきた大きなハンガーに帯をかけ、困ったように眉を下げた。

「まいったな……。着物って、こんなに複雑なものなのか」

　彰史の言葉を聞いて、美紅は着物のまま帰宅したことを後悔した。名残惜しさのあまり、母に無理を言って実家で着替えなかったものの、確かに脱ぐのに時間がかかる。

「まぁ、これも楽しみのひとつかな」

　しかし、次に聞こえてきた彼の声音は、嬉々としていた。美紅は、戸惑いつつも振り返る。

「面倒くさくない？」

「ちっとも。早く抱きたい気持ちはあるが、こんな機会は滅多にないからね。それに……」

　唇を吊り上げた彰史が、美紅の耳元に顔を近づけてくる。

「見合いの日を思い出して、なんだかいけないことをしている気分になるよ」

　低く淫蕩な声に、鼓膜をいたずらにくすぐられる。背徳感がより強くなり、お腹の奥底の疼きがひどくなった気がした。

　彼はふっと笑うと、手早く帯紐を外し、器用に美紅の和装を解いていく。

　着物が肩から落とされると、白い長襦袢が彰史の眼前にさらされた。

　普段着ているキャミソールや下着よりも、ずっと肌を隠せている。それなのに、鏡の前に立つ自身の姿が美紅の目には淫靡に見えてしまうのは、どうしてなのだろうか。

「ああ、本当に悪いことをしている気がするな」

　クスクスと零れた小さな笑い声が、美紅の首筋を撫でる。彼がいつも以上に楽しげなのは、着物とお酒によって普段より興奮しているからなのかもしれない。

　正解かどうかはわからなかったけれど、美紅にはそう思えた。

　帯と着物、そして道具が離れた身体は、妙に軽く思える。長襦袢の下には肌襦袢を着ているのに、いつの間にか美紅の方が焦らされている気分になっていた。

「あのね、彰史さん……。今着てるものは、全部家で洗えるの……」

　だから……と続けた美紅の声が、淫猥な空気に包まれた寝室に溶けていく。

「うん、だから？」

　彰史は、振り返っている美紅を見下ろしたまま、意地悪い笑みを湛えた。

　最後まで言いなさい、と命令されている気持ちになる。彼は命令なんてしないが、そんな風に思えてしまった。

「だからね……早く、しよ？」

　控えめに、けれど確かな愛欲を見せつけるように、美紅が甘い声で訴えかける。

　刹那、彰史がうっすらと笑い、美紅の唇を奪った。一瞬で美紅の口内に押し入ってきた彼の舌が、待ち焦がれていたと言わんばかりに暴れ出す。

　強引な姿勢でのくちづけは、息も体勢も苦しい。それなのに、ようやく甘い悦楽を味わえるのだと思うと、期待に満ちた美紅の背筋がゾクゾクと粟立った。

　冷めかけていた熱が、再び戻ってくる。呼吸する隙すら与えてもらえないのに、キスだけで気持ちよくなっていく身体は悦びを覚え始めていた。

　その間に長襦袢や腰紐が肩から抜き取られ、美紅の身体には肌襦袢だけが残った。

　下腹部の辺りに這わされた手がゆっくりと上がってくると、たわわな乳房を下から持ち上げられるようにしてやんわりと揉まれた。

　快楽を求めている身体がぴくりと震え、ささやかな刺激にも健気な反応を見せる。彰史は満足げに唇の端だけを持ち上げたあと、ふと手を止めた。

「美紅……もしかして、下着をつけていないのか？」

　確かめるように胸全体をじっくりと触られて、美紅の肩が小さく跳ね上がってしまう。

　和装用の下着はあるが、美紅はあの乳房を押し潰される感覚が苦手だった。お見合いの日にはさすがに使用したが、和服の場合は下着をつけなくてもいいため、今日は使わなかった。

「ああ、いいな。美紅の敏感なところが、簡単に見つかるよ」

　美紅が肯定する前に確信したらしく、彰史がうっとりとした顔つきで微笑んだ。その指摘と表情に、美紅の心は羞恥に塗れていった。

　彼は、まるで新しい遊びを見つけたかのように楽しげな面持ちになり、まだ柔らかなふたつの先端をこすり始めた。

「ふっ、ぁ……んっ……」

　最初のうちは曖昧に感じられた刺激が、徐々に強くなっていく。

　節くれだった二本の指で幼気な蕾を丹念にこすり合わせられ、じっくりといじくられていると、あっという間に硬さを帯びた。

「気持ちいい？」

　じっと見下ろされていることが、とても恥ずかしい。今日までに彰史に何度も肢体をさらし、隅々まで見られているのに、今夜はやけにドキドキした。

　それでも、美紅は素直に頷いて見せる。

「ちゃんと言わないとだめ、って教えただろう？」

「あんっ！」

　すると、彼の指が咎めるように乳頭を摘まみ上げ、クイッと引っ張った。

　布越しの愉悦なのに、下肢に向かってじんじんとした痺れが走り抜ける。子宮が轟くように収縮し、蜜口から蜜がとろりと漏れた。

「ここ、硬くなったよ。ほら、見てごらん」

　言われるがまま視線を下げれば、ツンと勃ち上がった果実が肌襦袢を押し上げていた。

「次は、このまま舐めてみようか」

　にっこりと笑みを浮かべた彰史が、腰を屈めて舌を伸ばす。思わず甘い吐息を漏らした美紅は、羞恥心を抱えながらも彼の行動を見つめていた。

　近づいてきた肉厚の塊が、ツンと尖った右側の先端の周囲をぐるりとたどる。そのまま押し上げるように舐められ、美紅は布越しに感じる舌の感触に腰を震わせた。

　左側の尖りは、相変わらず丁寧に捏ね回されている。左右それぞれに受ける異なる喜悦に、美紅の肌はしっとりと汗ばんで熱を纏った。

「やっ……ァ、あんっ……はぁ、ッ……」

　小さな実から伝わる刺激に身体が震え、下肢の疼きを見せつけるように腰がくねる。美紅がもどかしげに太ももをすり合わせれば、彰史が淫蕩な笑みを漏らした。

「こっちも触ってほしい？」

　布越しに秘所を押され、熱と情欲がない交ぜなった息が乱れる。思わず脚に力がこもり、はしたないと理解しながらも彼の右手に秘部を押しつけるようにしていた。

「んっ……！　触って……はやく……」

　途切れ途切れに訴える美紅の身体は、甘切なさを隠すことなく揺れる。彰史に目を眇められると、自身のいやらしさが浮き彫りになる気がして眩暈を覚えた。

「いい子だ。素直に言えたご褒美に、ここも可愛がってあげるよ」

　裾を開けるようにして肌襦袢の隙間から大きな手が侵入し、内ももを撫で上げる。再び下りた彼の手が美紅の太ももの柔らかさを楽しむように、その場で何度か行き来した。

　美紅の唇は震え、熱い吐息と甘い声が漏れ出る。下肢の疼きはひどくなるばかりで、優しいふりをして意地悪な彰史に、美紅の視界が滲んだ。

「やだぁ……はやく、っ……」

　彼の肩にしがみつくようにして懇願すれば、「我慢できない？」と笑みを向けられ、こくこくと頷いて見せた。直後、ショーツの上から蜜口に指を軽く差し込まれ、そのまま上を目指した指先が姫粒を捉えた。

「ふぁ……んっ、ぁ……」

　クリクリと回すように捏ねられ、甘く淫らな刺激に蜜壺が戦慄く。けれど、待ち続けていた快感に陶酔するように、美紅はうっとりと瞼を閉じた。

　自然と上を向いていた美紅の唇に、柔らかなものが落ちてくる。それが彰史の唇だと気づいた時には、彼の舌が口腔をくすぐっていた。

　丁寧に花芯をいじっていた指が一旦離れ、ショーツの紐を解く。両サイドの紐を外されてしまえば、ただの布と化したものが床に落ちた。

　キスを与えられたままの唇は、ぷっくりと腫れている。口内を侵していた舌が出ていくと、今度は愛でるように唇を食まれた。

　秘所に戻ってきた指先が、柔毛をくすぐるようにふわりとなぞり、その奥に潜んでいる蜜粒を再び探り当てる。硬くなり始めたそれを、中指でピンピンと弾かれた。

　気持ちよさに腰が揺れ、愉悦に意識が集中してしまう。何度も食まれた唇に与えられるキスは、蜂蜜をたっぷりと溶かし込んだように甘ったるく、思考が酩酊していった。

「ここも硬くなってきた」

　自然と身体が反ってしまう美紅を支えるように、彰史が左手を背中に添えてくる。そこに体重を預けてしまえば、喜悦にいっそう集中することができた。

　弄ばれていた花芽が、蜜を纏わせた指先で器用に剥かれていく。程なくして、剥き出しになった幼気な尖りを押し潰された。

「あぁぁっ……！　やぁっ、いいっ……！」

　逃げ場を失くした身体は、せり上がってくる法悦に陥落するしかなかった。

　軽く達した美紅は、上気した顔で彰史を見つめて恍惚混じりに微笑んだ。

「ベッドに行こうか」

　鏡に映る美紅の下肢は、肌襦袢が開けてしまっている。胸の果実の辺りには、彼の唾液の跡がくっきりと残っていた。

　淫靡な光景にドキドキして、美紅の愛欲がますます煽られる。

　彼の腕に抱かれてベッドに下ろされると、自らキスをねだった。ちゅっ、ちゅっ、と唇を重ね、何度もくちづける。

　覆い被さってきた彰史にしがみつくように、美紅は彼の首に手を回して身体を寄せる。すると、太ももに逞しい昂ぶりをしっかりと感じて、子宮がきゅうっと戦慄いた。

　わざと腰を揺らした美紅は、彰史の分身を太ももでこする。いやらしいことをしている自覚はあるのに、彼にもっと興奮してほしい一心で腰を踊らせた。

「こら……。こんな誘い方、どこで覚えたんだ……」

　吐息を零した彰史が、美紅の双丘を掴み、蕾ごと揉みしだく。

「彰史さんの、真似……だよ？」

　美紅は、彼からの責めに甘い呼気を漏らしながら答え、さらに強く太ももを押しつけた。

「それなら、俺はもっと可愛がってあげるよ」

　鋭い瞳で見下ろされ、美紅の鼓動が甘美に震えたような音を立てる。

　彰史は、自身の身体を起こして美紅の両脚を持ち上げると、無防備な下肢に顔を埋めた。

「美紅のここ、すごくおいしそうだ」

　熱い吐息を吹きかけられ、襲いくる淫悦を予想した身体が大きく跳ねた。彼がクスリと笑い、おもむろにあわいに舌を這わせた。

　蜜を掬った熱い塊が陰唇をなぞり、ツンと尖った秘芯に押し当てられる。鋭利な感覚に美紅の腰が跳ねると、まろみを帯びたお尻をがっちりと掴まれて、蜜粒をグリグリと嬲られた。

「ひぅっ……！　あぁっ、アンッ……はぁんっ！」

　苛烈な刺激が押し寄せ、蜜口からはみるみるうちに雫が溢れ出す。苦しいくらいの快楽なのに、貪欲な身体は彰史の舌に合わせて揺れていた。

　彼は、美紅の弱いところを丹念にいじくり回し、ひくひくと誘うような動きを見せる姫洞に骨張った指をゆっくりと挿入した。

　入り口辺りをクルリと撫で、陰壁をくすぐる。くちゅくちゅといやらしい水音が響き、あっという間に美紅を追い立てた。

　きゅうきゅうと収縮する肉壁は、彰史の中指を飲み込んでいく。美紅の反応を観察するように愛撫を与える彼は、そこに人差し指も添えた。

「ふぁっ、あっ、んんっ……」

　漏れる声はどんどん甘さを増し、美紅の身体は喜悦の階段を駆け上がっていった。

　捏ね回され続けている肉芽からは、じんじんとした痺れが全身に広がっていく。引っ掻くように弄ばれている柔襞は、むず痒さに似た感覚とともに悦楽を覚えさせられた。

　身体中が震えてしまうほどの刺激を与え続けられていた時、タイミングを見計らうようにして、彰史が秘芽をちゅうっ……と吸い上げた。

「……ひっ!?　あぁぁあっ――」

　甲高い声が響き、美紅は下肢からせり上がる刺激に腰をガクガクと揺らしながら果てた。

　彼は、美紅の秘所から顔を上げると、満足そうな笑みを携えて身を起こした。

　まだ痺れが残っている美紅の身体は、動かすのが億劫に感じてしまうほど気だるい。一方で、さらなる愉悦を求めて仕方がなかった。

「彰史さん……」

「ん？」

　再び覆い被さってきた彰史が、どこか優しげに瞳を緩めた。瞼や額に唇がそっと落とされて、美紅はその穏やかなキスに微笑んでしまう。

「ねぇ……挿れて……？」

　羞恥はあったが、それよりも早く彼とひとつになりたいという気持ちの方が遥かに大きかった。そのためには言葉にする方がいい、ということも、ちゃんと知っている。

　ところが、彰史は美紅の豊満な双丘に手を伸ばすと、素知らぬ顔でやんわりと触れた。悩ましげな吐息を漏らした美紅は、訴えかけるように彼を見上げる。

　けれど、彰史に願いが届くことはなく、彼はゆったりとした動きで乳房に触れていた。

　快感には至らない、淡い刺激。くすぐられているような触れ方に、美紅の身体は瞬く間にフラストレーションを感じた。

　寂しさを訴えるように、姫洞が疼いている。子宮もむず痒いような感覚に包まれ、焦れた下肢がもぞもぞと動き、つま先でシーツを引っ掻いた。

「やだぁ……じらさないで……」

「でも、美紅の身体をもっとたくさん可愛がりたいんだ」

「もう、いい、っ、からぁ……」

　時折、薄桃色の突起をキュッと摘まみ上げられて、甘い声が混じる。美紅はイヤイヤをするように首を横に振り、彰史にしがみついた。

「おねが……っ、はやく……」

　甘えた声で彼の鼓膜をくすぐり、おねだりをして見せる。

「俺をその気にさせるのが上手くなったね」

　彰史はどこか困ったように、それでいて嬉しそうに零すと、「後ろを向いて」と囁いた。

　じれったくてたまらなかった美紅は、恥ずかしさを抱えながらも後ろを向く。そのまま、おずおずとお尻を高く上げた。

「美紅のここ、よく見えるよ」

　ここ、という言葉とともに、秘部にそっと指が這わされる。羽のようにふわりと触れられただけなのに、くちゅりと淫靡な音が鳴った。

　美紅は思わず白いお尻をくねらせ、いやらしく誘う。彼は喉を小さく鳴らすと、ハッと息を吐いてあわいに雄芯を押しつけた。

　美紅の期待が大きくなり、襞を撫でるようにこすられれば、腰が揺れる。

　刹那、濡れそぼった隘路をこじ開けるように、太く硬い雄の象徴が押し入ってきた。

「はあっ、んぅっ……」

　膨張した楔の圧迫感に、美紅は息を詰める。彰史は声を噛み殺すように吐息を漏らすと、「こら」と美紅の背中にくちづけた。

「そんなに締めつけるな……」

「あんっ……！　だって……ッ」

　たしなめられても、美紅の柔襞は剛直にしがみつくように戦慄いている。自分自身ではコントロールできず、美紅は震える呼吸を繰り返すだけで精一杯だった。

　そんな美紅を追い詰めるように、程なくして彼が腰を引き、再び最奥めがけて肉棒を打ちつけた。

「ひっ……ッ、やぁっ、ああっ……」

　収縮する花襞をかき分けるように始まった律動は、痺れるような刺激を送り込んでくる。

　前後の動きだけではなく、腰を回すようにされて、グチャグチャになっていた蜜壺を余すことなく撫でつけられた。

　美紅の嬌声とふたりの下肢を繋ぐ淫らな水音が、部屋中に飛び散る。

　激しい抽挿に身体はのたうちそうなほどの悦楽に襲われ、美紅は思考すらも溺れていくのを感じながら、自らも彰史の動きに合わせて腰を揺らめかせた。

　肌がぶつかるたび、体液が零れていく。とめどなく溢れる蜜は、与えられる快楽に比例するように生成されていた。

　不意に、美紅の身体を貫くように怒張が打ちつけられ、一番奥をガツンと強く突いた。

「やぁああっ……イっ……ッ！」

「はっ……ッ」

　一突きで頂にたどり着いた美紅は、チカチカと閃光が瞬く視界の中でうっすらと天井を映す。思考が白み、一瞬自分がどうなったのかわからなかった。

「もう、イったのか」

「だっ、て……ふぁ……ぁ」

　彼の意地悪な声音に、返す言い訳を見つけられなかった。そこへゆるゆると腰を動かされて、美紅の唇からは情けない声が零れ落ちていく。

「だが、まだ寝かせないよ？」

　言い終わるよりも早く、彰史が美紅の身体を突き上げた。

　まだ昇り切ったまま下りてこられない美紅の身体は、過ぎた愉悦から逃げるようにベッドの上の方へと向かう。

　すると、彼がすかさず細い腰を掴み、まるで叱るように美紅のお腹の奥を抉った。

「……ぁ!?　ひぃっ、やあぁぁっ！」

　美紅の背中が仰け反り、身体が制御を忘れたようにガクガクと震える。

　凶暴な切っ先が媚肉をかき分けて進み、雄杭全体を使って犯される感覚に、頭がおかしくなってしまいそうだった。

　きゅう、きゅうっ……と轟く内壁をこすり上げ、柔らかな襞の感触を楽しむようにグリグリと掻きむしり、何度も何度も最奥ばかりを狙われる。すでに三度も達していた美紅にとっては、苛烈な刺激は苦しくもあり、視界は涙で歪んでいた。

　もうだめ……と、掠れた声でか細く訴える。

　まだ我慢して、と低く淫蕩な声音が余裕なさげに返ってくる。

　美紅が歯を食いしばるようにして淫悦をこらえれば、彰史はますます美紅の身体を激しく突き、怒涛の勢いで姫洞を責め立てた。

　何度も腰を打ちつけられ、窪んだ膣奥を穿たれると、脳髄がじんじんと痺れてしまう。

「あっ、あぁんっ……ッ、ああぁぁぁぁっ――！」

　美紅の意思を放り出して勝手に昇りつめた身体が大きくしなり、瞬く間に愉悦の海に叩き落された。

「……っ、ぅ、くっ……ッ！」

　直後、腰をぶるっと震わせた彰史は、グズグズにとろけた秘孔に飛沫を叩き込み、美紅を追いかけるようにして熱い欲望をすべて吐き出した――。






二








「出張？」

「ああ、大おお阪さかに二泊三日で行くことになった」

　彰史の言葉に、美紅は目をわずかに見開く。美紅の耳にそんな話が入ったのは、一月も終わろうとしている頃のことだった。

「大阪にある商業施設で、うちの商品をＰＲするためのイベントを開催することになったんだ。いわゆる、ポップアップストアだよ。企画自体は大阪支社のものなんだが、本社からも視察を兼ねて現地入りすることになってね」

　彼は、独身時代には全国を飛び回っていた頃もあったようだが、結婚後は泊りがけの出張に行ったことはない。日帰りであれば他府県にも赴くことは何度かあったものの、いつもどんなに遅くなっても日付が変わる前には帰宅していた。

「そっかぁ……」

　出張は二月の十二日から十四日までだと聞き、思わずため息をついてしまった。

　結婚してから今日まで、彰史とは毎日必ず顔を合わせていたため、今から寂しくなる予感しかなかったからだ。

「寂しい？」

　彼に困り顔で微笑まれて、美紅はハッとした。

（しまった……）

　こんな時、いい妻であれば夫の仕事を応援し、笑顔で見送るに違いない。

　しかし、美紅は笑みを見せるどころか、うっかり大きなため息をついてしまう始末。あまつさえ、夫に心配までかけてしまった。

「あっ、ごめんね……！　その……寂しくないって言うと嘘になっちゃうけど、二泊三日なんてすぐだよね！　会えないのは二日目だけだし、私は大丈夫だから心配しないでね？」

　今さら取り繕っても、きっともう遅い。美紅の予想通り、彰史は眉を寄せたままだった。

「えっと、本当に大丈夫だから。ね？　彰史さんは、お仕事頑張ってね！」

「不安だったり寂しかったりするようなら、俺が出張の間は実家に帰っていてもいいよ。美紅が帰れば、お義父さんもお義母さんも喜ぶし、俺もその方が安心だ」

　美紅には、ひとり暮らしの経験がない。自他ともに認める箱入り娘だったため、ひとりで夜を過ごした記憶もなかった。

　けれど、二十五歳にもなって、たったの二泊三日の留守番くらいで実家に帰るのは子どもっぽい気がしたし、妻としてしっかりと留守を預かりたいという気持ちもあった。

　あえて言うのなら、パートがなければ実家に帰ってもよかったのかもしれないが、彼の出張中も美紅はシフトに入っている。

　自宅からは近い職場も、実家からでは少し距離がある。家事を疎かにするのも嫌だったし、ひとり暮らしの経験がないからこそ、いい機会だとも思った。

「本当に大丈夫だよ。パートもあるし、実家からだと少し遠くなるから、ちゃんとここで過ごすよ。子どもじゃないんだし、心配しないで」

「そうか。だが、なにかあればすぐに俺に連絡するか、実家を頼るんだよ。それに、気が変わったら実家に帰っていていいから」

　心配性な彰史に、美紅が苦笑を零してしまう。うっかりため息をついた自身が悪かったとはいえ、彼の過保護っぷりは相変わらず健在である。

　もしかしたら、彰史の中の美紅は、今でも出会った頃の頼りないイメージのままなのかもしれない。

　だからこそ、美紅の心には対抗心のようなものが芽生え、彼が家を空けてもしっかりと留守番できることを証明しようと密かに意気込んだ。





＊　＊　＊






　それから二週間ほどが経った、二月十二日の朝。

　いつものように玄関で彰史を見送る美紅は、普段は持っていないキャリーケースを片手にする彼の背中を見つめながら、小さな不安を覚えていた。

　次に彰史に会えるのは明後日だと思うと、抱いたはずの意気込みも空気が抜けた風船のように萎み、心細ささえ感じてしまいそうだった。

（……って、だめだめ！　こんなことじゃ、彰史さんがもっと心配しちゃう！　いい妻になるためにも、ちゃんとしっかりしなきゃ！）

　靴を履いている彼の背中を見つめながら、自身を奮い立たせるように心の中の声にうんうんと相槌を打つ。

　彰史が振り返る気配を察知し、美紅は精一杯の笑顔で彼と対面した。

「じゃあ、行ってくる」

「うん。お仕事頑張ってね！」

「ああ。お土産、たくさん買ってくるよ」

「ふふっ、楽しみにしてるね」

　美紅が大袈裟に喜んで見せれば、彰史は微笑みながら眉を下げた。

「こんなに可愛い奥さんを、ひとり残していくのは心配だけど……」

　骨張った右手がキャリーケースから離れ、美紅の肩を抱き寄せる。彼の胸元にすっぽりと収まると、美紅の耳朶に吐息が触れた。

「帰ってきたらたくさん抱きしめてあげるから、いい子で待っていて」

　次いで、低い声色が鼓膜をくすぐってきた。

　言葉だけなら子ども扱いされている気分になったに違いないが、彰史の声には甘さと色気が混じり、それだけではないことが伝わってきた。

「うん……。ちゃんと待ってるね」

　笑顔のままの美紅は、ドキドキする鼓動を隠すように彼の胸板に額をくっつける。

　程なくして、彰史の身体がゆっくりと離れると、彼の顔が近づいてきた。

　キスの予感に瞼を閉じれば、唇が重なった。

　ちゅっと音を立てただけの軽いくちづけのあとで、再び唇が塞がれる。お互いの唇を食み合うように何度か重ねていけば、美紅の唇の隙間から彰史の舌が入ってきた。

　舌が搦め取られ、ゆっくりと口内を堪能されている。絡み合う舌が解けないように、美紅は必死に彼の舌を追いかけた。

　明るい玄関先で交わしたキスは、もしかしたら長かったのかもしれないけれど……。名残惜しげに彰史の唇が離れてしまうと、あっという間のことだったように思えた。

　結局、彼と離れがたくてエレベーターの前まで送ると、いっそう寂しさが増してしまった。

「いってらっしゃい」

　それでも、美紅は明るい笑みを崩さないまま彰史を見送り、彼もまた優しい笑顔で出かけていった。

（行っちゃった……）

　エレベーターが一階に降りたことを確認してから戻ると、静かな部屋に迎えられた。

　いつも彰史を見送った時と同じ光景を見ているはずなのに、ひとりきりのリビングがやけに広く感じて、美紅は早くも彼への恋しさを感じながら大きなため息を漏らした。

　

　大通りから一本入った道沿いにあるカフェ『フルール』は、木目調のテーブルセットとインテリアが大きな一枚窓から射し込む光を纏い、今日も温かい雰囲気を醸し出している。

　三十席ほどの店内は決して広いとは言えないが、テラスにも十席ほどのスペースがあり、春や秋にはそちらの方が人気を博す。ランチタイムよりもカフェタイムの方が圧倒的に客の入りが多く、スイーツメニューはグルメ情報雑誌の片隅にも掲載されたことがある。

　もともと中小企業で事務員として働いていた美紅だが、結婚を機に彰史のマンションに住むことになり、それによって通勤時間が大幅に増えたために退職した。

　当時、彼は『無理して働かなくてもいいよ』と言ってくれていたが、箱入り娘でバイト経験がなかった美紅は、学生時代から密かに夢だった『カフェで働いてみたい』という願望を口にし、週三回ほどパートに出ることになったのだ。

「ご注文を繰り返させていただきます。粉雪が舞うエンゼルフードケーキとバレンタインフォンダンショコラがおひとつずつ、カフェラテがおふたつでよろしいでしょうか」

　入ったばかりのオーダーをキッチンに通し、空いたテーブルを片付ける。フルールのホールを慌ただしく回り、いつものように笑顔を振りまいていた。

　今日も、冬限定のエンゼルフードケーキとバレンタイン限定メニューのフォンダンショコラの人気が高く、カフェタイムに突入した途端にオーダーが増えた。スタッフ総出で対応しているものの、学生や主婦でいっぱいの店内には次から次へと仕事が舞い込む。

　息つく暇もなく動くのは大変だったが、忙しくしている方が気は紛れた。

「あの、三み嶋しまさん。テイクアウトのオーダーって、どうしたらいいんですか？」

　並んでいた客を店内に入れた時、大学生のバイトスタッフに声をかけられた。先週末に入ってきたばかりの彼女は、まだオーダーの取り方もおぼつかない。

　美紅は、自身がフルールに採用された頃のことを思い出して、懐かしさを感じていた。

「テイクアウトのみの場合は、その場でオーダーを取って大丈夫だよ。店内のお客様がテイクアウトの商品もご希望された場合は、箱に詰めてショーケースに入れておくの」

　フルールでは、今年からスイーツのテイクアウトを始めた。徐々に浸透し始め、最近では需要が増えている。売り上げも伸びたと、店長が喜んでいた。

「ありがとうございます」

「他にもわからないことがあれば、どんどん訊いてね」

　美紅がフルールで働き始めた時よりもスタッフは増員され、同僚の顔ぶれも少しばかり変わった。けれど、和気藹々とした職場であることは変わりない。

　相変わらず働きやすく仕事は楽しかったが、今日ばかりは心に燻ぶる寂しさのせいでどんよりとした気分でいた。

　

「ただいま……」

　しん、と静まり返った部屋に、美紅の声が落ちる。頼りげなく聞こえたそれは、美紅の心を包む寂しさを色濃くさせた。

　軽く家事を済ませたあとは、たいして興味もないテレビを点けてみる。

　スーパーに寄らなかった分の時間を持て余し、ひとり分の夕食を作る気にもなれなくて、今夜はお茶漬けで済ませてしまった。彰史のためなら頑張れる料理も、自分だけのためにはやる気が起きない。

　広いソファーに横になると、深いため息が落ちた。

　美紅のパートが終わる時間に合わせて、彰史からは【お疲れ様】というメッセージが届いていた。彼の気遣いが嬉しかったが、今夜は会えないと思うと恋しさが芽生えた。

（つまんないなぁ……）

　彰史が帰ってこないとわかっている部屋は、こんなにも味気がないものなのか……と思い知る。彼の帰宅を待つのはいつも待ち遠しくて幸せでたまらなかったが、今はテレビを観てもスマホを開いてもちっとも気が晴れない。

　彰史は今夜と明日は接待を受けるらしく、残念ながら電話はできないと言われている。

　せめて彼の声だけでも聞きたかったが、美紅はその機会すらも奪った酒の席に密かに嫉妬心を抱き、唇を尖らせてしまっていた。

　部屋中どこにいても彰史の気配が残っているのに、声も姿も感じられないのはとにかく寂しかった。

　広いベッドは、美紅ひとりには大き過ぎる。いつも優しく抱きしめてくれる腕も、甘いキスをくれる唇もない。

　彼の残り香を何度も吸い込めばますます心細くなり、いつまで経っても眠れなかった。
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「あははっ！　相変わらずラブラブだねー」

　翌日の夜、美紅が夫の不在に対する寂しさを吐き出すと、ハイボールのジョッキを片手にした親友の麻紀が声を上げて笑った。彼女の明るめのブラウンカラーの前下がりのボブが揺れ、二重瞼の瞳が楽しげに弧を描いている。

　細身でスラッとしている麻紀は美人系で、性格もサバサバした姉御肌タイプである。『可愛い』と形容されがちの美紅とは、外見も内面も正反対なところはあるが、高校で出会って意気投合して以来、美紅の相談相手はいつも決まって彼女だった。

　麻紀もまた、時に真面目に、時におもしろおかしく話を聞いては、アドバイスをくれる。

「笑い事じゃないんだってば！　私は本当に寂しくて……！」

「いいじゃない。愛してる証拠でしょ」

　焼き上がった肉をトングで挟み、彼女の小皿に置く。自分の分も取って箸で口に運ぶと、口いっぱいに甘辛いタレとハラミの旨味が広がった。

「それはそうだけど……。彰史さんが帰ってくるまでまだ二十四時間もあると思うと、すっごく憂鬱なんだよね」

「たったの二十四時間じゃない。焼き肉食べて、寝て起きて、フルールで仕事して、帰ってご馳走でも作っていれば、あっという間でしょ」

　あっけらかんと話す麻紀は、昨年から恋人と同棲を始めたのだが、「私なんてひとりの時間があるとワクワクするけど」なんて口にした。

「ダラダラできるし、遅くまで飲みに行けるし、晩ご飯の準備もしなくていいんだよ？　彼氏のことは好きだし、もちろん大切だけど、私はたまにはひとりになれるのも嬉しいよ」

　彼女は、ひとりで過ごすことも行動することも好きなため、恋人が家を空けても充実した時間を過ごしているのだとか。

　彰史一色の美紅とは違い、なんだかかっこよく見えた。

「そりゃあ、ひとりの方が気兼ねなくダラダラできるかもしれないけど……。でも、私はお昼寝するなら彰史さんと一緒にしたいし、晩ご飯を作るのだって苦じゃないもん」

「どれだけラブラブなのよ」

　呆れたように笑われて、美紅は「そういう問題じゃないの」と眉を下げる。

　しっかりと留守を預かるつもりが、まさか初日から寂しさに苛まれ、二日目にはもう寂寥感に負けそうになるとは思わなかった。彼がこのことを知ったら、心配するに違いない。

「メッセージはくれるんでしょ？」

「うん。昨日の夜はこなかったけど、今朝と接待の前にはきたよ。【今夜も遅くなるからもう連絡はできない】って書いてあったけど、明日の朝にはまた連絡くれると思う」

「忙しいはずなのにその合間を縫って連絡してくれるなんて、いい旦那さんだね」

　麻紀がそう言った途端、美紅の表情が綻んだ。自分のことよりも彰史のことを褒めてもらえる方が嬉しくなるのも、それだけ想いが大きいからなのだろう。

　けれど、彼の笑顔を思い出してしまい、また寂しさが募った。それを見透かしたように、彼女が「重症じゃない」と苦笑を零す。

「じゃあ、彰史さんが帰ってくる時には、玄関でセクシーなランジェリー姿で出迎えて『寂しかった』って甘えれば？　喜んでくれるんじゃない？」

「そ、そんなことできないよっ……！」

　セクシーランジェリーを身に纏って玄関で待つ勇気なんて、美紅は持ち合わせていない。

　いつかはしてみてもいいかな、とほんの一瞬だけ考えたが、すぐさま冷静になって頭をブンブンと振った。

「とりあえず、今日はいっぱい飲んで寂しさなんて忘れようよ！　せっかく久しぶりに会えたんだし、少しくらい遅くなっても大丈夫なんだから」

「うん……。そうだね」

　麻紀と会える今日を楽しみにしていた気持ちに、偽りはない。

　ランジェリーブランドの販売スタッフという仕事柄、年末年始も休みなく働いていた彼女とはしばらく会えなかった。とはいっても一ヶ月程度のことではあるが、学生時代には毎日顔を合わせていた親友相手だと、その期間が長く思えていた。

　もっとも、こうして顔を合わせれば昨日も会っていたかのような空気感にもなるため、親友とは不思議なものだ。

「あ、そうだ。私、この春から異動になるんだ」

「そうなの？」

「うん。四月頃に表おもて参さん道どうに新店舗ができるんだけど、そこの副店長に抜擢されちゃった！」

「えっ!?　すごいね！　おめでとう！」

　嬉しそうに「ありがとう」と返した麻紀が、「オープンしたら遊びに来てね」と笑顔を見せる。美紅は大きく頷き、お祝いの意味を込めて再度乾杯をした。

　寂しさを完全に消すことはできていないが、親友からの明るい報告に気持ちは幾分か晴れやかになった。

「ってことで、今日はとことん飲むよー！」

「もうすでに三杯目だけど……」

「細かいことは気にしないの！」

　会ってからまだ一時間にも満たないのに、麻紀がレモン酎ハイを追加した。美紅のグラスには二杯目のピーチサワーが残っているが、彼女は四杯目に移っていた。

「酔い潰れないでね？　私じゃ、麻紀を運べないんだから」

「平気だって！　それより、美紅ももっと飲んでよ！　今日は、いっぱい話したいことがあるんだから」

　運ばれてきたグラスを呷った麻紀に、美紅は小さな不安が芽生える。彼女をどこで止めようか、と密かに悩みつつも食もお酒もどんどん進み、楽しい夜は更けていった。
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　翌日、美紅は二日酔いのだるさを残した身体で仕事を終え、スーパーで買い物を済ませた。

　今日は、彰史が大阪出張から帰宅する日。そして、バレンタインデーでもある。

　待ちわびた今朝は、二日酔いのしんどさなんて気にならないくらいに嬉しくて、夕食はどんなものを用意しようかと考えては笑みが零れた。

　お気に入りのカフェ風のエコバッグには、たくさんの食材が入っている。少し買い過ぎたかもしれないが、冷凍したり作り置きをしたりすれば無駄になることもない。

　なにより、今夜は彼の好物をたくさん振る舞いたかった。

（今日はいっぱい甘えたいな。二日間もひとりで寝たんだもん）

　心の中で呟けば、ふふっと笑みが零れてしまう。けれど、そのあとすぐに外にいることを思い出し、美紅は慌てて平静を纏った。

「……増岡？」

　軽い足取りで歩いていると、不意に背後から旧姓で呼ばれた。

　振り返った美紅の視界に入ってきたのは、スーツ姿の男性。どこか見覚えがある気がするのにすぐにピンとこなかったが、駆け寄ってきた彼の笑顔を見てハッとした。

「森もり口ぐちくん……！」

　美紅の声に、中学時代の同級生で一年間だけ同じクラスになった森口慎しん吾ごがさらに顔を輝かせる。「久しぶり！」と声をかけられ、美紅も笑みを浮かべて同じ言葉を返した。

　彼は仕事中のようで、ビジネスバッグとともに全国展開しているファミレスグループ『ファミリーイート』のロゴが入った紙袋を持っている。

「元気だった？　中学卒業以来だよな？」

「うん、元気だよ。そっか……森口くんと会うのは卒業以来になるんだね」

「なんだか、めちゃくちゃ懐かしい気分だ。そういえば、増岡はこの辺に住んでるのか？」

　矢継ぎ早に訊いてきた森口に、美紅は懐かしさ感じながらも「この近くなの」と頷く。

　すると、彼が嬉しそうに「俺もなんだ」と言い、美紅の姿をまじまじと見つめた。

「増岡、綺麗になった？」

「えっ？」

「あっ、いや……！　中学の頃から可愛かったけど、今は綺麗だなって……。って、なに言ってんだろ、俺……」

「えっと……ありがとう」

　照れたような表情を向けられて、意図せずにつられてしまう。なんとも言えない微妙な空気が流れ、美紅はなんとなく身の置き場がないような気持ちになった。

「あ、俺は今、ファミリーイートの支社にいて、営業やってるんだ。増岡は？」

　森口は、美紅が右肩にかけているエコバッグに視線を遣り、「今日は休み？」と微笑んだ。

「私は、カフェで働いてるよ。さっき上がったところで、これから帰るの」

　彼からの質問に答えつつも、時間が気になり始めてソワソワしてしまう。

　同級生との会話が楽しくないわけではないが、思考の大半は彰史のことしか考えられない。むしろ、今は彼のことだけを考えていたいくらいだ。

「増岡ってさ、今は彼氏いるの？」

　そう尋ねられて、美紅は一瞬だけ言い淀んでしまった。

　今も昔も恋人がいたことはない――というのが、恐らく正式な答えだからだ。

　彰史とお見合いするまでは誰とも付き合ったことがなかったし、彼と再会した直後にはプロポーズをされたため、〝彼氏〟という存在をすっ飛ばして〝婚約者〟ができたのだ。

　一応きちんと交際期間も経てはいるが、美紅の中では恋人ができたという感覚はあまりないうちに入籍し、そのまま今に至る。

「あのね、森口くん。私、去年結婚したの」

「えっ!?」

　笑顔の美紅に反し、森口は目を真ん丸にした。言葉を失ったように美紅を見つめる彼の表情には、落胆や困惑を含めた複雑そうな色が混じっている。

「あー、そっか……。そうなんだ……。結婚したの、早かったんだな……」

　ははっ……と笑った声はどこか乾いているようにも聞こえたが、美紅はあまり気に留めないようにして小さく頷いて見せた。

「ちなみに、今は三嶋です」

　名前を口にすれば微かにくすぐったいような気持ちになるのは、入籍した頃からちっとも変わらない。『三嶋さん』と呼ばれることには随分と慣れたが、自ら名乗る時はまだほんの少しだけ面映ゆい。

　はにかむような笑みを浮かべた美紅に、森口の頬がほのかに赤らんだ。

「そっか。あっ、あのさ！　今度、仲がよかった奴で集まろうって話してるんだけど、よかったら増岡も来ない？　地元に残ってる奴が多いから、あっちで開催することになりそうなんだけど、増岡が来てくれたらみんな喜ぶと思う」

「うん、ぜひ。私もみんなに会いたい」

　美紅が快諾すると、彼は喜びと戸惑いをない交ぜにしたような顔で「連絡先教えて」と言い、連絡先を交換することになった。

「じゃあ、また連絡する」

「うん、またね。お仕事、頑張ってね」

　微笑んだ森口と別れ、美紅は家路を急いだ。

　

　二十時を過ぎた頃、予定通りの時刻に彰史が帰宅した。

「ただいま」

「おかえりなさい！」

　玄関で出迎えた美紅は、飛びつくような勢いで彼に抱き着き、笑顔で顔を上げた。

「ふふっ、彰史さんだ」

　美紅を片手で軽々と抱き留めた彰史は、嬉しそうに笑う美紅に瞳を緩める。

「俺の奥さんは、たった一日見ない間にまた随分と可愛くなったね」

　耳心地の好い声が鼓膜をくすぐり、彼の美麗な顔が近づいてくる。キスの予感を感じて瞼を閉じれば、程なくして唇が重なった。

　顔を見なかったのはほんの一日だけのはずなのに、優しいくちづけに懐かしさに似たものを感じてしまいそうになる。

　このままもっとキスをしていたいところではあるが、美紅はグッとこらえて微笑んだ。

「出張、お疲れ様。お腹空いたでしょ？　先にご飯にする？」

「いい匂いがしているね。せっかくだから、先に食べるよ。でも、その前に着替えてくる」

　靴を脱いだ彰史は、荷物で塞がっていない左手でネクタイを緩めている。美紅は、彼のそんな仕草ひとつにドキドキして、頬が赤くなってしまいそうだった。

（離れてたせいかな？　彰史さんが、いつもよりかっこよく見えちゃう……！）

　二泊三日の出張で〝離れていた〟なんて、麻紀に話せば呆れた笑いを返されてしまうかもしれない。彼女にからかわれる予想までできたが、落ち着きを失くした鼓動はなかなかもとに戻りそうになかった。

「おいしそうだ。随分とご馳走だね」

　一方で、彰史は通常運転のようだった。テーブルを埋め尽くしている料理に驚いている素振りはあるものの、その表情はいつも通りに余裕と優しさを纏っている。

「今日は、出張で疲れてる彰史さんを労う会なの。それに、バレンタインデーだし！」

　れっきとした大義名分だと言わんばかりの美紅に、彰史がクスクスと笑う。

「俺は、いい奥さんをもらったな」

　柔らかな弧を描いた双眸に見つめられて、美紅の胸の奥はキュンキュンと戦慄いていた。

「えっと、すぐに用意するね……！」

　平静を装おうにも、笑顔ひとつで心を奪う彼を前にしてはそんな余裕もない。

　美紅は、うるさい拍動を鎮めるためにもキッチンに逃げ込み、ロールキャベツを温め直しながら何度も深呼吸を繰り返した。なんとか平常心を取り戻すことはできたものの、今夜は心臓が持たないかもしれないと本気で考えてしまった。

「ロールキャベツ、おいしいよ」

「ふふっ、嬉しい」

　テーブルには、トマトとコンソメで味つけしたロールキャベツを筆頭に、サーモンのカルパッチョや生ハムサラダ、かぼちゃのポタージュが並んでいる。香ばしい香りを放つバゲットは、最近オープンしたばかりのベーカリーで購入してきたものだ。

　その中心には、一時間ほど前に焼き上がったガトーショコラがあり、七分立ての生クリームとベリー系のフルーツでデコレーションしてある。寒い季節にぴったりなフォンダンショコラを作ろうかと悩んだが、冷めてもおいしく食べられるガトーショコラにした。

「ガトーショコラもすごくおいしい」

「よかったー！　初めて作ったから、ちょっと不安だったの」

　彰史がいなかった夜は、あんなにもつまらなくて寂しくてたまらなかったのに、彼が目の前にいるだけで美紅の胸はいっぱいになり、何度も笑みが弾ける。

　ふたりは、この三日間のことを報告し合い、笑顔で食事を楽しんでいた。






三








　食後の片付けを済ませたあと、「一件だけ電話をしてくる」と言い置いた彰史にお風呂に入っておくように促され、美紅は先にバスルームに向かった。

　今夜のために用意したランジェリーを、ルームウェアの下に隠す。さすがにこれを身に纏って出迎える勇気はなかったが、お風呂上がりに着るのなら抵抗感はない。以前はそれも恥ずかしかったが、最近はようやく慣れてきたからだ。

（……でも、あからさま過ぎるかな？）

　ほんの少しだけ不安になったものの、彼はきっと喜んでくれるだろう。

　そう感じたことで迷いは消え、美紅はバスルームに足を踏み入れると髪と身体を洗ったあと、ヘアクリップで髪を纏めてから湯船に浸かった。

「美紅、もう洗った？」

「うん！　電話は終わったの？」

　バスルームの磨りガラス戸の向こうにいる彰史は、「ああ」と答えながらなにやらゴソゴソと動いている。

　まさか……と美紅が察した直後にはドアが開かれ、彼が一糸纏わぬ姿で入ってきた。

「……っ、彰史さん！　どうしてっ……!?」

　胸元まで乳白色の湯に浸けていた身体を隠すように、慌てて肩まで身を沈める。驚きと小さな戸惑いを抱く美紅に、どこか楽しげな笑顔が向けられた。

「恥ずかしがる美紅が見られるかな、と思って」

　意地悪く上げられた唇の端に、美紅の頬がカァッと熱くなる。熱気がこもる浴室のせいではない熱が、美紅の羞恥心を煽った。

　彰史はなに食わぬ顔で髪を洗い始め、美紅はドキドキする鼓動を隠すように膝を抱える。そんな美紅を横目で確認した彼は、クスッと笑った。

　今日まで、彰史とは数え切れないくらい抱き合い、その数だけ生まれたままの姿やあられもない痴態をさらしてきた。

　美紅の秘密とお互いの本音を打ち明け合ってからは、休日には昼夜問わず彼から求められることも増えた。それによって、朝の光が射し込む寝室のベッドや、ベランダのガラス越しに真上に昇る太陽を見ながらリビングの片隅で抱かれたことも、一度や二度ではない。

　にもかかわらず、美紅にとって〝一緒にお風呂に入る〟という行為は、なぜか未だに羞恥に包まれるのだ。

「わからないな」

　おかしそうに笑う彰史が、湯船に入ってくる。彼は、美紅がどぎまぎしている間に身体も洗い終えたらしく、逞しい肢体を盗み見るようにしていた美紅を後ろから抱きすくめた。

「今さら、そんなに恥ずかしがることもないだろう？」

　美紅の身体ならもう隅々まで見ているのに……と背後から耳元に唇を寄せられて低く囁かれ、鼓動が大きく跳ね上がる。

　同時に、彰史との様々な情事の記憶が脳裏を駆け抜けていき、素直な身体が震えてしまいそうだった。

「美紅？」

　耳殻に柔らかなものが触れ、ちゅっと音が鳴る。やけに響いた気がしたのは、バスルームのせいか彼との距離が近過ぎるせいか、よくわからなかった。

　その間にも、彰史は美紅の左耳の周辺にくちづけ、何度も何度もキスを繰り返してくる。

　程なくして剥き出しになっているうなじにも彼の唇が落ち、羽がふわりと触れたようなくすぐったさに首を竦めた。

　甘い予感が、美紅の心をそっと包む。

　羞恥はまだ捨て切れていないのに、これまでに彰史にじっくりと可愛がられてきた身体は甘美な期待で満ちていく。純真無垢だった美紅の身体は、彼の色に染まり切っている気さえした。

「彰史さん……」

「ん？」

「くすぐったいよ……っ」

「じゃあ、くすぐったくなければいい？」

　後ろから顎を掬われ、振り向かせられる。次の瞬間には当たり前のように唇を奪われ、美紅は顔だけで振り返ったまま彰史のキスを受け入れた。

　最初は美紅の唇を食むように、柔和なくちづけが与えられる。美紅も瞼を閉じ、素直に彼に応えた。

　ちゅっ、ちゅっ……と湿った音が響き、次第に力がこもる。それを合図にするかのように、彰史の舌が美紅の唇を割開いた。

　彼の舌先が美紅の舌を捉え、くすぐるように触れてくる。むず痒いような感覚に背筋がゾクゾクすると、ねっとりと歯列を舐め上げられた。

　彰史の舌が美紅の口内で暴れ回れば回るほど、美紅の唇の隙間から漏れる甘い吐息が大きくなっていく。それに呼応するように募っていく愛欲は、もう隠せそうになかった。

「なんだか、とろけてしまいそうな顔だね」

　満足げに瞳を緩めた彼が、ふっと柔らかな笑みを零す。その双眸の奥には、肉食獣にも似た光が宿り、雄臭い雰囲気を漂わせていた。

「あんっ！」

　顎を押し上げていた彰史の左手が離れたかと思うと、唐突に骨張った両手でたわわな胸を掴まれ、その先端の薄桃色の果実を摘まみ上げられた。

　ビリッとした刺激が送られ、まだ柔らかかったはずの突起が急激に硬さを持ち始める。

　引っ張られた小さな粒をクリクリと捏ねられ、電流のような痺れが下半身に向かって走り抜けていく。美紅の下肢には、自然と力がこもった。

「はっ、ぁん、ッ……あっ、んんっ……」

　大きな乳房を揉む手のひらが蕾をかすめ、再びキュッと摘ままれる。甘い痺れと鋭い刺激を順番に注入され、下腹部に疼きを感じて太ももをこすり合わせるようにした。

　彰史が右手を下ろし、美紅のウエストラインをなぞる。胸を愛でる左手はそのままに、腰の辺りでは右手が這い回り、美紅はとろけてしまいそうな思考を必死に保とうとしていた。

「こっちも触ってほしい？」

　直後、低く淫蕩な声音で落とされたのは、甘美な悪魔の誘惑。

　ゆったりとした手つきで内ももを撫でられたかと思うと、骨張った右手の指先が美紅の足の付け根辺りをツツッ……とたどった。美紅は、堕ちていく身体につられて思わず頷いてしまいそうになったが、なんとか理性を働かせて首を左右に振った。

「んっ、だめ……ここじゃ、いや……」

　下肢に与えられるくすぐったさと、胸に送り込まれ続けている愛撫。その両方に翻弄されそうな中でも頷けなかったのは、バスルームでの行為がどれだけ恥ずかしいものなのかを知っているから。

　明るい空間で、身体の小さなホクロまで安易に見られること。淫靡な音も声も驚くほど反響し、鼓膜をも犯されてしまうこと。それでも、快楽に逆らえずに達してしまうこと。

　あられもない姿をさらすのはベッドの中にいても恥ずかしくてたまらないが、美紅にとって羞恥を感じる最たる場所はバスルームだった。

「でも、美紅の身体はもっと気持ちよくなりたいみたいだよ？」

「ふぁっ……」

　柔毛をふんわりと弄んだ彼の指先が、秘められた蕾にそっと触れる。ただそれだけのことなのに、美紅の腰が小さく跳ねた。

「ここ、もっと触ってほしくないか？　美紅が気持ちよくなれるように、優しく引っ掻いたり、ちょっと強めにこすったりして、いっぱいいじってあげるよ？」

「……ッ」

　意地悪で淫靡な声が、美紅の鼓膜と心をいたずらにくすぐってくる。

「……ああ、上手に想像できたみたいだね？」

　楽しげな声音で図星を突かれて、思考が沸騰してしまいそうだった。はしたなさを指摘されて頭がおかしくなりそうなのに、貪欲な身体は想像させられた快感を待ちわびている。

　ともすれば、今すぐに自ら口にしてしまいそうなほど、美紅は切羽詰まり始めていた。

　バスルームでの行為は、恥ずかしくてたまらないとわかっているのに……。節くれだった指先が幼気な蜜芯をかすめるたびに、それすらもどうでもよくなっていく。

　いっそのこと強引にしてくれたら……なんて考えてみても、そうならないことはわかっている。

　彰史はきっと、美紅が素直に求めるまでこれ以上の刺激を与えてはくれない。

　程なくして、美紅は熱い吐息を零し、いつの間にか自身の胸元に落としていた視線を彼に向けるため、おもむろに振り向いて唇を動かした。

「もっと、触って……？　たくさん、気持ちよくしてほしいの……」

　こくん、と生唾を飲み込んだ音が響き、生々しさが増す。

　羞恥に染まった頬を隠すように俯こうとした瞬間、彰史の指先がまだ柔らかさを残している姫粒をピンと弾き、美紅は喉を仰け反らせてしまった。

「アッ……！」

「ちゃんと言えたご褒美だ。まずは、ここでイかせてあげる」

　言い終わるよりも早く、彼は中指の腹で花芯をクリクリと捏ね、包皮を剥いていく。器用な指先からは的確な愉悦が送り込まれ、あっという間に花芽が顔を出した。

　美紅の身体はピクピクと跳ね、浴槽の中の湯が大きく揺れる。

　彰史の右手は硬いしこりをいじくり、左手は豊満な双丘を弄び続けていた。

　大きな手からはみ出るほどの乳房が形を変える様は、いやらしい光景だった。手のひらでその先端を転がされるたび、焦れたような刺激が募っていく。

　一方で、嬲られ続けている蜜粒はぷっくりと膨れ、蜜口からはとろりとした体液が零れ始めていた。

「あっ、あんっ……！　ふぁっ、んんっ……ァッ！」

　不意に、尖り切ったしこりをキュッと摘ままれ、二本の指でこすり合わせるようにしていたぶられた。一番敏感な部分をそんな風にされては、ひとたまりもない。

「ひっ……！　ッ、ぁ、ああぁぁぁっ――」

　為す術もなく喜悦の階段を駆け上がった美紅は、彼の手によって達してしまった。

　熱を帯びた身体も、ぼんやりと靄がかかったような脳も、重く気だるい。全身の力が抜けた美紅を見て、彰史が眉を下げた。

「少し逆上せたか」

「ん……へいき、だよ……」

　微かな笑みを浮かべていても、あまり説得力はなかったかもしれない。倒れるほどではないが、湯に浸かったまま果てた身体は脱力し、美紅の表情と同じようにふにゃっとしていた。

　彼が後ろから抱きしめてくれていなければ、湯船に沈んでしまっていたかもしれない。

「そうは見えないけど」

「本当に、大丈夫だから……」

「じゃあ、少し身体を冷まそうか」

　乱れた呼吸を整えようとする美紅に、彰史が唇を寄せる。額や瞼にくちづけられたかと思うと、彼は美紅の身体を支えるようにしながら立ち上がった。

　彰史によって立たされた美紅だが、膝が小さく震えている。彼は、そのことに気づいているようで、浴槽の淵に美紅を腰掛けさせた。

「美紅、ちゃんと座っていて」

　美紅が彰史の言葉を噛み砕くよりも早く、再び湯に浸かった彼が美紅の下肢に顔を埋めてきた。

　薄い茂みにくちづけられ、淫悦と熱気で赤く染まっていた頬がさらに熱くなる。

　その直後、赤い舌が伸びてきたのが見え、柔毛の奥に隠れている突起に触れた。美紅の腰がビクンと跳ね、意図せずに両脚が閉じそうになる。

　けれど、彰史の頭がそこにあるせいで、彼の舌を受け入れることしかできなかった。

「ひっ……やぁっ、アッ……」

　蜜を垂らすあわいから陰核にかけて、ねっとりと舐め上げられる。淫靡な水音が下肢から響き、バスルーム内に反響した。

　硬く尖らせた舌が秘芯を捉え、しこりの付け根をクルリとたどる。そのまま秘芽全体を舐められると、柔襞がきゅうきゅうと収縮した。

　指とは違う、鋭く甘い刺激。熱を持った舌は、美紅の弱いところだけを的確に責め、じっくりといじくってくる。

　ついでとばかりに、ひくつく蜜口から二本の指が差し込まれた。骨張った指が、轟く肉壁をかき分けるようにこすりながら指が奥を目指そうとする。

「あっ、ぅんっ、んんっ……ああっ」

　最初は羞恥を抱いていたはずだったのに、喜悦を与えられ続けていたせいで、美紅の姫洞はすでにグズグズに濡れている。

　熱を持った媚肉は節くれだった指に甘えるように絡みつき、さらなる快楽をねだった。

「ははっ……美紅のナカ、もうとろけそうだよ」

　興奮混じりの声と吐息が、敏感な尖りに触れる。それに反応した膣内がきゅうきゅうと戦慄き、奥へ奥へと促した。

　彰史は、「こっちはもうパンパンに膨れているね」と独り言のように零すと、小さな姫粒に歯を立てるようにして軽くつついたあと、ちゅうっ……と吸い上げた。

　抽挿を繰り返す指が鉤状に曲げられ、下腹部の裏を撫でこすられる。そのまま押すように刺激されると、肉芽への愛撫もあいまって、美紅は瞬く間に高みに押し上げられた。

「……ッ!?　ぅあっ……ッ、やあぁぁあっ……！」

　強過ぎる法悦が押し寄せて、体内をうごめくように駆け抜ける。次の瞬間には、頂点から叩き落されるような感覚を抱いた。

　腰が大きく跳ね、つま先が丸まる。息が詰まり、脳が一瞬白んだ気がした。

「上手にイけたね」

　恍惚混じりの声で囁かれ、無意識のうちに瞼を閉じていた美紅の胸が甘い音を立てる。

　気だるい身体を持て余しながら目を開けると、彰史が立ち上がったところだった。

　ごくん、と美紅の喉が鳴る。視界を埋め尽くすのは、欲望のままの姿をした彼の逞しい雄芯だった。

　雄の象徴は、凶暴さを感じるほどに猛々しく天を仰いでいる。

（彰史さんも、すごく興奮してくれてるんだ……）

　自分だけが乱れていくのはいつも恥ずかしいが、彰史も欲情してくれているのだと思うと、嬉しさが胸を埋め尽くす。

　これで気持ちよくしてもらえるんだ……と考えただけで、子宮がキュンと震えた。

「美紅、立てる？」

「うん……」

　本当は、まだもう少しだけ休憩していたかった。けれど、それ以上に美紅の身体は彼を求めていた。

　彰史に支えられるようにして立ち上がった美紅は、彼に指示されるままに震える脚に力を込めて壁に手をついた。

「後ろから、するの？」

「ああ。顔が見えなくて寂しいなら、あとで前からも挿れてあげる」

　振り向いた美紅の疑問に、彰史がすべてを見透かすように答える。淫蕩な光が射した瞳は熱っぽく、もう待てないと言わんばかりに興奮しているのが伝わってくる。

　美紅は、ますます彼の欲望を受け入れたくなり、自らわずかにお尻を突き出した。

「いい子だ」

　子どもに言うような言葉なのに、その声音が微かにかすれていたせいで鼓動が高鳴る。ときめく胸が甘やかに震え、美紅はうっとりとしたように頬を綻ばせた。

　彰史は、美紅の細いウエストを掴むと、自らの腰を揺らした。じっとりと濡れてとろけたあわいが、そそり勃つ陰茎によって撫でつけられる。

　美紅もそれに応えるように動き、ふたりはお互いの下肢をこすり合わせていた。

「はぁ……んっ、ねぇ……早く……」

　挿れて……と美紅が零せば、彰史が唇を吊り上げた。囁くような声もバスルームという場所が反響させるせいで大きくなり、美紅は自身の淫らさに頭がクラクラした。

「あんっ……ああっ！」

　刹那、彼が両手にグッと力を込め、蜜壺に怒張を埋め込むように腰を押し進めた。

　悦びをあらわにした花襞が、熱杭をぎゅうぎゅうと締めつける。彰史はその抵抗感を楽しむように柔壁を引っ掻き、ゆるゆると腰を回すようにしては最奥を目指した。

　美紅の唇からは嬌声が漏れ、彼から与えられる感覚に恍惚の表情を浮かべていた。

　あまり時間をかけることなく隘路を進む楔が、一番奥までたどり着く。そこをグリッと突き上げられて、美紅は喉を仰け反らせた。

「やっ……！　あきふみさんの、おっき……」

　予想以上の質量に美紅の脳芯がじんと痺れ、甘えたような声が落ちる。

「……ッ、美紅のナカも……いつもより、狭いよ……」

　すると、背後から興奮した声音が届き、「俺の形、忘れた？」なんて意地悪く尋ねられた。

　美紅が慌てて首を横に振れば、彰史の唇が満足そうに持ち上げられる。彼がどんな顔をしているのかわからない美紅は、涙で滲む視界に壁を映したまま唇を動かした。

「っ、忘れて、ないよ……」

「じゃあ、離れている間にお互いが恋し過ぎたのかもしれないな」

　彰史が優しい口調で零した言葉に、美紅は目を大きく見開いた。

　寂しくて恋しくてたまらなかったのは自分だけだと思っていたのに、彼も同じように想ってくれていたのだと知って、心が喜びで震えてしまう。

　この体勢では抱き着くことは叶わない代わりに、肢体を捩るようにして振り返った。

「ねっ……キス、して？」

　桃色に染まった唇でねだれば、彰史の雄杭がビクンと震えた。

「ぁんっ……！　やっ……また、おっきくなっ……」

「……今のは美紅が悪いよ」

　言い終わると同時に美紅の唇が塞がれ、一気に舌が搦め取られる。くぐもった声が漏れ出ると、彼の左手が美紅の乳房を掴んで揉みしだいた。

「ふっ……うぅっ……」

　美紅の口内を犯す舌が、思うように声を出させてはくれない。たわわな乳房とともに芯を持ったように硬い蕾を捏ねられ、酸素が足りなくなっていく気がした。

　ぴたりとくっついていた結合部が離れ、屹立がギリギリまで引き抜かれる。丸みを帯びた先端が蜜口から抜けてしまいそうになったところで、今度は一気に最奥めがけて穿たれた。

　不安定な体勢に焦れたように唇が離れ、今度はうなじや背中にキスが落ちてくる。

　両手が美紅の双丘の頂を摘まみ、キュッと引っ張る。かと思えば、潰すようにグリグリといじくられ、自由になった美紅の唇からは甲高い声が飛び出した。

　彰史の唇は滑らかな肌を吸い上げ、赤い痕をちりばめていく。まるで彼のものであると言いたげなほど何度も痕をつけられて、美紅はチリッとした痛みにも似た感覚に瞼を閉じた。

「ああっ、んんっ、アンッ……やあぁっ」

「はっ……すごく、気持ちいいな？　でも……そんなに大きな声を出すと、隣に聞こえるかもしれないよ？」

　嬉々とした声で指摘されて、美紅の肩が強張る。咄嗟に唇を噛みしめたけれど、彰史がそれを見透かすように胸を愛でていた右手を離し、美紅の下肢へと伸ばした。

「だっ、だめっ……あぁんっ！」

　予想通りの場所にたどり着いた彼の指先が、真っ赤に腫れた蜜芯を捉える。いきなり押し潰すように弄ばれ、ビリビリとした刺激が背中を走り抜けた。

「ふぁっ！　あぁっ、んっ、やぁあっ……」

　イヤイヤをするように首を振って見せても、彰史の両手は止まらない。それどころか、彼は美紅の最奥を蹂躙する熱杭をますます激しく動かし、肉壁を掻きむしった。

　次第に速くなっていく動きに合わせ、美紅も腰を一心不乱に踊らせる。肌がぶつかり合うほどに悦楽が募り、早くも高みが見え始めた。

　彰史も余裕がないのか、彼らしくもなく律動に余裕がない。

　出張の前日にも抱き合ったはずなのに、増幅していく蜜欲を抑えられない。離れていたせいか、お互いを強く求め合っていることが伝わってきて、嬌声が止まらないことなんてどうでもよくなってしまった。

「もっ……だめ、ッ……イっちゃ……」

「いいよ……！　俺も、もう持たないっ……！」

　色香を纏った声が美紅の鼓膜をくすぐった直後、太く硬い切っ先で一番奥の窪みをグリグリといたぶられ、腰をガンガンと打ちつけられて――。

「ひぅっ、あぁっ……やっ、やあぁぁぁぁぁっ――！」

　美紅は、泣き叫ぶように甲高い声を上げながら、愉悦に包まれた身体を大きく震わせて果てた。

「……ッ、ハッ……っ、くっ……！」

　次いで、彰史も快楽をこらえるように奥歯を食いしばり、荒い吐息を零す。彼は、爆ぜる寸前で雄芯を引き抜き、美紅の背中からお尻にかけて白濁した欲望をぶちまけた。

　

　湯船から出てベッドに移動するまでには、五分も要さなかった。

　濡れた身体と髪を拭くのもそこそこに、洗いたてのシーツの上で絡み合うふたりの愛欲はまだ満たされていない。三日ぶりの情交は、言葉では言い尽くせないほどの快感と心地好さ、そしてお互いの体温を感じられる安心感があった。

「……ッ、んっ」

　ミネラルウォーターを口に含んだ彰史が、美紅に繰り返し飲ませてくれる。

　寝室にたどり着く前にキッチンで彼が手にしたそれは、冷蔵庫の中でよく冷えていたはずだったが、美紅の喉を伝う頃にはお互いが持つ熱によって温くなっていた。それでも、美紅の渇いた身体に染み渡るように、わずかに熱を下げてくれた。

　五〇〇ミリリットルのペットボトルの水は、もう半分も残っていない。

　次第に彰史の舌がいたずらに動き出し、飲ませるためだけの行為ではなくなっていく。

　何度目かの口移しで美紅の中に入ってきた水は、もうとっくに喉の奥に流れてしまったのに……。彼は、美紅の口内をまさぐり、ねっとりと舐め上げ、舌を搦め取った。

　落ち着きそうだった美紅の呼吸は再び乱れ、冷め切ることがなかった熱が再燃する。

　けれど、抱き合える距離に彰史がいることが幸せで、キスに陶酔していた。

「ねぇ、彰史さん……。私も、してあげる……」

　唇が腫れぼったくなるくらいのキスのあとで、美紅は欲情した瞳で弧を描きながら彼を見上げた。

　彰史も熱っぽい瞳を緩めると、親指で美紅に唇を撫でた。　

「じゃあ、久しぶりに口で気持ちよくしてもらおうかな」

　期待と淫欲が混じった彼の双眸に、美紅の鼓動が大きく跳ね上がる。羞恥がないと言えば嘘になるが、寂しくてたまらなかった二晩を思えば、今夜はいつも以上に大胆になれた。

　美紅は、彰史の胸元に手を添え、硬い胸板に唇を寄せる。さっきの仕返しと言わんばかりに肌を吸い上げれば、彼の身体にほのかに赤く色づいた花が咲いた。

　自分のものだと証明するかのような痕に、自然と美紅の頬が緩む。

　彰史を見上げると、ほんの少しだけ困ったような微笑を向けられていた。

「どうかしたの？」

「随分と焦らされそうだな、と思って」

　眉を下げた彼の雄の象徴は、さっきのキスの時からすでに硬さを取り戻し始めている。

　まだ半分ほどしか勃っていないとはいえ、早く触れてほしそうに見えた。

（本当は焦らしたい、けど……）

　焦らすということは、自身も我慢を強いられるということ。

　いつも散々焦らされているからこそ、こんな時には仕返しをしたい気持ちもある反面、今は少しでも早く挿入してほしいと思う。

　だから、美紅は首を小さく横に振ると、彰史の下半身の前で四つん這いになった。

　両手を添えた雄幹の先端にちゅっとくちづけ、ゆっくりと舌を這わせる。そのまま小さな窪みに舌先を入れ、クリクリとこすりつけた。

「ぅ、っ、はぁ……ッ」

　腰を震わせた彼の声に、美紅は喜びを抱く。

　彰史にもっと感じてほしくて、硬さを持ち始めていた熱棒をねっとりと舐めた。

　上から舌を纏わせるようにして、今度は同じ道を戻る。次第に硬さを増していく雄杭を余すことなく舐め回し、丸みを帯びた先端や裏側も何度もたどった。

　口淫をした回数は、まだそう多くはない。いつも彼に主導権を握られてしまうせいで、美紅にはそんな余裕を与えてもらえないからだ。

　だからこそ、今夜は彰史にも思い切り気持ちよくなってほしい。

「……ッ、くっ……ハッ……、っ……」

　そんな気持ちで柔らかな袋にもキスをし、軽く吸うようにしてから舌を這わせていけば、彼は呼吸を荒げながら悩ましげな声を漏らした。

　男性の声というのは、みんなこうも色っぽいものなのだろうか。

　普段は怜悧な彰史が、ベッドの中では意地悪に美紅を翻弄してくる彼が、今は美紅の手によって淫蕩な吐息を零している。

　その事実に、美紅は胸の奥が大きく高鳴り、ますます興奮していった。

　剛直をこすっていた両手で袋の部分を包むようにして、手を離した場所に舌を戻す。ねっとりと舐めたところで、大きく太く膨れ上がった彰史の欲望を口内に迎え入れた。

「んっ、くっ……」

　相変わらず、美紅の小さな口には入り切らず、唇のほんのわずかな隙間からは苦しげな声が漏れる。けれど、美紅はいじらしく、彼のものをギリギリまで咥え込んだ。

　口をすぼめるようにして、ちゅうっと吸い上げて。喉の奥に突き刺さる直前まで口内に侵入されることを許し、歯を立てないように怒張に舌を纏わりつかせる。

　決して上手いとは言えない、まだぎこちなさを残した動き。それでも、彰史は気持ちいいのか、彼の陰茎は美紅の口腔でさらに膨張していった。

「美紅……お尻をこっちに向けて」

　必死に奉仕しているさなか、唐突に降ってきた言葉に目を見開いた。

　知識としては、そういうやり方があることは知っている。ただ、これまでに一度も経験したことはなく、想像だけで羞恥でいっぱいになった。

　美紅は、戸惑いを浮かべた顔で彰史を見上げ、首をわずかに横に振る。交代でするのならともかく、お互いの秘部を同時に舐め合うなんて考えただけで眩暈がした。

「でも、美紅も気持ちよくなりたいだろう？」

　熱い吐息とともに零された疑問に、美紅の喉の奥が小さく鳴る。もちろん、彰史がその瞬間を見逃すはずもなく、彼は艶麗な笑みを浮かべた。

「俺のものを舐めている間、身体が寂しくないか？　グチャグチャに濡れているところをいじって、舐めて、イかせてほしくない？」

「……ッ」

「美紅が俺に奉仕してくれるのは嬉しいが、俺だって美紅に気持ちよくなってほしい。俺を感じさせてくれる以上に、美紅を感じさせたいんだ」

　囁くように静かに、低く甘やかに紡がれる誘惑に、美紅の身体はふるりと震えてしまう。

　彰史の言葉ひとつで想像力を働かせることが癖づいているせいで、美紅の思考は酩酊感に似た感覚に飲まれていき、きゅうっ……と痺れた蜜壺からは淫靡な涙が零れた。

「なにより、美紅と一緒に気持ちよくなりたい」

「んっ……！」

　極めつけとばかりに優しく声をかけられ、美紅は子宮が激しく疼くのを感じて、思わず彼の昂ぶりから口を離してしまった。

　はぁ……と甘い吐息を吐き、潤んだ瞳で彰史を見つめてしまう。

「俺にお尻を向けて、もう一度舐めて。できるよね？」

　眇めた目で見下ろされ、美紅は素直に頷いた。

　心も身体も彼に従順になっていることを自覚していても、ちっとも不快感はない。むしろ、満足げな面持ちで「いい子だ」と微笑まれてしまうと、喜びを感じていた。

　彰史にじっと見つめられていることにドキドキしながらも、言われた通りに身体を横たえた彼の方へお尻を向ける。

　美紅が上になって動くことは何度かあったが、彰史の上で彼の眼前に秘所をさらしたことはない。ましてや、知識で知っているのと実践するのとでは、天と地ほどの差がある。

　いくら彰史から何度も口で愛撫されたことがあるとはいえ、この体勢はそれとはまったく違い、あまりの恥ずかしさに頭がおかしくなってしまいそうだった。

「美紅のここ、真っ赤に充血しているし、もうとろとろだよ。さっきシャワーで流したはずなのに、キスだけで濡れた？　それとも――」

　俺のものを舐めながら感じた？　なんて意地悪くクスリと笑われ、美紅は自身のはしたなさに思考が沸騰するかと思うほどの羞恥に襲われた。

　それを隠すように、目の前で隆起している雄竿を咥えた。

「……っ！　はっ……ッ……」

　声を噛み殺した彼の吐く息に、美紅の胸がキュンと音を立てる。

「美紅は隠し事が下手だね」

　楽しげにそう口にした彰史も、骨張った指をぬかるみに差し込んだ。

「んんっ――」

「よく濡れていて、グズグズだね。ちゃんと解れているし、このままでも挿れられそうだ」

（やだっ……！）

　そんなに詳しく説明しないでほしい、と思うのに、柔らかくなった襞を捏ねられると姫洞がひくつき、二本の指を嬉しそうに咥え込んでしまう。身体が彼からの愛撫に悦んでいることを自覚しているため、美紅はその光景を見ていなくても自身の痴態を安易に想像できた。

　羞恥をかき消すように雄芯を必死に舐め回せば、彰史の指もこれ見よがしに激しさを増し、隘路を掻きむしるようにいじくられる。その抽挿に姫洞を轟かせてしまいながらも、美紅は両手で滾った屹立をこすり、彼の欲望を求めるように舌を纏わりつかせた。

　そのまま口をすぼめてちゅうっ……と吸い上げれば、彰史がベッドに押しつけるようにして腰を引いた。

（彰史さん……気持ちいいんだ……）

　うっとりとした顔つきになっている美紅が、苦しさを感じながらも奉仕を続ける。獰猛にも見える雄の象徴も、彼が感じてくれている姿を目の当たりにすれば愛おしく思えた。

「ひゃあっ……」

　懸命に口淫を続けていた美紅は、唐突に幼気な淫芽を押し潰されて顎を反らした。必然的に熱杭から口を離してしまい、無意識に逃げようとする下肢が腰を引かせる。

　彰史は、器用に花粒を転がしていく。バスルームでの行為の名残のせいで、あっという間に赤く色づいた真珠のような蕾が膨れ上がった。

「ほら、逃げないで。美紅は、こうされるのが好きだろう」

　確信めいた声が耳に届いた直後、彼の息が陰唇にかかった。

　ゾクゾクとした感覚に身を引きそうになれば、彰史の左手が美紅の臀部を掴み、内壁を嬲る指はそのままに、肉芽に舌が這わされた。

　背中が大きく反り、身体が戦慄く。指の動きに合わせて媚肉が収縮し、コポッと音を立てて蜜を垂らした。

　彼の舌は、美紅の脆弱な部分を執拗に舐め回し、容赦なく押し潰す。それから、花芽の淵をたどるように舌先がうごめき、ツンと尖った先端をくすぐった。

　燃えるような熱を持った柔壁は、節くれだった指を食いしめる。おいしそうに、嬉しそうに、決して離さないと言わんばかりに。

　鋭敏な淫芽は扱かれるたびに膨らみ、今にも弾けて愉悦の花を咲かせようとしていた。健気に震える様は、いっそいじらしさを感じさせる。

　泣き啜るように喘ぐ美紅は、膨張した陰茎に手を添えていることしかできず、間近にある彰史の分身を感じさせる余裕なんてなかった。

『一緒に気持ちよくなりたい』と言われたからこそ、羞恥をこらえて受け入れた行為だったのに、これでは意味がない。むしろ、恥ずかしい格好をさせられている分、美紅の痴態を彼に存分に見せているだけだった。

「やぁっ、んんっ……ぁ、っ、ああっ……」

「ん。このままイっていいよ」

　甘やかすような声音が、とろけた美紅の脳芯をそっと突く。

「だめっ……！　イっちゃっ、ぁ、ッ……やあぁぁぁっ！」

　刹那、下腹部の裏側をグリグリと押され、充溢した蜜粒をちゅうっ……ときつく吸い上げられて。美紅は髪を振り乱しながら涙混じりの嬌声を上げ、快楽の果てに昇りつめた。

「イけたね。すごく可愛かった」

　指を抜かれる感覚に身を震わせ、支えを失くした美紅の身体がベッドの上に落ちる。

　彰史は、美紅の下からするりと抜け出すと、ベッドサイドのチェストから取り出した箱を開け、皮膜を手にした。

　力なく伏せる美紅は、まだ身体を起こす気力も取り戻せず、聴覚に頼って状況を飲み込んでいく。パッケージを破く音が聞こえてきたあとには、薄膜を被せる音が耳に届いた。

　なんとか起き上がろうとすれば、彼が「そのままでいいよ」と囁く。

　程なくして、背中に彰史の体温と重みを感じたが、美紅は首を小さく振った。

「やだ……前からがいい……。彰史さんの顔、ちゃんと見たいの……」

　顔だけで振り返った美紅が、甘えた声で訴える。彼は、一瞬だけ目を見開き、すぐに困り顔で微笑んだ。

「まったく……。俺の奥さんは、どうしてこんなに可愛いんだ」

　呆れたようでも、困ったようでもない、甘やかな声音が降ってくる。面差しから読み取れたものとは少しだけ違う口調には、喜びが孕まれていた。

「だって……さっき、あとで前からしてくれるって言ったもん……」

「……ああ、約束したね」

　バスルームでのことを出せば、彰史が愛おしげに頬を綻ばせて小さく頷いた。美紅は、彼が覚えてくれていたことに安堵感に似たものを抱き、熱を帯びた重だるい身体を起こす。

　彰史は手を差し出して美紅を支え、向かい合う形で彼の上に乗せられた。

　耳殻に吐息が触れるほどの距離で囁かれ、ちゅっとキスをされる。耳朶をかたどるように舌が這い、熱塊が耳孔に差し込まれた。

　ぴちゅ、ぴちゃっ……と艶めかしい水音が響き、いたずらに鼓膜をくすぐってくる。

「んっ……あきふみ、さん……ッ」

　美紅は、舌足らずになりそうな声で彰史を呼び、彼の耳元に唇を寄せた。

「いれて……？　はやく、ほしいの……」

　豊満な乳房を硬い胸板に押しつけて、熱い吐息混じりに甘えた声を出して。あざとさと妖艶さをない交ぜにして、悩ましげにねだって見せる。

　直後、密着した下肢の間でそそり勃つ雄芯が、ビクンッと跳ねるように動いた。

「ああ、もう……」

　本当に可愛くて困る……なんて独り言のように零した彰史は、皮膜を纏わせた熱棒を蜜口に押し当てると、間髪を容れずに挿入した。

「ひっ……！」

　いきなり力強く押し入ってきた彼の滾りに、美紅は思わず息を詰めてしまう。

　けれど、解されていた媚肉はすぐに硬く太い屹立を包み込み、質量以上の楔を甘んじて受け入れようとする。

　きゅう、きゅうっ……と轟く内壁は抵抗しているようでいて、逞しい肉竿にしゃぶりつくように締めつける。その様は、愛する夫の侵入を歓待しているようだった。

「っ、はっ……ん、ほら、美紅……全部、挿ったよ」

「……ん、っ……うれしい……」

　美紅がうっとりとした笑みを零し、彰史を見つめる。かすれた声が扇情的で、甘い吐息が彼の心をくすぐった。

　ふたりの肌はしっとりと汗ばみ、彰史の額やこめかみの辺りには玉のような雫が光っている。美紅の前髪も額に張りつき、湯上りの身体は様々な体液に塗れていた。

「動くよ」

　彰史の言葉に頷き、美紅は彼の首に腕をかけて備える。見つめ合っていたふたりは、どちらからともなく微笑み、それを合図にして唇を重ねた。

　舌を搦め合い、解いては結び直すように深いくちづけを交わす。唾液が混ざり合う淫靡な音を聞きながら、彰史がゆっくりと腰を回せば、美紅も彼に合わせるように身体を揺すった。

　愛欲が募り切っていたふたりの身体は、最初から激しい動きで快感を求め合った。

　下肢がぶつかる音が次第に大きくなり、透明な蜜が結合部を濡らしていく。ぐちゅっ、にちゅっ……と艶めかしい水音が響くたびに、愛液が飛び散ってシーツを汚した。

「あっ、ゃっ、ぅ、はぁ、んぅっ、ああっ……」

　充溢した剛直が、柔らかな襞を一枚一枚、丁寧に執拗に撫でこすって。隅々まで余すことなく、グチャグチャに掻きむしってくる。

　そうかと思えば、美紅の下腹部の裏側を丹念にこする。もちろん、最奥の窪みも忘れないようにガツガツと穿ち、グリグリと嬲られた。

　美紅も必死に応えようとするが、弱いところばかりを責め立てられるせいで、苛烈な悦楽を受け止めるだけで精一杯だった。

「あき、ふみさっ……もっ、だめっ……あ、っ、ぁんっ……」

「俺も……もうちょっと、だから……ッ、はっ……」

　過ぎた愉悦の苦しさに美紅が苦悶の表情で訴えれば、彰史がひどいことを言う。限界が目前まで迫っている美紅にとっては、まるで拷問のように思えた。

「もう、っ……イきたっ……んんっ、はっ、やぁ……」

「……わかってる、っ……！」

　美紅の腰を掴んでいた彰史の手が柔らかな臀部に回り、ガンガンと腰を打ちつけてくる。

　いっそう激しくなった律動に、美紅は背中をしならせながら首を横に振った。

　激しい淫悦に、脳が明滅して白んでいく。酩酊感を抱いた思考は停止寸前で、自分が今どこを見ているのかもわからなくなってしまいそうなほど、脳髄がじんじんと痺れていた。

　腕だけは彼から離さないようにしたいのに、揺さぶられる身体からは力が抜けていく。

「ああっ、あんっ……イっ……ふっ、ぅ、ああぁぁぁあっ――！」

　せり上がってくる喜悦を受け止め切れなくなった刹那、美紅はとうとう耐え切れずに全身を大きく戦慄かせ、愛蜜を飛び散らせながら遥か彼方へと昇りつめた。

　隘路がきゅうぅっ……とすぼまり、パンパンに膨れ上がった怒張を食いしばる。

「うぁ、っ……く、ぅ、はっ……！」

　彰史の欲望を求めるように食いしめる媚肉に、彼は大きく胴震いしながら声を噛み殺す。

　その瞬間、雄竿がビクビクと跳ね、薄膜越しに飛沫を叩きつけた。

「ふっ、ぁ……！　あきふみ、さん……の……」

　吐精の感覚を感じて甘ったるい吐息を漏らした美紅が、恍惚に満ちた表情で微笑む。

　その顔はひどく淫靡で美しく、彰史はうっとりと弧を描く桃色の唇をそっと奪った。

　ふたりは、汗や蜜でドロドロになった身体を寄せ合い、甘美な夜の空気の中で幸福感を抱きながらゆっくりと瞼を閉じた――。
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　翌朝、美紅は温もりの中で目を覚ました。

　彰史の腕に包まれていることに気づいた瞬間、柔らかな多幸感で胸がいっぱいになる。

　あんなにドロドロだった身体がやけにすっきりしているのは、きっと彼が綺麗に拭いてくれたからだろう。出張で疲れていた夫にそんなことをさせてしまったことへの申し訳なさはあるが、愛する人の思いやりに喜びを感じてしまう。

　せめて、彰史のためにおいしい朝食を用意しようと、美紅は彼を起こさないようにそっとベッドから抜け出る。なにも身に纏っていない理由を思い出し、脱衣所に置きっ放しであろう部屋着を取りに行くために、静かに寝室を後にした。

　案の定、部屋着は用意したままの形で置かれていた。間に挟んでいるランジェリーは結局使うことはなかったものの、昨夜はとても幸せだった。

　ひとり寝の二晩は寂しくてたまらなかったのに、彰史の腕の中で目覚めることができた今日は、いい一日になりそうな気さえした。

（今日は和食にしようかな）

　少し早めに起きられた上、パートも休みの今朝は、時間に余裕がある。

　美紅は、すぐに朝食の支度に取りかかり、準備ができたところで寝室に戻った。

「彰史さん、起きて？」

「ん……美紅？」

「おはよう」

　声をかけると、彰史は無防備な表情で美紅を見つめた。まだ寝ぼけ眼の彼はどこか可愛らしさがあって、スーツを身に纏って出勤していく精悍な姿とは随分と差がある。

　けれど、どちらの彰史も愛おしくてたまらない。

「おはよう。……美紅が起きたことに気づかなかったよ」

「きっと、疲れてたんだよ。朝ご飯できてるけど、食べられそう？　軽いものの方がよければ、なにか別に用意するよ？」

「いや、必要ない。普通に食べられるよ」

「疲れてない？」

「ああ、美紅がたくさん充電させてくれたからね。美紅こそ、大丈夫か？　昨夜は、少し無理させてしまったから」

「うん、大丈夫だよ。私も、彰史さんに充電させてもらったから」

　労いの言葉に、美紅は表情でも平気だと伝えるように破顔する。彼は、「それならよかった」と頷き、さらりとキスを落としてきた。

　起き上がった彰史が意味深な笑みを浮かべ、ベッドに腰掛けている美紅の頬を撫でる。

　微かなくすぐったさに身を竦めるようにすれば、彼は再び美紅の唇をそっと塞いだ。

「俺の奥さんは、可愛い上にいやらしくて、俺を癒すのが得意だから助かるよ」

　朝の光が射し込む寝室で低く囁かれ、美紅の鼓動が大きく跳ね上がる。どぎまぎする美紅を余所に、彰史はいつも通りに余裕そうな顔で美紅に甘いキスを与えてくる。

　触れ合っていた唇の感触を確かめるように食まれ、角度を変えては甘噛みするように重なり、何度も繰り返されていく。

　お互いの唇の柔らかさを楽しむようなくちづけは、甘美でくすぐったい。気を抜いてしまえば、身体の奥底から痺れるような熱が芽生えてしまいそうなほどに。

　程なくして、彰史が唇を離したかと思うと、すぐさまもう一度唇を重ね、ちゅっとリップ音を鳴らした。

「今朝は抱く時間がなくて残念だけど、それは今夜の楽しみに取っておくよ」

　艶麗な笑みを零した彼が、ベッドから下りてしまう。

　朝から彰史に翻弄されていることに、美紅はほんの少しだけ唇を尖らせたけれど……。彼に優しく微笑まれると、心はやっぱり幸せでいっぱいになった。

　

「あ、しまった……」

　朝食と身支度を済ませた彰史がそう口にしたのは、家を出る数分前のこと。

「どうしたの？」

「昨日の夜、書斎で仕事の書類だけ出して、キャリーケースを置いたままだった」

　時計を確認する彼に、美紅が「私が片付けておくよ」と微笑む。

「いや、それくらい自分でするよ」

「だめだめ！　彰史さんはもう行かなきゃ！　私は休みだし、今日は特に予定もないから大丈夫だよ。それに、片付けるのは服とかだけでしょ？」

　美紅が「こういう時こそ妻を頼ってください」と言えば、彰史は小さく笑った。

「じゃあ、お願いするよ。仕事関連のものは出しておいたつもりだけど、もし残っていたら書斎の机に置いておいて」

「うん、任せて」

　得意げな笑顔で答える美紅に、彼が「ありがとう」と口にする。

　それから、いってらっしゃいのキスを交わして彰史を送り出し、美紅はそのまま彼の書斎に行った。

　彰史が書斎として使用している部屋は、掃除の時くらいしか立ち入らない。仕事関係の書類もあるため、あまり入らない方がいいだろうという美紅なりの気遣いだった。

　もちろん、社外秘の資料などはなく、彼自身は美紅が書斎を使用してもなにも言わないとは思うが、夫婦といえども相手のプライバシーは大切にしたい。

　書斎はいつも通り整理整頓されていて、相変わらず埃ひとつない。

　一人暮らしの経験が長かった彰史は、美紅が掃除をしなくても部屋を綺麗に保っているし、忙しそうにしていても散らかしているところなんて見たことがなかった。

（彰史さんって、やっぱり完璧だよね）

　結婚してから随分と家事が上達した美紅だが、最初のうちは掃除や洗濯は彼の方が上手かったし、換気扇の手入れや風呂掃除といった面倒な作業は率先してこなしてくれる。

　今でも結婚当初と変わらず新婚気分でいられるのは、彰史のそういった気遣いや美紅を労う姿勢のおかげだろう。もちろん、彼は愛情表現だって欠かさない。

「ふふっ！　私の旦那様は、世界で一番素敵かも」

　キャリーケースの中から彰史の着替えを出しながら、語尾にハートマークがついている独り言に頬が緩んでしまう。ひとりで笑う美紅は傍から見れば怪しさでいっぱいだが、当の本人は彼の洗濯物を手にして軽い足取りで脱衣所に向かった。

　彰史の着替えを洗濯機に入れたあと、脱衣カゴの中身を確認しつつ服を投入していく。その間も、夕食は彼の好物を作ろうと考えて、また笑みが零れた。

　ふと手を止めたのは、その直後のことだった。彰史が昨夜着ていたワイシャツに汚れが見えた気がして、洗濯機に入れようとしていたシャツを広げてみる。

「え……？　なにこれ……」

　直後、背筋がスッと冷えていく感覚に襲われた。

　ストライプ柄の白いシャツの背中の辺りにあるのは、滲んだような濃厚な赤色。よく見なくても、唇の形であることはすぐにわかった。

　目にしたばかりのその光景は、美紅の動揺を誘うには充分過ぎるものだった。

（どうして……？）

　彼は、昨日まで出張に行っていた。もちろん、そのことを疑ってはいない。

　彰史が帰宅した時にはコートやスーツのジャケットを羽織っていたから、後ろ姿を見ても気づかなかったが、これはどう見ても口紅の跡だった。

　脱衣カゴの中にあったということは、彼が昨日着ていたものであることは間違いない。

　誰のものなのか、いつついたのか……。偶然つけられたのか、それともつけるようなことが起こったのか……。

　自分がつけたものだという考えが過らなかったのは、昨夜は彰史の背中に抱きついたりしていないから。しかも、彼は早々に部屋着に着替えていた。

　それに、コーラルやピンク系を好む美紅は、深紅の口紅なんてひとつも持っていない。

「……っ！　や、やだ……！　まさか、彰史さんに限ってそんなこと……！」

　あるはずがない、と口にするつもりだった声は、喉元で引っかかってしまった。背筋から冷えた身体は体温が奪われて、嫌な汗がじんわりと滲んでくる。

（まずは……落ち着こう……）

　自分自身に言い聞かせるようにして、美紅は深呼吸を数回繰り返した。それから、彰史のシャツを見つめたまま、動揺に包まれている思考を整理しようと試みる。

　そもそも、彼はこの口紅の跡に気づいていないのだろう。

　たとえば、偶然なにかの事故でついたとしても、彰史が気づいていれば美紅に余計な心配をかけないためにも、彼なら自分で処理してしまうだろう。

　彰史にやましいことがないと信じているが、万が一これが浮気の痕跡だとしても、彼はこんなヘマをせず、やっぱり綺麗さっぱり消してしまうはず。

「……うん。そうだよね、彰史さんだもん！」

　まるで探偵にでもなった気分で推理を終えたあと、美紅はクレンジングオイルで口紅の汚れを取り除き、洗濯用の洗剤で手洗いをしてから洗濯機を回した。

　キッチンに行き、異様に渇いた喉をウーロン茶で潤してため息をつく。

　彰史のことを信じているはずなのに、心臓はさっきからずっと嫌な音を立てている。気を張っていなければ、暗いことばかり考えてしまいそうだった。

　なんとか明るい思考を取り戻そうとしたが、はたと気づく。

　二月の今は、外ではコートを脱ぐ機会は少ないだろうし、仕事中にジャケットを脱ぐこともあまりないだろう。しかし、口紅の跡は、その二枚を脱がなければつかないような場所にあった。ということは、彼が上着を脱いでいる間につけられたものに違いない。

（彰史さん、絶対にモテるよね……。会社での様子はお父さんが聞かせてくれた仕事のことしか知らないけど、麻紀だってそう言ってたし……）

　どんどん不安が大きくなっていく中、ずっと前に麻紀から言われた言葉を思い出す。

『旦那さんは年上で高スペックなんだから、フェロモン塗れの女に奪われるかもしれないよ？』

　今まで彰史がモテることはわかっていたものの、美紅と並んで歩いている時には声をかけられたことはなかったため、不安らしい不安を感じたことはなかった。

　会社では女性社員から人気があるのも理解していたが、彼はいつだって言葉で想いを伝えてくれる上、夫婦としての絆を深めてきたという自負もあり、本気で心配したことはなかった気がする。

　〝もっとたくさん愛し合いたい〟というお互いの本音を打ち明け合ってからは、情交の回数も一段と増え、さらに想いを伝え合うようになったため、〝浮気〟や〝不倫〟といったものは完全に他人事だった。

　けれど、彰史さえほんの一瞬でもその気になってしまえば、彼は引く手数多だろう。

　そこまで思い至り、首を横に振った。

（大丈夫……！　こんなの、全部想像だもん！　きっと、たまたま上着を脱いだ時に誰かとぶつかったんだよね！）

　不安を押しのけるように、心の中で唱える。それから、昨夜の会話や甘い時間、今朝のひとときを思い出して、必死に笑顔を繕った。

「考えたって仕方ないんだから、彰史さんが帰ってきてからそれとなく訊こう！」

　美紅は、起床時の幸せな気持ちがすっかり消えてしまったのを感じながらも、いつも通りに家事をこなし、気分転換も兼ねて買い出しに繰り出した。
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　春の訪れをほのかに感じられるようになった、三月上旬。

　夕食の支度をしている美紅の口から、重苦しさを孕んだ深いため息が零れ落ちた。

　例の口紅事件から三週間以上が過ぎたというのに、美紅は未だに事の真相にたどりつけずにいる。

　というのも、あの日から毎晩、彰史の帰宅が遅いからである。出張から帰宅した翌日は、部下のミスで残業することになったようで、彼が帰ってきたのは日付が変わった頃だった。

　そして、不運にもそのトラブルと新たな案件が重なり、この三週間の間に彰史は一度も定時で帰宅していない。

　先日、実家に行った際に母に『彰史さん、忙しいみたいね』と言われたため、父から話を聞いているらしい母の言葉には信憑性があったが、だからといって気分は晴れない。

　多忙な彰史の手前、美紅はいつも通りに笑顔で振る舞ってはいるものの、それもそろそろ限界を迎えてしまいそうだった。

　昨夜は、部署の送別会を兼ねた飲み会で三次会まで引っ張られたらしく、またしても彼の帰宅が遅かったが、今夜は二十時には帰ってくると連絡があった。

　久しぶりに早く帰宅する夫にこんな話をするのは忍びないとは思う反面、いい加減にすっきりしたい。そんな気持ちで、美紅は今夜こそ切り出そうと心に決めた。

「あっ、そうだ！　彰史さんのスーツ、クリーニングに出さなきゃいけないんだった！」

　今朝はほんの少しだけ寝過ごしてしまい、最低限の家事をこなしてフルールに出勤するのが精一杯だったため、すっかり忘れていた。

　ため息をつきながらテーブルに夕食を並べたあとで、寝室にスーツを取りに行く。スラックスのポケットを確認し、ジャケットの胸ポケットに手を入れた時、指先になにかが触れた。

「なんだろう？」

　小首を傾げながら摘まんで取り出すと、小さなピアスだった。シルバーに青い石がついているシンプルなそれは、明らかに女性ものだが見覚えがない。

　しかも、出てきたピアスは片方だけ。美紅のものではないことはわかっているし、彰史が美紅にプレゼントしようと思っていたとも考えられない。

　心臓が大きく跳ね上がり、嫌な予感ばかりが頭の中を駆け巡る。

　彼は浮気なんてしないと信じているはずなのに、美紅の手のひらにあるピアスを見ていると、意思に反して歪な感情が沸き上がってきた。

　このピアスの持ち主は、きっと彰史のワイシャツに口紅をつけた女性と同一人物だろう。確信も証拠もないのに、女の勘が〝ＹＥＳ〟と答える。

　不思議と涙は出なかったが、ずっと浮上できずにいた美紅の心はますます下降の一途をたどり、とうとう崖の下に落ちてしまった気がした。

　結婚してからこれまで、いつも彼の帰宅が待ち遠しかった。

　けれど、今日だけは彰史の帰りを楽しみに待つことはできなくて。それどころか、できるのかわからない心の準備が整うまで、彼に帰ってきてほしくないとさえ考えてしまった。

　

「ただいま」

　寝室で立ち尽くしたままでいた美紅の耳に、穏やかな声音が届いた。

　ハッとした美紅は、顔を上げてぎこちない笑みを返す。あれからどれくらいの時間が経ったのかは定かではないが、少なくともほんの数分ということはなさそうだった。

「……お、おかえりなさい……」

「どうかした？」

　彰史はすかさず美紅の異変に気づいたようで、心配の色が孕んだ面持ちになった。

　どう伝えるのが正解なのかわからなくて、美紅の顔からは繕った笑顔すら消えていく。思わず握りしめてしまったピアスが、柔らかな手のひらに刺さった。

「美紅？」

　近づいてきた彼が、困ったような顔で手を伸ばしてくる。いつもなら素直に受け入れるその手を、美紅は無意識に拒絶してしまった。

　美紅の一歩分の距離が空いて、その間に気まずさと沈黙が落ちる。それは静かに広がっていき、ふたりを重苦しい空気で包み込んだ。

「なにかあった？　泣きそうな顔だよ」

　眉を下げた彰史からは、美紅を心配していることが伝わってくる。けれど、美紅の瞳は揺れるばかりで、言葉が上手く出てこない。

　きゅっとこぶしを握れば肌にピアスが食い込んで、余計に心が痛くなった気がした。

「あ……彰史さん……」

　震えた声が、寝室に吸い込まれるように溶けていく。あまりにも弱々しい声音に、美紅は自分自身に情けなさを感じた。

「これ……」

　恐る恐る手のひらを開いて見せれば、彼はそこに視線を置いたあとで顔を上げた。

「このピアスがどうかした？　美紅は、こんなデザインのものは持っていなかったよね？」

「……彰史さんのスーツのポケットから出てきたの」

「……は？」

　目を見開いた彰史の顔は、本気で驚いていた。

　彼の表情からは心当たりがないことも伝わってくるが、胸ポケットに誰のものかもわからないようなピアスが入ることなんてそうあることではないはずだ。

（それに……）

「これだけじゃないの。出張から帰ってきた日に着てたワイシャツに口紅の跡がついてた」

「えっ？」

　こちらも思い当たる節がないのか、彰史は怪訝な面持ちで考え込み始めた。

　彼は記憶を手繰り寄せているのかもしれないが、再び訪れた沈黙に美紅の気持ちは重くなっていくばかりで、息が詰まってしまいそうだった。

「……ごめん。どちらもまったく記憶にないよ」

　程なくして紡がれた答えに、美紅は納得することができなかった。

「出張には女性社員もひとり同行していたが、他にも部下がふたりいたし、女性社員以外の女性ともふたりきりになったタイミングなんてなかったよ」

　眉間に皺を寄せている彰史は、その時のことを思い出しながら話している様子だったが、声は落ち着いている。

「しいて言うなら、帰る日の朝の待ち合わせの時に俺が最初にロビーに降りて、その次に女性社員が来たが、他のふたりが来るまで三分もなかったし、もちろんロビーには他の宿泊客だっていた」

　状況を聞く限り、彼には本当にやましいことはないように思える。

　一方で、クリーニングを済ませているとはいえ、口紅の跡は確かにあったし、美紅の手のひらには未だに持ち主不明のピアスがある。

　ふたつの疑問が解明されない限り、どうしたって納得なんてできないと思った。

「それに、シャツに口紅の跡がついていたのなら気づくと思うんだが……」

「口紅は、背中の辺りについてたの」

　らしくなく、美紅の語尾が強くなる。

　彰史の態度を見るにきっと潔白だと思う反面、心の奥底で燻ぶる不安が彼を信じさせてくれない。

「なるほど……。それなら、気づかないこともありえるか」

「でも、誰のものかわからないピアスが胸ポケットに入ることなんてないよね？」

　美紅には彰史を責める気なんてないのに、どうしても必死になってしまうせいで口調には厳しさが増した。

「確かに、美紅の言う通りだと思う。もし誰かとぶつかったとしても、その相手のピアスがスーツの胸ポケットに入ることなんてないに等しいと思うよ」

「だったら……絶対に、なにかきっかけがあったんだよ」

「でも、本当に心当たりがないんだ。どちらにしても、やましいことは一切ないし、美紅はなにも心配しなくていい」

　不安を抑え切れなくなっていく美紅とは裏腹に、彼の話し方はいつも通り冷静なままで、さらに不安が大きくなる。

　心当たりもやましいこともないから、彰史は普段と変わらない態度でいられるのかもしれないけれど……。美紅にしてみれば、平常心ではいられない自分自身との温度差を思い知らされたように思えた。

　考えてみれば、彼はどんな時も冷静だ。

　頭がよくて、仕事ができて、努力もしている。そんな彰史は、仕事でも恋愛でもきっと経験豊富で、彼が初恋でなにもかもが未経験だった美紅とは経験値が違う。

　プロポーズこそしてくれたし、想いだってたくさん伝えてくれているが、こんな時ですら余裕そうな姿を見せられると、なんだか虚しくもなった。

　そういえば、彰史がお見合いを受けてくれた理由だって、結局はきちんと教えてもらえないままだ。

　尋ねた時には彼に上手く濁されてしまったため、幸せな日々を送る中で〝いつか教えてくれればいい〟と納得したつもりだったが、それも理由に不安が膨らんでしまう。

　今さらかもしれない。けれど、今だからこそ、せめてちゃんとしておきたい。

「俺には、美紅だけだから」

　そんなことを考えていた美紅に向けられたのは、いつもなら嬉しい言葉。

　ところが、今日は不安と疑心が冷静な判断を奪っていき、美紅の胸には安心感も幸福感も訪れない。むしろ、ずっと冷静沈着な彰史の姿に、泣きたくなってしまった。

「……っ」

　泣きたくなんかない、と言わんばかりに唇を噛みしめ、彼から視線を逸らす。

　おそらく潔白であるはずの彰史を責めたくはないし、責めるわけにはいかない。

　一方で、こんな気持ちでいる限りは、なにを言われても彼を信じられなくなるかもしれないと感じて。勇気を出して口を開いたとしても、感情のままにひどい言葉を投げてしまいそうで。そんな自分自身が怖くて、美紅は今すぐにこの場から離れてしまいたかった。

「彰史さん……私、しばらく実家に帰ってもいい……？」

「え？」

　蚊の鳴くような声で零した美紅の視界は、ぐにゃりと歪んでいた。瞬きをすれば大粒の雫が落ち、フローリングに小さなシミを作る。

「今、ちょっと冷静じゃないから……。きっと、上手く話せないし、一緒にいない方がいいかなって……」

「美紅、落ち着いて。まずは、ゆっくり話し合おう」

　彰史の顔を見ることができなくて、彼の言葉が耳をすり抜けていく。

　美紅は、不安や動揺、困惑といった感情たちで頭も心もグチャグチャだというのに、彰史の声音はいつもとほとんど変わらない。自分が実家に帰るとまで言っているのに、あくまで冷静に事を運ぼうとする彼を前に、虚しさまでもが募っていく。

「美紅を不安にさせてしまったかもしれないが、俺は美紅を裏切るようなことはなにひとつしていないよ」

「うん……」

　それは、ちゃんとわかっているつもりだった。それでも、心は暗闇の中に沈んでいく。

　ワイシャツの口紅の跡、胸ポケットのピアス、彰史の態度。なににどれだけの比率で傷ついたのかは不透明なのに、悲しみや虚しさはどんどん色濃くなっていく。

　最初から存在していた不安とそれらがあいまって、美紅の心にはこれまでに抱いたことのないような鈍色の感情が渦巻いていた。

　今の美紅には、彰史と向き合うだけの余裕もなくて……。美紅は、自分自身の子どもっぽさにも嫌気が差し、恥ずかしくもあった。

　ただ、今はとにかくこんなところを彼に見せたくなくて、適当なコートと愛用しているバッグを手にして寝室を飛び出し、小走りで玄関に向かった。

「美紅……！」

「やだ……っ！　放して！」

　廊下の真ん中で掴まれた腕に力を込めて引っ込めようとすれば、彰史は戸惑ったような眼差しで美紅を見ながらも、ゆっくりと手を離した。

「……美紅、とにかく待って。まずは、ちゃんと話そう」

　諭すような口調の彼を見ないまま、美紅がかぶりを振る。

「少し、ひとりで考えたい……。今はなにを言われても、嫌な方に考えちゃうから……」

　こんな風に彰史のことを拒絶したのは、初めてだった。彼も困惑したのか、センサーライトに照らされた廊下が沈黙に包まれる。

「……わかった。じゃあ、せめて送っていく」

　心配性の彰史の手にかかれば、プチ家出も様にならない。負の感情で埋め尽くされているはずの心は苦しくてたまらないのに、なんだかおかしく思えた。

「子どもじゃないんだから、平気だよ。……ごめんね」

「美紅――」

　引っかけるようにしてパンプスを履き、彼の声を遮って玄関のドアを開ける。

　大好きな人の制止も聞かずに家を出た美紅は、行き交う車のライトに照らされた大通りの景色が滲む中、重い足取りで駅に向かった。
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　瞼を開けた美紅は、見慣れない天井に思考が止まった。

　けれど、それは数十秒のことで、すぐに自分のベッドで寝ていたのだと思い出す。

　二十四年間も暮らしてきた家なのに、すぐに自分の居場所を把握できないなんて、なんだかおかしな話だな、と思う。彰史と暮らすようになってまだ一年半にも満たないというのに、長年過ごした実家の方がもう自分の家ではないと感じ、不思議な感覚に包まれた。

【おはよう。昨夜はちゃんと眠れた？】

　枕元に置いていたスマホには、彼からのメッセージが届いていた。

　送られてきたのは三十分ほど前で、彰史はもうすぐ家を出る頃だろう。

（彰史さん……ちゃんと朝ご飯食べたかな……）

　問題はなにひとつ解決せず、朝方になるまで眠れなかったのに……。真っ先に考えてしまうのは、彼のことだった。

　一人暮らしが長かった彰史は、結婚当初は料理以外の家事スキルは美紅よりも高かった。

　独身時代には自炊もしていたと聞いているが、朝食は取らない日の方が多かったと知っているため、彼がなにも口にせずに出勤するのではないかと気がかりだった。

　それなのに、メッセージを打とうとした指が硬直したように動かない。

　既読をつけてしまった以上、返事をしなければいけないと思う。ただでさえ、昨夜送られてきた【無事に実家に着いた？】という文言にも【うん】という二文字しか送っていない。しかし、その時よりももっと落ち込んでしまっている今は、返信内容が思い浮かばなかった。

　美紅の短い返信のあとにも、彰史からは【とにかくちゃんと話し合おう】や【一晩そっちで過ごしたら帰ってきてほしい】といった内容のものが立て続けに数件きていた。

　それを見ると、彼の中にも少しくらい焦慮の気持ちが芽生えたのかもしれないと感じたし、美紅の返信がない中でも今朝もまたメッセージを送ってくれたことに心は揺らぐ。

　それでも、やっぱり美紅の指先が動くことはなかった。

「美紅？　起きてる？　朝ご飯ができたから、下りていらっしゃい」

「あ、うん……ありがとう。すぐに行くね」

　美紅は、クローゼットで眠っていたカーディガンを羽織り、リビングに下りた。

「お父さんは？」

「今朝は早朝会議ですって。まぁ、フレックス制度が導入されてからは、早朝会議がなくても早く出ることが増えたし、最近はゆっくり朝ご飯を食べる日が減ったんだけどね」

　フレックス制度の話は彰史からも聞いているが、ここ最近は以前にも増して多忙な彼の帰宅は遅いことしかなかった。

　口紅やピアスの件がなければ、昨夜は久しぶりに彰史とゆっくり過ごせていたのかもしれない。まったく真逆の夜だったな……と思うと、深いため息が漏れてしまいそうになった。

「早く食べちゃいなさい。今日はフルールのパートなんでしょ？　お母さんもお稽古があるから、帰宅時間は同じくらいじゃないかしら」

　毎週水曜日には、母は華道に通っている。増岡家にはいつも母の活けた花が飾られており、美紅は昔からそれを鑑賞するのが楽しみだった。

「夜ご飯はなにが食べたい？」

　卵のフィリングが挟まれたホットサンドにかじりつくと、母が優しい眼差しで美紅を見つめた。

　昨夜、唐突にここにやってきた美紅のことを、両親は温かく迎え入れてくれた。

　しかも、『しばらく泊まってもいい？』と控えめに訪ねると、母は『当たり前でしょう』と優しく微笑み、ふたりとも特に事情を訊いてくることもなかった。

　きっと、心配してくれているに違いない。それなのに、父も母もなにも言わずに美紅を受け入れてくれ、美紅は親のありがたさをひしひしと感じていた。反抗期はないに等しかった美紅だが、実家を出たことで改めて両親の偉大さがわかった気がする。

「なんでも作ってあげるわよ」

「久しぶりにポテトグラタンが食べたいな」

　いつも通りに明るく接してくれる母に、美紅はできるだけ笑って答えた。

　

　その夜は、母とともにキッチンに立った。

　結婚するまではよくこんな風にふたりで料理をしたが、それももう何年も前のことのように思えるくらい、美紅は懐かしさを感じていた。母も、「こんな風に一緒に作るのは久しぶりね」と微笑み、嬉しそうにポテトグラタンを用意してくれた。

　夕食が出来上がった頃に帰宅した父は、お土産に駅前のパティスリーでプリンや焼き菓子を買ってきてくれ、「好きなだけ食べなさい」と美紅に差し出した。

　たくさん甘やかせてくれようとする両親に、美紅は感謝と喜び、そして小さな情けなさを抱きながらも、笑顔でお礼を伝えた。

　食後はゆっくりお風呂に入り、これからどうするのかを考えた。

　彰史と話し合わなければいけないことはわかっているが、彼に思い当たる節がない以上、口紅とピアスに対する疑問が解消されることはない。それを受け入れるだけの余裕は今の美紅にはなく、だからと言ってずっと実家に住むわけにもいかない。

「〝ない〟ばっかりだなぁ……」

　ぽつりと落ちた声が、小さく反響する。

「彰史さん、ちゃんと晩ご飯食べたかな……」

　自分は母親お手製のおいしい料理を食べたが、彰史はどんな風に過ごしているのだろう。

　まだ彼と顔を合わせることはできないと思うのに、やっぱり考えてしまうのは大好きな人のことばかり。

　今日何度目かわからないため息を零した美紅は、バスルームを出て髪を乾かすと、リビングに行った。

「美紅」

「……彰史さん」

　ドアを開けてすぐに耳にしたのは、彰史の声だった。

　彼は、仕事帰りであることが一目でわかるスーツ姿でソファーに座っていた。

「お義父さんとお義母さんなら、寝室にいるよ」

　リビングを見回した美紅に、彰史が優しく話しかける。美紅は、早々に疑問が解けたことに「そうなんだ」と返したものの、彼の顔をまともに見ることができなかった。

「美紅、とにかく一緒に帰ろう。まだ思い当たる節はないから、俺にこんなことを言う資格はないかもしれないが、美紅に帰ってきてほしい」

　真剣な声音に、胸の奥が締めつけられる。頷きたい気持ちはあるのに、自分の中の感情をなにひとつ整理できていないせいで、首を横に振ることしかできなかった。

「……わかった。また土曜日に来るよ」

　静かに言い置いた彰史が立ち上がり、美紅の横を通り過ぎる。すれ違いざまに頭をポンと撫でられて、美紅の瞳に涙が込み上げてきた。

「温かくして眠るんだよ」

　柔和な声に、いっそう胸が苦しくなる。

「あのっ……！　ごめんね……！」

　咄嗟に彰史を追いかけて玄関まで行ったものの、美紅はどうしても彼の顔を見ることができなかった。

「美紅が謝ることはない。とにかく、ちゃんと食べてゆっくり眠って」

　結局、彰史とは目も合わせられないまま、「また連絡する」と言い残した彼の広い背中を見送った。
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「それで、今は実家にいるの？」

　コーヒーショップの店内に落ちたのは、どこか呆れたような麻紀の声。美紅が「うん」と小さく返せば、彼女からため息が返ってきた。

　金曜日の今日はフルールのパートが休みで、早番で仕事を終えた麻紀は【相談したいことがあるの】という今朝の美紅のメッセージに快諾し、早々に時間を作ってくれた。

　彼女の職場近くにある大手チェーン店のカフェは、今日もたくさんの客で賑わっている。

「顔を見た瞬間に元気がないとは思ったけど、まさかこんな相談だとは思わなかった……」

　しっかり者の麻紀に相談したかったというより、まずはとにかく話を聞いてほしかった。

　両親には言いづらいが、ひとりで悶々と考えているといつまで経っても堂々巡りをしているだけだったから、親友の意見を聞いてみたかった。

「ずっと前のこととはいえ、私も美紅を不安にさせるようなこと言っちゃったのは悪かったけど……。あれは、冗談だからね？」

「それは、ちゃんとわかってるよ。私は、麻紀のせいだなんて思ってないもん」

「だとしても、ちょっと罪悪感があるなぁ……。でもさ、彰史さんに心当たりがないなら、本当にやましいことはないんじゃないの？　彰史さんと親しいわけじゃないけど、普段の美紅の惚気話を聞く限りは浮気とかしそうな感じは一ミリもしないよ？」

　彼女に答えには、美紅も共感できる。ただ、それと心の中にある感情は別問題であり、なにも解決していない今は気分が浮上しなかった。

「それはそうなんだけど……。でも、なんていうか……気持ちのやり場がないし、彰史さんだけ冷静な感じが寂しく感じちゃって……」

「そりゃあ、向こうは場数が違うでしょ！　美紅が知らないだけで、彰史さんは結婚するまでに色々経験してるだろうし。だいたい、あんなに素敵な人の経験値が低いわけがないんだから、冷静に対応することくらい普通なんじゃない？」

　麻紀の厳しい意見に、美紅は黙り込んでしまう。

「まぁ、そうは言っても口紅の跡を見た直後に女性もののピアスなんて出てきたら、普通は冷静じゃいられないよね。私だって、大喧嘩しちゃうと思う」

　けれど、彼女は共感もしてくれ、「だから美紅が子どもっぽいわけじゃないよ」と励ましてくれた。

「でも、離れてると寂しくない？　電話とかメッセージとかできても、やっぱり一緒にいたいと思うでしょ？　ただでさえ、美紅たちはラブラブなんだし」

「もちろん、会いたいよ！　彰史さんと結婚してから、彰史さんの出張以外でこんなに離れたことはないんだもん！　それに、実は連絡も取ってなくて……」

「えっ!?　今日も彰史さんからメッセージもらったって、さっき言ってたじゃない。まさか返してないの？」

　麻紀の呆れたような顔を前に、美紅は身を小さくした。

「最初はね、こんなつもりじゃなかったの……。でも、彰史さんだけが冷静だったことが寂しくて、私の知らないところで口紅の跡をつけられるくらい近い距離で接する女性がいるんだって思うと、どうしても嫉妬しちゃって……」

「だからって、連絡を無視するのはどうかと思うけど」

「そ、それは、そうなんだけど……」

「美紅は怒ってるわけじゃないんでしょ？」

「うん、怒ってないよ。ただ、彰史さんと自分の間に温度差を感じたっていうか……彰史さんは大切にしてくれてるけど、それって妹扱いに近いような気もしちゃって」

「いやいや！　バカップルかっていうくらいラブラブなのに、妹扱いなわけないでしょ！」

　全力で突っ込んだ彼女は、「悩み過ぎて思考がおかしいよ！」と大きなため息をついた。

「どっちにしても、彰史さんが心当たりはないって言うなら、私はそれを信じるしかないでしょ？　でも、口紅の跡もピアスも現にあったわけだし、彰史さんと無関係なわけがないんだから、ずっとモヤモヤしちゃうじゃない？　そんな状態で、いつもみたいに笑えないもん」

「美紅の言い分はわかるよ。うーん、でもねぇ……」

「本当は彰史さんと一緒にいたいけど、このままだと絶対に不安とか嫉妬心は消えないし、彰史さんに子どもっぽいところばかり見せちゃいそうで嫌なの……。彰史さんに釣り合うような妻になりたいし、いつだって可愛いって思われたい。こんな風にモヤモヤして笑えない私なんて、見られたくないもん……」

　美紅は、何度か言葉に詰まりながらも、今の気持ちをさらけ出した。

　彰史のことは信じたいが、動かぬ証拠があった以上、なにもなかったようには振る舞えない。喧嘩はしたくないと思うのに、きっとこのままの状態が続けば彼を責めてしまう。

　怒っていないとはいえ、不安も寂しさも消えないし、離れている間に色々と考えていると嫉妬心まで芽生え、心の中はもうグチャグチャになっている。

「あのねぇ、美紅」

　何度目かわからない麻紀のため息を聞き、美紅は身の置き場がない気がした。

「浮気だと思ってるわけじゃなくて、怒ってないってことよね？」

「うん……。でも、彰史さんは余裕そうにしてるのに、私だけがひとりでグルグル悩んで心の中はグチャグチャになって……。私ばかり好きなんじゃないかって不安だし、自分が子ども過ぎて虚しくなったの」

　彰史に愛されている実感は持てるのに、それでも自分ばかり好きだと思ってしまうのは、未だに彼がお見合いを受けてくれた理由をはぐらかされたままだからだろうか。

　なにも心配する必要はないのかもしれないが、こんな時だからこそ気になってしまう。

　彰史にとって、美紅の父は上役にあたるため、断れなかったのかもしれない。

　そんな理由ではないはずだと信じている反面、〝そうかもしれない〟と一度でも思ってしまうと心のどこかで引っかかったままになるから嫌になる。

「言っておくけど、意地張ったまま実家にいる方がずっと子どもっぽいよ」

　薄々感じていたことを麻紀からズバリ指摘され、美紅は痛いところを突かれて返す言葉を見つけられなかった。

「おまけに、連絡も無視するなんて美紅らしくないよ。『いつだって可愛いって思われたい』って言うけど、今の美紅はちっとも可愛くない」

「うぅ……っ」

　容赦なくズバズバ言われてつらいのに、正論過ぎてぐうの音も出ない。

　いつまでもこのままでいいはずがないとは思っていたものの、なにも訊かずに甘やかせてくれる両親とは違って、長年の親友は手厳しかった。

「明日、彰史さんが迎えに来てくれたら、ちゃんと帰って話し合いなさい。彰史さんのことを信じてるなら、今の美紅の気持ちをありのまま伝えればいいんだよ」

　けれど、その分だけ背中を押してくれるのも、面倒見のいい彼女らしい。

「子どもっぽいって思われたり、呆れられたりしないかな……」

「もしそんな風に思われたとしても、このままの状態よりずっといいでしょ？　それに、悩み過ぎて意地っ張りになった美紅より、いつもの素直な美紅の方が可愛いよ」

「麻紀……」

「だから、明日には帰りなさい。ね？」

　今は上手く気持ちの整理ができなくて、彰史とは話せなかったけれど……。こんな時でも、麻紀になら素直な感情を見せることができた。

　女同士で、長年の付き合い。しっかり者の親友で、嫌な一面を見せても変わらず友人でいてくれる。そんな彼女に、感謝の気持ちでいっぱいになった。

「うん。ありがとう、麻紀」

「どういたしまして。手のかかる親友だけど、意地を張ってる美紅なんて貴重だから、いいもの見せてもらったと思うことにする」

「もう……なによ、それ」

　クスクスと笑われて、美紅は眉を下げてしまった。

「でも、みんなすごいなぁ」

「なにが？」

「不安とか嫉妬とか……世の中の恋をしてる人たちは、みんなこんな感情と付き合ってるのかなって思うと、すごいなぁって。それでも、好きって気持ちは消えないんだもんね」

「……今の言葉、彰史さんが聞いたら喜ぶよ」

「えっ？」

「いつか言ってごらん」

　麻紀の意図はよくわからなかったが、「うん」とだけ答えた。

「あ、そろそろ帰らないと……。今日は、彼氏の晩ご飯作らなきゃいけなくて」

「忙しいのに、急に呼び出してごめんね。相談に乗ってくれて、ありがとう」

「どういたしまして。美紅はこれから中学時代の同級生たちと飲み会だっけ？　久しぶりに会うんでしょ？　楽しんできてね！」

「うん、そうなんだけど……。やっぱり、断ろうかなって。ドタキャンするのは申し訳ないけど、彰史さんとのことが気になって楽しめないだろうし」

　森口から飲み会の連絡がきたのは、家を飛び出す数日前のこと。

　すでに口紅の跡を目にしていたが、その時にはこんなことになるとは思わずに承諾し、一応は参加するつもりで実家を出てきたものの、やっぱり顔を出す気分にはなれなかった。

「そう言わずに、行っておいでよ。心から楽しめなくても気晴らしにはなるし、家に帰る前に少しでも明るい気持ちになれば、彰史さんとも会いやすくなるんじゃない？」

「そうかな……？」

「そうそう！　意外と、こういう時の楽しい時間は重要なんだよ」

　断ってしまおうかと考えていた美紅だが、彼女に背中を押されたことによって捉え方が変わり、少し悩んだ末に小さく笑って頷いた。

　

　麻紀と別れてから一時間後、美紅は実家の最寄り駅から徒歩二分の雑居ビル内に店を構える居酒屋に繰り出した。

　五階にある店内に入ると懐かしい顔ぶれが揃っており、美紅に真っ先に気づいたのは森口だった。

　今回の幹事は彼らしく、男女四人ずつが集まった。他にも何人か声をかけたようだが、仕事の都合などで予定が合わなかったのだとか。

　学生時代には特別仲良くしていたわけではない友人もいたが、みんなそんなことは関係なく開始早々から盛り上がっていた。

　それぞれが大人になり、雰囲気は変わっているものの、この場の空気はあの頃の匂いを思い出すような懐かしさを持ち、中学生だった頃の日々が蘇ってくる。

　ところが、美紅は飲み会を楽しんでいるはずなのに、なにを食べてもどんな話をしていても考えてしまうのは彰史のことばかり。

　メッセージの返事すら送れずにいたのに、今は彼に会いたい気持ちでいっぱいだった。

（彰史さんはきっと、明日の夜に迎えに来てくれるつもりだよね。その前に自分で帰ろう）

　麻紀に相談をしたことで、明日はちゃんと帰ろうと決めていた。

　けれど、気づけば頭の中は彰史のことで占められていて、せっかく久しぶりに集まった友人たちと過ごしているというのに、彼のことが恋しくてたまらなくなった。

「ちょっとお手洗いに行ってくるね」

　美紅はバッグを持って席を立ち、化粧室とは反対側にある店のドアを潜って外に出た。

　スマホを確認したが、彰史からは今朝送られてきた【おはよう。仕事に行ってくる】というメッセージ以来、連絡はない。そろそろ彼が帰宅する頃かもしれないと考え、メッセージを作成しようとスマホをタップした。

「増岡？」

　振り返ると森口が立っており、美紅を追いかけてきたらしい彼も店外に出てきた。

「旦那さんに連絡？」

　スマホを見遣った森口に曖昧に微笑み、メッセージ画面を閉じる。

「あれ、もういいの？」

「えっと、またあとで連絡しようかなって。森口くんはどうしたの？」

「あー、ちょっと増岡のことが気になって……」

「え？」

　少しだけ気まずそうな顔をした彼の返答に、美紅は小首を傾げた。

「増岡、なんか元気なかっただろ？　みんなと話してても心ここにあらず、っていうか……。もしかして、つまらなかったかなって思ってさ」

「そんなことないよ！　誘ってもらえて嬉しかったし、来てよかったって思ってるよ」

「本当に？」

「うん、もちろん！　みんなと久しぶりに会えたし、ちゃんと楽しいもん」

　森口は安堵したように瞳を緩めたあと、どこか真剣さを帯びた表情になった。

「じゃあ、そんな浮かない顔をしてるのは、旦那さんのせい？」

　図星を突かれて、美紅が言葉に詰まる。それこそが答えになってしまい、彼はどこか複雑そうに息を吐いた。

「それってさ、俺じゃ力になれない？」

「あっ、心配かけてごめんね？　そんなに大袈裟なことじゃないの！」

「いや、でも……」

「ちょっと話し合いが上手くできなくて……」

「喧嘩したってこと？」

　美紅は、思わず苦笑してしまう。喧嘩にすらならなかったのだから、今にして思えば美紅がひとりでジタバタしていただけだったのではないだろうか。

「私の旦那さんね、いつも余裕があって、すっごくかっこいいんだ。でも、ちょっとしたことをきっかけに、私ばかり好き過ぎる気がして苦しくなって……。そしたら、急に虚しくなっちゃって……。恥ずかしいんだけど、実はここ数日は実家に泊まってたの」

　美紅が「子どもっぽいよね」と肩を竦めれば、森口が眉根をグッと寄せた。

「でもね、やっぱりこのままは嫌だから、明日の朝には帰るつもり。だから、心配しないで。気にかけてくれて、ありが――っ!?」

　言い終わるよりも早く、身体が前に立っている彼の方に傾く。なにが起こったのかわからなかった美紅は、反射的に目を閉じてしまう。

　直後、強い力で抱きしめられていることに気づき、慌てて瞼を開けた。

「……っ、森口く――」

「俺にしなよ」

　美紅の背中に回されている森口の腕にさらに力が込められ、美紅の身体が締めつけられるような痛みに包まれる。

「中学の時から好きだったんだ。告白できないまま卒業して、告白する勇気もなくて諦めたつもりだったけど、再会して綺麗になった増岡を見たらやっぱりまだ好きだって思った」

「あ、あの……っ、森口くん……放して……」

「俺なら、こんな風に増岡を悩ませたりしない。大事にするし、毎日でも好きって言う。自分ばかり好き過ぎるなんて、絶対に思わせたりしないから！」

　自分の想いを口にする彼には、美紅の声が届いていないのかもしれない。そう感じるくらいには力強く抱きしめられ、美紅は息が上手くできなくなりそうだった。

　なんとか腕を振り解こうと力を入れてみても、森口は美紅を離さないと言わんばかりに腕を回したまま動かない。ただの男友達から突然告白された驚きよりも、抱いた嫌悪感の方が大きくて、彼の言葉なんてどうでもいいと感じた。

　自分の身体を包む温もりが彰史ではないというだけで、言いようのない不快感に襲われて、彼以外の男性の腕の中にいることに泣いてしまいそうだった。

　こんな感覚は、知らない。

　たとえ自分ばかり想いが大きかったとしても、彰史以外の男性には触れられたくもないし、彼以外の温もりなんて感じたくもない。

　そんな気持ちに気づかされ、美紅は必死に目の前の身体を押しのけようとした。

「森口くんっ、放してっ……！」

「増岡……！　俺を見てよ！」

　必死に身を捩る美紅に自分の感情をぶつける森口は、腕の力をほんのわずかに緩めたかと思うと、美紅の顎を押し上げた。

「……っ！　やっ……やだっ……！」

　ゾッとするような感覚に、身が竦む。

　咄嗟に顔を背けようとしたが、近づいてくる彼の顔を避けることはできそうにない。美紅は微かな抵抗だとわかっていても、唇をぎゅっと噛みしめて滲む視界を閉ざした。

「美紅！」

　刹那、鼓膜を揺らしたのは耳心地の好い声。

　聞き慣れた優しさも穏やかさもまったくなかったのに、顔を見なくてもそれが誰の声かくらいはわかった。

「うわっ……！」

　苦しかった身体が解放され、瞼を開けた時には森口のよろける姿が視界に入り、美紅は後ろから抱きすくめられていた。

　よく知っている、温もりと香り。振り返らなくてもわかるくらい、大好きな腕。

　ほんの一瞬で美紅をこんなにも安心させてくれるのは、彰史しかいない。

「彰史さん……」

　腰に回されている腕に胸が締めつけられ、振り向いて彼に縋るように抱き着いた。

　顔を上げれば安堵感から涙が零れ、視線がぶつかった彰史の顔が歪んでしまう。彼は、眉根をグッと寄せたあと、美紅を抱きしめている腕に力を込めて森口を見遣った。

「美紅は俺のものだ！　勝手に触れるな！」

　地を這うような低い声と不機嫌な顔つきに、美紅は息を呑んで瞠目する。

　いつも穏やかで優しくて、怒りをあらわにすることはもちろん、不機嫌な表情だって見たことがないと言っても過言ではない。

　そんな彰史が、怒りを隠そうともせず怒声を漏らし、森口を睨みつけるようにしていた。

「あ、いやっ……俺は、ただ……」

　状況を把握できていないのか、森口は言葉に詰まる。明らかに青ざめている彼の視点は定まっておらず、美紅とも目が合わない。

　彰史は冷たい視線を向けていたが、程なくして美紅を見下ろした。

「美紅、コートは？」

「あ、中に……」

　美紅が戸惑いながらも答えると、彼は美紅の手を引いて店内に足を踏み入れた。

　テーブルの場所を訊かれて案内すれば、同級生たちが一瞬きょとんとしたような顔になり、すぐさま女性陣から興奮混じりの声が上がった。

「えっ、なに!?　美紅の旦那さん!?」

「やだっ！　めちゃくちゃイケメンじゃん！」

　結婚式には中学時代の友人も招待したが、このメンバーの中には招待客はひとりもいない。彼女たちにとって初めて見る美紅の夫は、羨望の対象となったようだった。

「ちょっと、美紅！　こんなかっこいい人とどこで出会ったの!?」

　きゃあきゃあと色めき立つ黄色い声音に、彰史が綺麗な笑みで応える。その瞳の奥にある不穏な光には、きっと美紅しか気づかなかっただろう。

「こんばんは。今日は、妻がお世話になりました。大変申し訳ありませんが、急用ができましたので私たちはこれで失礼いたします」

　彼は落ち着き払った口調で言い、財布から一万円札を出した。

　男性陣のうちのひとりが「多いですよ！」と慌てて言ったが、彰史が「構いません」と笑顔で返してしまえば、それ以上の問答は無用だと言わんばかりの空気が流れる。

　彰史は美紅のコートを手にすると、その光景をぼんやりと見ているだけだった美紅に「行こうか」と微笑んだ。美紅は、咄嗟に「今日は会えて嬉しかった。またね」とだけ言い残し、彼に手を引かれながらぎこちない笑みでその場を後にした。

　店を出ると、ドアのすぐ傍には突っ立ったままの森口がいた。彼は美紅たちを見て顔を強張らせ、視線を泳がせてしまう。

「彰史さん、少し待って」

　美紅が勇気を出して彰史に訴えると、彼は小さなため息をつきつつも足を止めた。

「森口くん」

「……っ、あ、あの……俺……」

「今日は誘ってくれて、ありがとう。でも、私は森口くんの気持ちには応えられない」

　動揺を見せる森口に反し、美紅の声は落ち着いていた。きっと、微かに震えそうだった手に彰史の温もりを感じていることで、安堵感に繋がったのだろう。

　繋いだままの手にギュッと力を込めれば、彼も同じように握り返してくれた。美紅の心は柔らかなものに包まれ、肩の力が抜けていく。

「落ち込んでも虚しくなっても、悩んでることが苦しくても、私が恋をしてるのは彰史さんなの。愛してるのも愛してほしいのも、彰史さんだけなの」

　静かに告げた美紅の表情は、ほんの少しの切なさを孕みながらも幸福感を滲ませていた。

「だから、ごめんなさい」

　最後にきっぱりと言うと、美紅は森口から視線を外して彰史を見上げた。

　彰史は美紅の気持ちを汲み取るように小さく頷くと、言葉もなく呆然としていた森口を置いて、やってきたエレベーターに乗り込んだ。

「あの、彰史さん……」

　ふたりきりのエレベーターに美紅の声が落ちると、彰史が無言で美紅を見つめた。心なしか冷たく見える瞳を前に、美紅は言葉に詰まりそうになりながらも口を開く。

「どうしてここがわかったの？」

「お義母さんに聞いたんだ」

　それだけ聞けば、なんとなくの経緯は想像できた。

　明日迎えに来ると言っていた彼が、一日早く来てくれたことも、あのタイミングで現れたことも、嬉しくてたまらなかった。

　ふと、沈黙に包まれる。

　それから少しの間を置いて、彰史がどこか疲労感を滲ませたような困り顔で微笑んだ。

「帰っておいで。美紅がいないと寂しいよ」

　優しい声が美紅の鼓膜をくすぐった直後、いつの間にか引っ込んでいたはずの涙が再び溢れ出す。

　伝えたいことも、訊きたいことも、本当はたくさんあるのに……。

「うんっ……！」

　美紅は涙混じりの笑みを浮かべ、ただ素直に頷いた。
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　帰宅すると、ダイニングテーブルにはコンビニ弁当のゴミが置かれたままだった。

　寝室には脱ぎっ放しのパジャマが放置され、几帳面な彰史らしくない痕跡があちこちにちりばめられている。

「ああ、すまない……。今朝は少し寝過ごしてしまったんだ」

　気まずそうにパジャマを拾い上げた彼が、「リビングで待っていて」と言い残して寝室を後にし、美紅はコートを脱いでから言われた通りにした。

「コーヒーでいい？　寝る前だし、ミルクティーにしようか」

「あ、私が……」

「いいから座っていて」

　少ししてリビングに顔を見せた彰史は、美紅を制してキッチンに行き、紅茶の葉を出した。

　美紅は明日の朝一で帰ってくるつもりだったし、彼は一日早く迎えに来てくれたとはいえ、まだ仲直りしたわけではない。そのせいか、重苦しい空気に包まれてしまう。

「熱いから気をつけて」

「ありがとう」

　マグカップを受け取ると、ふわりとラム酒の匂いがした。ミルクティーに少しだけ加えられているようで、一口飲むと口腔にほんのりとお酒の味が広がり、鼻から香りが抜けた。

「おいしい」

　思わず呟けば、彰史が瞳をわずかに緩めた。丸く優しい眼差しに、なんだか胸の奥に迫られるような感覚が訪れる。

　なにから話し合えばいいのか、さっきの状況をどう説明すればいいのか、それともまずは黙って待つのがいいのか……。悩んだ末に心を決めた美紅が口を開こうとした時、僅差で彼がため息を零した。

「美紅」

　静かな声音に、美紅の肩がピクリと跳ねる。緊張の面持ちで顔を上げれば、彰史と目が合ったが、彼の心境はまったく読み取れなかった。

「不安にさせて、本当にごめん」

「彰史さん……」

「やましいことはなにもないし、あの時は冷静に対応するのが一番いいと思った。だが、美紅にしてみれば、それでいいわけがない……。証拠はあるのに口で淡々と否定されても、納得できなくて当たり前だ」

　自嘲気味に微笑む彰史が、美紅の気持ちに寄り添おうとしているのが伝わってくる。

「あの時は本当に思い当たる節はなかったし、俺自身も驚いていた。ただ、美紅が実家にいる間に色々と思い返してみて、気になることがあったんだ」

　美紅が目を丸くすると、彼は疲労感いっぱいのため息をついた。

「まだ確かめていないが、恐らく部下の仕業だと思う」

「部下って、出張で一緒だった女性社員のこと？」

「ああ。憶測もあるが、恐らくは……」

　犯人の目星がついたということなのに、美紅の気分は晴れない。犯人がわかったところで、美紅にはどうすることもできないからなのかもしれないが、とにかく喜びはなかった。

「どちらにしても、美紅を不安にさせた原因は俺にある。本当にすまなかった……」

「そんなこと……」

　首を小さく横に振りつつも、美紅は返す言葉を見つけられない。ただ、謝罪だけはしたくて、彰史を見つめた。

「私の方こそ、わがままを言ってごめんなさい……。メッセージも返さなかったし、ずっと逃げてるみたいな態度を取っちゃったし……」

「いや、美紅がそうなるのも当たり前だ。信頼を失うような状況が揃っているのに、俺はまずは冷静に対応しようとしていたし、その温度差が不安を煽ったんだというのもわかる」

　美紅は、彼の言葉を疑っているわけではない。けれど、心には別の理由も引っかかっているのも事実で、こんな時だからこそ打ち明けてしまおうと決めた。

「あのね、彰史さん……。不安になったのは、それだけが理由じゃないよ」

「え？」

「彰史さんの態度を見て、私との温度差に虚しくなったのは間違いないの。でも、色々と考えてるうちに、たとえ私ばかり好き過ぎるとしてもそれでいいと思えた。ただ……」

　息を吐いた美紅が、彰史を真っ直ぐ見つめる。今日こそははぐらかされてしまわないように、彼の瞳を見据えたまま続けた。

「お見合いを受けてくれた理由を、そろそろちゃんと教えてほしい」

　すると、彰史は目を見開いたあと、複雑そうに眉を下げた。

「彰史さんが私を大切にしてくれてるのは、ちゃんとわかってるつもりだよ。でも、それとは別に、あの時の彰史さんの気持ちを知りたい。お見合いを受けてくれた理由を未だに知らないのは、やっぱり不安なの……」

　美紅の心に、〝ショックを受けるかもしれない〟という不安が芽生えなかったわけではない。彼の立場的に断れなかった可能性があることも、わかっている。

　彰史にとって上役にあたる父の手前、無下にできないのも当然だから。

　けれど、それでも事実を知りたかった。あの時の、彼の気持ちを――。

　いつか彰史が話してくれた『美紅を誰にも渡したくないと思ったから』という想いが本当ならば、彼の心はもっと前から美紅に向いていたのではないだろうか。

　それは身勝手で都合のいい解釈かもしれないが、今回の一件で不安が大きくなったからこそ、きちんと彰史の本心を訊いておきたいと思った。

　もし、美紅の思うような結果ではなかったとしても、それはそれでいい。

　ショックを受けるかもしれなくても、まずは彼の心の中を見せてほしい。

　そんな気持ちを抱えて彰史の反応を待っていると、しばらく続いた沈黙を破るように彼が息を吐き出した。

「今それを言われたら、さすがに答えないわけにはいかないか……」

　困ったような、それでいて観念したようにも見える曖昧な苦笑が向けられる。

　彰史は、おもむろに一度瞬きをすると、美紅の瞳を真っ直ぐ見つめた。

「俺も、ずっと美紅に片想いしていたからだよ」

「嘘……」

「本当だ」

　短く答えた彼の面持ちは、気まずさと照れくささをない交ぜにしたように複雑なものだったが、なにかを吹っ切った感じもした。

　続けて、彰史が「少し思い出話をしようか」と前置きした。

「俺は、学生時代には人並みに青春を謳歌したし、美紅と出会うまでにいくつかの恋愛もしてきた。美紅と出会った時には、社会人としてはまだまだ未熟な新人だったが、少なくとも年相応の人生経験はあったと思う」

　静かに語り始めた彼の声は、穏やかだった。

「お義父さんに誘われて美紅の家で食事をご馳走になったのを機に、美紅のレポートを見たり就活の相談に乗ったりするうちに、美紅のことを可愛いと思うようになった。でも、それは恋愛感情というよりは、きっと兄妹みたいな感覚に近くて、兄しかいない俺は妹がいたらこんな感じかもしれないと思っていたんだ」

　それは、あの頃から美紅も察していた。

　当時、美紅を可愛がってくれていた彰史の態度は、誰がどう見ても親愛の情に限りなく近いもので、まるで妹を可愛がる兄のようだったはずだ。

「だから、美紅の好意にはなんとなく気づいていたけど、あえて気づかないふりをしていたし、それからしばらくして美紅に告白された時には戸惑いもあった」

　人生でただ一度だけ告白した時の記憶が、美紅の脳裏にまざまざと蘇ってくる。

　確かに、あの瞬間の彼はとても困ったような顔をしていた。

「だが、正直に打ち明けると、その時には俺はすでに美紅のことが好きだったよ」

　ところが、次いで紡がれたのは予想外の真実。美紅を気遣ってのことかと一瞬考えたほどだったが、彰史の表情からはそんな素振りはなさそうだった。

「嬉しくなかったとは言えない。正直、嬉しくてたまらなかった」

「……本当に？」

　そう零すのが精一杯なくらいに驚いている美紅に、彼がほんの少しだけ気まずそうにしながらも「ああ」と微笑む。

「ただ、上役のひとり娘と関係を持つというのは、当時の俺には少し荷が重かった……。お義父さんから話を聞く限り、美紅は本当に大切にされていたし、一般家庭で育った俺では釣り合うとも思えなかったからね」

　自分で言うのもおかしいが、美紅は確かに文字通りの箱入り娘だった。生粋のお嬢様というわけではないものの、世間から見れば充分に裕福な生活を送っていた。

　家柄が特別よかったわけではなくとも、父の部下だった彰史がためらうのも理解できないでもない。

「なにより、美紅はまだ大学生だったし、これからもっとたくさんの出会いがある。色々考えたが、結果的には付き合おうという判断には至らなかった」

「そっか……」

「でも、そのあとすぐに後悔したよ」

「そうなの？」

「ああ。俺は、自分で思っていたよりもずっと、美紅のことが好きだったらしい。だが、美紅の告白を断ってしまったし、そもそも上役のひとり娘と本気で恋愛関係になろうと思うのなら、当時の俺ではお義父さんを納得させられないというのもわかっていた」

　美紅の告白を冷静に断ったように見えた彼だったが、美紅が知る由もないところでたくさん悩んでいたのだろうか。

「だから、俺は誰にも負けないくらい仕事を頑張って、まずは周囲に認めてもらえるような人間になろうと思った。とにかく一心不乱に仕事をこなして、出世街道をひた走ろうと決めた」

　どこか冗談めかしたような言い方だったものの、彰史の仕事ぶりと努力については父から何度も聞いていたから、美紅はそれが真実であることはわかっている。

「ところが、自分に自信が持てるようになった頃、お義父さんから美紅に見合いをさせるつもりだと聞かされたんだ」

「えっ？」

「冗談じゃない、と思った。お義父さんに認めてもらえるようにがむしゃらに頑張っていたのに、その矢先にどこの馬の骨ともわからない男に美紅を奪われるのか……って」

　そこから先の話は、美紅もよく知っている。

　父が彰史にお見合いを打診し、彼はそれを受けた――ということを。

「待って……。じゃあ、彰史さんは私とお見合いしたかったってこと？」

「ああ、そうだよ。正確に言えば、見合いがしたかったというより、そもそもお義父さんが『美紅に見合いをさせようかと考えている』なんて言ってこなければ、俺から美紅に会わせてもらうように頼むつもりだった。もちろん、自分の気持ちをちゃんと打ち明けた上でね」

　美紅は、彰史から明かされた事実に、言葉を失うほどポカンとした。

　父の許可を得るために、彼が自分よりも先に父に美紅への気持ちを話そうとしていたなんて、想像もしていなかったからだ。

「まぁ、美紅に振られる可能性も大いにあったが、まずはあのお義父さんを説得できないことには交際すら認めてもらえなかっただろうし」

　その言葉に共感できなかったのは、父が彰史を気に入っていたのは周知の事実だったからであり、彼自身もその自覚はあったはず。

　頑固で気難しいところもある父だが、彰史を相手に反対するとは思えなかった。

　とはいえ、それは美紅が思っているだけで、彼にもなにか思うところがあったのだろう。

「だが、お義父さんの中で、美紅の見合い相手の候補は俺だったらしくて、俺が切り出す前に見合い話を持ちかけられたんだ」

　ふたりの間にそんなやり取りがあったことすら、美紅は知らなかった。母は事情を知らない様子だったが、もしかしたら美紅だけが本当になにも知らなかったのかもしれない。

　そう考えて困惑しながらも、ようやくずっと訊きたかったことに答えてもらえたという喜びで、美紅の胸はいっぱいだった。

「あれ……？　じゃあ、どうして今まではぐらかしてたの？」

　今聞かされた内容の中に特段隠すようなことがあったとは、美紅には思えなった。

　父が美紅に口止めでもしていたのならまだしも、むしろ父にはそんな素振りはなかった。

　男親とこんな話をするのは気まずくて美紅から父に尋ねることはなかったが、これまでの状況を鑑みれば彰史自身がはぐらかしたがっていたのは間違いないだろう。

「俺のことが好きでたまらないっていう顔で俺を見てくる美紅が可愛くて、ちょっとした嫉妬をされると嬉しくて、そんな美紅を見ていたかった」

　静かに告げられたのは、呆気に取られてしまいそうな事情だった。

　そんな理由ではぐらかされていたのかと思うと、いくら温厚な美紅でも文句のひとつくらいは言いたくなる。けれど、彼があまりにも愛おしげな眼差しを向けてくるから、怒りなんてちっとも湧いてこなかった。

　それでも、不服をあらわにするように眉を下げれば、彰史は自嘲混じりの笑みを漏らした。

「というのは本心だが、言い訳でもある。なによりも、美紅にだけは情けないところを見せたくなかった、っていうのが一番の理由だ」

「情けない……？」

「……だって、男としてかっこ悪いだろう」

　小首を傾げた美紅に、彼が視線を逸らす。

「自分に自信が持てなくて、心の中では美紅のためだと言い訳して告白を断ったのに、結局は未練を残してジタバタしていたんだぞ」

　彰史は深いため息をつき、不本意そうに眉根を寄せた、

「挙句、お義父さんには自分から美紅への想いを切り出すつもりだったのに、逆に見合いのお膳立てまでしてもらったなんて、好きな子に言えるわけがない」

（なにそれ……）

　これが理由だと知った美紅は、急激に肩の力が抜けた。

　悩んでいたことがバカバカしく思えるくらいに、彼が隠していた真実があまりにも可愛過ぎたせいで、思わず噴き出してしまう。

「ねぇ、彰史さん」

　美紅が呼びかければ、どこか気まずそうな顔をした彰史と視線が交わった。

「私は、彰史さんのことをたくさん知りたい。優しいところも、かっこいいところも、意地悪なところも……そんな理由で本音を隠す、ちょっとだけかっこ悪いところも」

　ふふっと微笑む美紅に、彼が無言のまま瞠目する。

「だって、どんな彰史さんも好きで好きでたまらないから」

　そして、満面の笑みで想いを伝えれば、彰史は意表を突かれたように静止した。

　程なくして、ふっと苦笑を零した彼がため息をつく。

「本当に、美紅には敵わないな……」

　彰史は、組んだ足に肘を置いて頬杖をつくと、悩ましげな笑みを浮かべた。

「俺は、美紅のことになると余裕なんてない。大人ぶっているけど、知らない男に抱きしめられている美紅を見た時は血の気が引くほど動揺したし、自分以外の男が美紅に触れていることにはらわたが煮えくり返った」

　静かに、けれどやり切れないと言わんばかりに語られたのは、秘めたる彼の本心だった。

　美紅は、初めて見せられた彰史の嫉妬にときめき、喜びでいっぱいになる。

「彰史さんが大切にしてくれてることは、ちゃんとわかってたよ。でも、嫉妬してくれることがこんなに嬉しいなんて思わなかった」

　その気持ちを隠さない美紅に、彼はますます困ったような顔になり、おもむろに伸ばした手で美紅の頬にそっと触れた。

「俺の方の問題は、できるだけ早く片付けるって約束する。だから、美紅――」

　美紅の肌を撫でた手は、やけに熱かった。

「今は、離れていた分だけ抱かせてくれないか」

　その言葉がリビングに落とされた刹那、ふたりはどちらからともなく顔を近づけ、待ち焦がれていたかのように唇を強く重ねた。
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　ふたりは言葉少なにベッドに移動すると、再びキスを交わした。

　唇を強く押しつけ合うようなくちづけを数回繰り返したあと、彰史が額同士をこつんとくっつけた。

「美紅を抱きたい」

　飾り気のないシンプルな言葉が、美紅の胸を突く。蜜欲を隠そうとしない彼の熱っぽい瞳に至近距離で射抜かれ、美紅はうっとりとしたように吐息を漏らした。

「私も……離れてた分、彰史さんにたくさん触れたいし、たくさん触れてほしい」

「ああ」

　待ち切れなくなった美紅が彰史にしがみつけば、彼も美紅の柔らかな身体をきつく抱きしめ、離れていた日々を埋めるように何度も何度も唇を重ね直していった。

　食いつくすように唇を食んでくる彰史は、いつも以上に激しさと性急さを見せ、美紅もそれに応えるように唇を開いて彼の舌を招き入れた。

　熱い塊が絡み合い、ちゅぷっ、くちゅっ……と濡れた音が響く。くすぐったさを感じたのは最初の一瞬だけで、すぐに快感が芽生え始める。

　美紅は、息が苦しくなっても彰史の舌を追いかけ、必死に深いキスをねだった。

「美紅、舌を出して」

　静かな寝室に響いたのは、低く淫蕩な声音。

　美紅の鼓動が高鳴り、身体の底から甘美な予感とともに熱が込み上げてくる。間を置かずに、彰史に言われた通りに舌を差し出した。

「いい子だ」

　優しく密やかな口調が、美紅の耳朶をそっとかすめていく。鼓膜を振動させるような彼の声に、心を甘やかにくすぐられた。

　捧げた小さな舌に、彰史の舌先が触れてくる。

「んっ……」

「こら、引っ込めないで」

　くすぐったさに肩を竦めればたしなめられ、美紅はもう一度ゆっくりと舌を出した。

　美紅の舌をかたどるように彰史の熱い塊が這い、舌の裏までじっくりと舐められる。時間をかけて舌が絡められていく様は、焦らされているようでもどかしかった。

「ふっ、ぁ……」

　舌が完全に捕らわれてしまうと、今度は激しく口内を犯された。

　歯列をなぞられ、上顎は余すことなく撫でられて。口腔をくまなく舐め回されたかと思うと、苦しいくらいにきつく舌を吸い上げられる。

　唾液を交換するような激しいキスはどこか獣じみていて、美紅は下腹部がじんわりと熱くなるのを自覚した。

「んっ、っ……はぁ、ふ、ぁ……」

　甘さと切なさを孕んだ美紅の声が、寝室の空気をより淫蕩なものへと変えていく。

　そのさなか、美紅の背中に回されていた彼の手が、ワンピースのファスナーを下ろした。

　性急に肩を剥き出しにされ、無防備な肌にくちづけられる。チリッと微かな熱混じりの痛みが走った直後、白い肩口に赤い痕が刻まれていた。

　ワンピースを剥がれてしまえば、キャミソールと下着しか身に纏っていない。いつもなら羞恥が勝るのに、美紅は逸る心のままに彰史のネクタイに手をかけた。

　キスを続けながら奪い合うようにお互いの衣服を脱がしていく様は、まるで欲望に従順な肉食獣の戯れのようにも見える。けれど、彼と作り上げるその雰囲気にすら酔いしれた。

　彰史がキャミソールとストッキングをベッドの下に落とした時、美紅は彼のシャツのボタンを外して硬い胸板に触れたところだった。

　手のひらから伝わる彰史の鼓動に、美紅の胸がじんわりと熱くなる。脈打つ心音は速く大きく、彼の興奮をどんな言葉よりも雄弁に語っていた。

　骨張った大きな手に触れられるだけで嬉しくて、胸がきゅうっと締めつけられる。

「やっぱり、彰史さんがいい……」

「ん？」

　吐息混じりに小さく零せば、彰史が手を止めて美紅を見つめた。美紅は彼の瞳を見つめ返し、眉を下げて微笑む。

「森口くんに触られた時は、怖くて気持ち悪くて……ただただ嫌だった……。でも、彰史さんに触れてもらえると、嬉しいし安心できるの……」

　彰史の体温を感じられるだけで、喜びが突き上げてくる。彼に強く抱きしめられて、甘いキスをされて、触れてもらえれば、幸せと安堵感に包まれる。

　美紅をこんな気持ちにさせてくれるのは、きっと世界中どこを探しても彰史しかいない。

　そう言い切れるくらいに、美紅は彼のことが大好きでたまらなかった。今日まで意地を張っていたことに、今となっては後悔しかない。

「俺も……美紅が他の男に触られているのを見た瞬間、怒りと嫉妬で相手の男を殴りたくなった。あんな感覚を抱いたのは初めてだ……」

「彰史さん……」

　嫉妬に塗れた言葉なのに、彰史の瞳は揺れている。彼のこんな表情を見たのは、たぶん初めてだった。

　怒りを滲ませているのに、顔つきはどこか弱々しくて傷ついているようだった。

　その原因が自分自身にあるとわかっている美紅は、ゆっくりと手を伸ばす。

「本当にごめんなさい……。私が意地を張ってたから……。どうすればいいのかわからなくて、心の整理がつけられなかったの……。でも、彰史さんにそんな顔をさせるくらいなら、ちゃんと話し合えばよかった」

　満面に後悔を滲ませる美紅に、彰史が首を横に振る。

「元はと言えば、俺が原因を作ったんだ。大人ぶっていないで、もっと美紅の気持ちに寄り添えばよかったと思う。俺の方こそ、傷つけてごめん……」

　服を脱いだせいか、心まで裸になれたように素直に自分自身の気持ちを言い合えた。

　離れている時間も必要だったのかもしれないが、もっと早くこうなれていればよかったのに……と思ってしまう。

「ううん……。私の方こそ、子どもっぽくてごめんね。許してくれる？　嫌いになったりしない？　これからはもっと大人になれるように努力するから、嫌いにならないで……」

　美紅は、反省と後悔を隠すことなく、けれど不安をあらわにして彼を真っ直ぐ見つめた。

　彰史が苦笑を零し、額を寄せた。こつん、と小さな音が鳴り、額同士がくっつく。

「嫌いになんてなるわけがない。こんなに好きでたまらなくて、大切で仕方ないのに。それに、前に『どんな美紅でも、愛する自信がある』って言っただろう？」

　秀麗な顔が、陽だまりのように柔らかな笑みを浮かべる。穏やかで優しい声音に、美紅は胸がグッと詰まって泣きたくなった。

「でも――」

　おもむろに息を吐いた彰史は、少し顔を離して美紅の頬に触れた。大きな手が肌をひと撫でし、真剣な眼差しに瞳を捉えられてしまう。

「もう俺以外の男に触らせないで。嫉妬で狂いそうになる」

　悋気を剥き出しにする彼には、いつもの余裕さも怜悧な表情もない。

　けれど、だからこそ愛されていることが伝わってきた。

「うん……。私も、彰史さん以外の男の人になんて触られたくない……」

　美紅がこくこくと頷けば、彰史は満足げに唇の端を吊り上げた。

「じゃあ、そろそろおしおきに移ろうか」

　目を見開いた美紅に、意味深な微笑が返ってくる。

「俺以外の男に抱きしめられた分、おしおきを受けてもらうよ」

　低く囁いた彼が、間髪を容れずに美紅のブラのホックを外してしまった。

「あっ……」

　そのまま緩んだブラを抜き取られ、美紅が抵抗する暇もなく胸があらわになり、身体に残されたのはショーツ一枚だけになった。

　美紅が困惑している間に、彰史はポケットからハンカチを取り出して、美紅の手首を一纏めにして結んだ。

「えっ……あの、彰史さん……？」

　鼓動が高鳴り、ドキドキと騒ぎ出す。彼の行為がなにを意味しているのか、なんて訊かなくてもわかった。

「さて、どんな風にしようか」

「あの……痛いことは、しないで……」

　彰史が美紅を傷つけないことは、頭ではわかっている。それなのに、どうしても緊張と不安に包まれてしまい、つい美紅の口からはそんな言葉が出ていた。

「しないよ」

　彼は美紅の心情を見透かすように優しく答えると、柔和な形をしていた目をスッと眇め、美紅の耳元に唇を寄せた。

「頭がおかしくなるくらい気持ちいいことをするだけだ」

　甘やかさの中に孕んでいたのは、嗜虐的な予感を抱かせる淫猥な響き。

　その瞬間、喉を小さく鳴らしてしまった美紅は、彰史の声と想像だけで背筋がゾクゾクと粟立った。下肢がわずかに震え、思わず太ももをすり合わせてしまう。

「ああ、もう感じた？」

　唇を吊り上げた彼が、妖しい笑みを纏って美紅をベッドの上に横たえさせた。

　匂い立つような男性的な色香を振りまかれて、愛欲に侵されていく美紅の思考がクラクラと揺れる。美紅が咄嗟に首を横に振れば、クスリと笑われてしまった。

「今夜は、いつも以上に感じさせてあげる」

　見惚れてしまうほどの艶麗な笑顔で囁かれ、美紅は胸の奥がきゅうっと苦しくなった。ドキドキと騒ぐ鼓動が、どこからか甘美な期待と淡い緊張を連れてくる。

　彰史は、胸元に置いていた美紅の腕を取ると、頭の上で抑え込んだ。

「やっ……！」

　そこでようやく、美紅はショーツしか纏っていないことを思い出す。

　ハンカチで拘束されている手は、彼の左手に押さえつけられて動かせそうにない。

　見てください、と言わんばかりに無防備な上半身を差し出していることに、羞恥が込み上げてきた。

「美紅の手を縛ると、思う存分見られるね」

　美紅に言うでもなく満足げに零した彰史が、朱に染まった美紅の頬にちゅっとくちづけ、そのまま唇を重ねた。

　愛でるように唇をふにふにと食まれ、舌がゆっくりと絡められていく。さっきよりも激しくはないキスなのに、中途半端に煽られていた身体は彼を求めて甘い熱を呼び戻し始めた。

　程なくして彰史が唇を離すと、ふたりを繋ぐように銀糸が光り、ぷつりと落ちて美紅の唇を汚した。

　彼は、嬉々とした顔でそれを舐め取りながら白くたわわな乳房を掴み、滑らかな肌に吸い寄せられるように美紅の首筋に舌を這わせた。

　肌を味わうように舐め、時折思い出したかのように、ちゅっ、ちゅっと唇を落としていく。

　次第に下に向かう彰史の唇は、いつしか美紅の肌を吸い上げるようになり、鎖骨から胸の膨らみの間には赤い痕が刻まれていった。

　右手は豊満な膨らみを弄ぶように、ゆるゆると揉んでいるだけ。

「はぁ、んっ、ぁ……」

　くすぐったくて、ほんの少しだけ痛みが走って。けれど、確実にほのかな快感を植えつけられていく。

　気持ちいいと言えるほどではないのに、美紅の秘部はひっそりと疼いていた。

　乳房の形を楽しむように這う彼の唇も右手も、ただ肌をそっと撫でるように触れてくるだけで、ひどくもどかしい。

　彰史がこのすべての行為を故意にしているのだとわかるのに、美紅はただ甘んじて吐息を漏らすことしかできない。

　はしたない欲望を口にすれば、彼がいっそう焦らしてくることを知っているからである。

「美紅のここ、まだ触っていないのに勃っているよ」

　丁寧に説明されて、美紅の顔が真っ赤になる。ツンと尖り始めていた薄桃色の先端に、息をふうっと吹きかけられると、それだけで身が竦むように身体がぶるっと震えた。

「触ってほしい？」

　わかり切ったことを言わせようとする彰史は、いつものように嗜虐的な笑顔で美紅を見つめている。

「ん……触って……」

　答えなければいつまでも焦らされることを知っているからこそ、美紅はほとんど間を置かずに素直にねだった。

「じゃあ、どんな風に触ろうか？」

「え？」

「指で摘まむか、引っ掻くか、それともこするか……。ああ、美紅は舐めて噛まれるのも好きだよね」

　どれがいい？　と耳元に落とされた低い声が、鼓膜を揺すぶって子宮にまで響く。

　どれも気持ちいいと知っているからこそ、想像だけで身体は熱を増して、蜜口に至るまでキュンキュンと戦慄いた。

「ほら、早く答えて」

　美紅の自由を奪ったままの左手に、軽く力が込められる。決して痛くはないが、彼にたしなめられていることは察した。

　それでも、言葉にするとなると、羞恥を押しのける勇気が必要だった。

　そろりと視線を上げれば、彰史が眇めた目で美紅を射抜くようにして待っている。その瞳を見た瞬間、美紅の戸惑いと迷いは溶けるように消えた。

「ちゃんと言えたら、美紅の思い通りに触れてあげるよ」

　しかも、タイミングを見計らったように彼に微笑まれ、美紅の唇が従順に動いた。

「……っ、舐めて……」

　小さく消え入りそうな声は、それでいて蜜欲に塗れていた。

「舐めるだけ？」

　意を決して伝えたのに、彰史はまだ満足していないのか、淫蕩な色を滲ませた瞳を緩めて首を傾げている。どこまでも嗜虐心が強い彼に、ドキドキさせられてしまう。

「ぁ……っ、優しく、かんで、ほしい……」

　喉を鳴らして、震える声で。たどたどしくおねだりすれば、彰史の双眸に鋭い光が宿った。

「いいよ。いっぱい舐めて、噛んで、気持ちよくしてあげる」

　おもむろに美紅の豊満な膨らみに顔を近づけた彰史が、まるで見せつけるようにそろりと舌を伸ばした。焦らされていた美紅は、彼の行動から目が離せない。

「……ッ、あんっ！」

　直後、ぬるりとした感触が双丘の右側の頂に触れると、ねっとりと舐め上げられた。

　左の突起は大きな右手に覆われ、乳房ごと揉みしだかれる。這い回り始めた舌と連動するように動く手は、ツンと尖っている薄桃色の蕾をこすった。

　じっくりと舌でかたどるようになぞられ、時々思い出したかのように歯を立てられて。二本の指で挟むようにして捏ねられ、指の腹で押し潰すようにぎゅうっと摘ままれて。

　すでに目立っていた小さなふたつのしこりが、あっという間に芯を持って硬くなった。

　左側の果実は転がしたり摘まみ上げられたりしながら、もう片方の先端が彰史の口内に招き入れられる。

「ああっ……！　はぁ、っ、ふぁ……んっ、ぁ……んんっ！」

　刹那、幼気な粒を甘噛みされて、じんじんとした痺れに襲われた。電流のような喜悦がそこから下肢へと走り抜け、美紅の腰が戦慄いた。

　ちゅぷっ、ぴちゃっ……と響く水音に、鼓膜が侵されていく。左右それぞれに異なる愉悦を注入されて、美紅の思考は酩酊感のようなものを抱きながら愛欲の海に溺れていった。

「あき、ふみっ、さっ……っ、はぁんっ……」

　美紅が口を開けば漏れ出るのは、彼の名前や甘い声、悩ましげな吐息ばかり。

　そんな淫靡な美紅の姿に、彰史の瞳は満悦そうだった。

　不意に、骨張った左手が美紅の肌の上を滑り、下腹部をそっと撫で始めた。

　感じさせることが目的ではないような触れ方なのに、そのささやかな感覚にも美紅の身体はピクンと跳ねて反応を見せた。

　細い腰の形を確かめ、ウエストラインをさすり、ふわりと下腹部に戻ってくる。臍の周囲を彼の指先がたどり、くすぐったいようなもどかしいような感覚に襲われた。

　反して、胸への愛撫がやむことはなく、美紅はどこに意識を持っていけばいいのかわからず、なにを意識しても感じてしまい、困惑の中で高い声を上げる。

　太ももをすり合わせれば、ショーツの中でくちゅりと音が鳴った。そこはすでに蜜を湛え、触れてもらえる機会を待ち望んでいた。

「こっちも触ってあげようか？」

　美紅の胸元から視線を寄越した彰史が、ショーツのウエスト部分に手をかけた。絶妙なタイミングで尋ねられ、美紅は彼を見上げてすぐさま頷いた。

「ちゃんと言葉にしないとわからないよ」

「……っ、ああっ……ッ！」

　たしなめる言葉のあとで、凝り固まった薄桃色の先端を噛まれ、もう片方をグリグリといじくられ、痛みと悦楽の狭間のような刺激が美紅の身体を包む。

　けれど、彰史への従順さを見せるように、美紅は涙を浮かべながら唇を震わせた。

「触って……っ」

「どんな風に？」

　さっきと同じ質問をされて、美紅の肩が小さく跳ねる。そのまま口を閉ざすように微笑んだ彼は、今度はヒントを与える気はないらしい。

（恥ずかしい……けど……）

　彰史の思惑の中、美紅が悩んだのはほんの一瞬のことだった。

　我慢できない身体に背中を押されるように、甘美な想像を交えた吐息が落ちる。

「あのね……ッ、いっぱいこすって、引っ掻いて……なめて、ほしいの……」

　紡いだおねだりのいやらしさに、美紅は羞恥と恥辱に包まれた。こんなに恥ずかしいことを言えてしまうのは、彼にもっと触れてほしくてたまらないから。

「すごいな、美紅……。そこまで言ってくれるとは思わなかったよ」

　ハッと息を吐き出し、彰史がうっとりしたように瞳で弧を描く。彼は微笑んでいるのに、まるで肉食獣に狙われている気がした。

　手をかけられたままのショーツが下ろされていき、美紅は腰を浮かせる。足から抜き取られた布が、ベッドの下に投げ捨てられた。

　長い指で薄い柔毛をクルクルと弄ばれ、秘部全体をふんわりと撫でられる。

「脚を広げて」

　彰史の言葉は、まるで魔法のように美紅を従わせる。美紅はそろりと脚を広げていき、彼の眼前に秘所をさらした。

「いい子だ。よく見えて、これなら触りやすい」

　彰史の右手の中指の腹が陰唇をくすぐるように撫で、雫を垂らす入り口に指先が挿れられる。けれど、それ以上進むことはなく、彼は蜜を纏わせるように指を回しただけだった。

　指先が上がってくる感覚に、美紅は甘美な喜悦を予想して身震いしてしまう。

　次の瞬間、まだ芽吹いていない小さな粒をそっと押された。

「はぁっ、んっ、アッ、ン……ふぁっ」

　幼気な快楽の蕾を確かめるように、クリクリと愛でられる。

　軽く押されたり、指先で引っ掻くようにしたり、指の腹でいじくったり……。ひとつひとつの愛撫が絶妙な快感を生み出し、数分も経たずに隠れていた花芽が顔を覗かせた。

　その間に、小さく揺れる乳房への愛撫も再開され、美紅は瞬く間に追い詰められていく。

　双丘の頂は、それぞれ口腔と指で可愛がられ、歯や舌を使って弄ばれて。陰核を嬲る指は、その先端を丁寧にこすっていた。

　絶え間なく的確に与えられる刺激に、美紅は脳芯までじんじんと痺れていくのを自覚し、淫悦の下僕と化してしまう。

　美紅の身体を知り尽くしている彰史にとって、美紅を高みに押し上げるのはそう難しいことではない。むしろ、朝飯前と言えるくらいだろう。

「ああっ、はぁん、っ、アンッ……はっ、ぅんっ……」

　よりいっそう高くなった声に、「イきそうだね」と彼が囁く。美紅は、首を何度も縦に振って肯定し、襲いくる最果てに備えるように瞼をギュッと閉じた。

　ところが、そのすぐあとに彰史の指が淫芽から離れ、下へと向かい始めた。

「やぁ……っ！　なんでっ……」

　達する寸前だった美紅の身体は、あともう一歩の刺激を欲しがって戦慄く。美紅の胸元から見上げてくる彼は、それを理解しているのが明白だと言わんばかりに嗤っていた。

　姫洞の入り口に下りてしまった指は、はくはくと震える蜜口辺りをゆるゆると弄ぶ。胸の蕾には刺激が注入され続けているが、それでは昇りつめることはできない。

「そんな顔しなくても、ちゃんといじってあげるよ」

　言い終わるよりも早く、彰史の指が花粒に戻ってきた。すぐにその場でクルクルと回され始めた指に、確実な悦楽を送り込まれる。

　再び頂が見え始めるまでは、本当にあっという間だった。美紅は、やってくる愉悦の波に身を投じるため、鋭い刺激を受け入れる。

「ふっ、ぁんっ、いいっ……イっちゃ……」

　背中が反り、つま先がシーツを蹴る。身震いする身体が高みに向かうさなか、またしても彼の指が雌粒から離れていってしまった。

「やっ、まって……！　やめないで……！」

　羞恥心を忘れたように腰を突き出し、縛られたままの両手で彰史の手を掴む。

　しかし、彼はその細い手をやんわりと跳ねのけ、たわわな乳房にくちづけた。そこから舌で臍や下腹部をたどり、美紅の肌を汚すように舐めていく。

「もう、やだぁ……！　どうして……っ!?」

「言っただろう、おしおきだって」

　当たり前のように返した彰史が、美紅の内ももにも舌を這わせ、膝や手首にもキスを落とす。挙句の果てには、脚の指先を口に含まれ、美紅は思わず身を引こうとした。

「だめっ！　そんなとこ、ぁ……汚いよっ……！」

　指の一本一本を確かめるようにしゃぶられ、水かきの部分まで舌先でくすぐられる。

「美紅の身体に汚いところなんてないよ」

　戸惑いと羞恥を感じる美紅に、彼は静かに告げながら目を細めた。

　そんなはずはないと思うのに、美紅の胸の奥は高鳴ってしまう。それでも、シャワーすら浴びていない全身を舐め回されるのは、どうしても抵抗があった。

「やだ……ッ、本当に……汚いからぁ……」

「やめてあげないよ。あの男に触られた場所は、全部俺が上書きするからね」

「そんなとこ……ッ、触られて、ないよ……」

　彰史に独占欲を見せられることは嬉しいが、美紅にとってそれとこれとは別問題だった。

　それに、焦らされ過ぎた蜜芯がさっきからずっと震え、次の快楽を待ち焦がれている。

「だとしても、俺が舐めたいんだ」

　美紅がなにを言っても、彼はまだ焦らすつもりらしく、足の甲にキスを落とした。

　それからようやく秘所に向かい始めた舌は、美紅の太ももの柔らかさを堪能するようにあちこち舐め、軽く吸い上げては淡い痕を残していく。

　時間をかけて内ももと脚の付け根を舌でたどると、ぐっしょりと濡れた恥部に満面の笑みを浮かべ、陰唇をそっと食んだ。

「ふっ、ぁ」

　襞を丁寧に舐め、蜜口を舌先でほじくられる。決して奥に進む気がないのは明らかで、美紅はほぼ無意識に腰を揺すって、一番触れてほしいところに誘導しようとする。

　すると、彰史はそれに応えるように舌を伸ばし、ツンと尖った花粒を舐め上げた。

　焦らされたせいか、いつも以上に刺激が強く、全身が電流に包まれたのかと思ったほどだった。身体の奥から膨らむ悦楽が今にも弾けてしまいそうで、美紅はうっとりとした瞳で天井を仰ぐ。

「あっ、アンッ……ふぅ、あぁっ……ふぁっ!?」

　甘い喜悦に酔いしれていた時、またしても彼がそこから口を離してしまった。

「もっ、やだぁ……！　イきたっ……ッ」

　どうすれば、彰史がこれ以上の快楽をくれるのかわからない。彼は怒っていないはずなのに、まるで美紅の願いを聞き入れてくれる素振りがない。

　甘苦しい感覚に、美紅の瞳は涙で濡れていた。

「あきふみさん……おねがい、はやく……！　もう、焦らさないでぇ……！」

　今までにないくらいに焦らされて、美紅は気が狂いそうだった。求める愉悦を与えられるのならなんでもしようと思うくらいには、美紅の中に理性なんて残っていなかった。

「仕方がないな。じゃあ、イかせてあげるよ」

　苦笑を零しながら、彰史がベッドに放置されたままのネクタイを手に取った。

　それをどうするのか、と尋ねる前に目の前が覆われ、器用に美紅の頭を上げさせた彼によって視界を奪われてしまう。後頭部でネクタイが結ばれている感覚に気づいた時には、美紅の瞳に映る世界は真っ暗になっていた。

「手は、頭の上に戻して。そこから絶対に動かさないで」

「え……？」

「ほら、早くしないと触ってあげないよ」

　柔らかさの中に意地悪を込めたような声音で、彰史が美紅の耳元で囁く。ついでとばかりに耳殻を舐められ、美紅の唇からは吐息が漏れた。

　戸惑いながらも、美紅は縛られている両手を頭上に持っていく。

　いい子だ……と、まるで蜂蜜のような甘ったるい声が、美紅の鼓膜をそろりとくすぐった。

「美紅、これからたくさんイかせてあげるよ」

　うっとりするような淫蕩な言葉に、背中がゾクゾクと粟立つ。ぱくぱくと口を開く蜜口からは、とろりとした蜜が零れ落ちてシーツを汚した。

　

　カタン、となにかが鳴ったのは、それから少し経ってからのこと。

　視界を奪われた美紅は、五感が冴えているような感覚を抱き、彰史の身体が離れていったことにわずかな不安を感じながらも、息を潜めて耳を澄ませた。

　カチャカチャとプラスチックがぶつかり合うような音がした時、彼がベッドサイドのチェストを開けていたのだと気づく。

　直後、聞き覚えのあるモーター音が、美紅の鼓膜に届いた。

「……っ」

「なにかわかるみたいだね」

　美紅が好きなものだよ、と嗤われたことよりも、このあと自分の身に起こることに子宮がキュンキュンと震えてしまう。

　動かさないように、と指示された両手に、自然と力がこもっていた。

「たっぷりイかせてあげるよ」

　ブーンと響いたモーター音は、美紅の想像よりもずっと大きかった。五感が冴えているせいではないと気づいたところで、美紅には為す術もない。

　そんなことを考えていると、無機質な機械を花芽に押しつけられた。

「ひっ……っ!?　やあぁぁぁぁッ！」

　いきなり過敏な一点に訪れた刺激は、受け止め切れないくらいに苛烈だった。

　それは快感だったのかすらわからないほどに強く激しく、美紅は自身の思考と心をどこかに置いてきぼりにして、瞬く間に愉悦の階段を駆け上がってしまう。

「ああっ、やあぁぁぁっ！　だめ……ッ、イっちゃ……！」

　昇りつめた時には脳がじんじんと痺れ、両手はなんとか頭の上に留めたままだったが、戦慄く肢体が逃げた。

　ところが、彰史は自身の体重をかけて美紅の腰を押さえつけ、ローターをグリグリとあてがった。同時に、勃ち上がったままの乳首を甘噛みされ、右側の突起は引っ張るようにしながらこすられた。

「やぁっ、いま、イって……っ、ああぁぁぁあっ！」

　連続で果てた美紅の身体は、ガクガクと震えていた。

　あんなにも望んだ頂点だったはずなのに、今は快楽よりも苦しさが勝り始めている。

「美紅のここ、すごく可愛い……。真っ赤に腫れて、痛そうなくらい硬くなって、グチャグチャだよ」

　それなのに、彼は手を止めるどころか熱い息を吐き、恍惚に満ちた声色で呟いた。大きく震えるローターは、尚も美紅の雌核を責め続ける。

「相変わらず、いやらしくて可愛い。俺だけしか知らない美紅だ」

　満悦至極の様子で吐き出された声は、どこか遠くの方から聞こえたように感じた。その刹那、美紅は声にならない声を上げながら背中をしならせて達した。

「……っ、ぁ、はぁ、ぅ……っ……もう、むり……」

　肩で息をしながら小さく零せば、彰史がクスリと笑った。嫌な予感が美紅の脳裏に過った直後、モーター音が近づいてくる。

「でも、もっと気持ちよくなりたいだろう？」

「やだっ……！　はやく、いれて……ッ」

　イヤイヤをするように首を横に振れば、彼は「わかった」と優しく答えた。

　彰史にしては、呆気ないほど簡単に頷いてくれた。けれど、今の美紅にはその理由を察する気力も理性も残っていなくて、願いが聞き入れられることに心と身体が歓喜に震えた。

「……ッ!?　ひゃあっ……っ！」

　ところが、美紅の予想に反し、蜜が溢れる泉に沈められたのはローターだった。

「ふぁっ、んっ……ちがっ……ッ」

「違う？　美紅が挿れてって言ったんだよ？」

　もっともらしい彼の言い方に、美紅は必死にかぶりを振って『そうじゃない』と訴える。

　欲しいのは偽物おもちゃではなく、彰史自身ほんもの。

　そう言いたいのに、姫洞の奥深くまで埋め込まれた機械の振動に意識が奪われてしまう。

　いつも受け入れている彼自身よりもずっと小さいのに、美紅は隘路で暴れる慣れない刺激に翻弄された。

「こっちは舐めてあげるよ」

　振動に気を取られていると、唐突に肉芽に舌を這わされた。

　いつの間に彰史の顔がそこにあったのかはわからず、ただただ鋭敏な粒をたどっていく舌先に追い詰められる。

　ツンと勃ち上がった淫芽は、苛烈な痺れに震えては熱を持ち、次々に襲いくる淫激に溺れていく。まだ指を挿入されてもいない蜜壺はキュンキュンと轟き、もどかしい疼きを抑える術を求めるようにローターに絡みつく。

　とろりと垂れる蜜は、どんどん生成されてはシーツをぐっしょりと濡らしていった。

「あきっ、ふみさっ……！　ッ、いれてぇ……！」

　甲高い声で必死にねだっても、彼は口淫をやめようとはしない。

　美紅は思わず、自由を許されている両脚で彰史の頭を挟んでしまいそうになったが、彼のおしおきがひどくなりそうな予感を抱き、必死に耐えた。

　包皮から顔を出したままの陰核を舌先でつつき、はくはくと開いては閉じる秘孔ごと舐め上げて。掬い取った蜜を啜って、再び凝り固まったしこりを舌全体で捏ねて。軽く立てた歯で甘噛みしては、ちゅうっ……と吸いついてくる。

　蜜壁をいたぶる振動もあいまって、脳髄まで痺れていく気がした。

「ああっ、あんっ……ふっ、アッ……ッ、イく……ッ！」

　散々嬲られた姫粒は痛いほどに痺れ、神経が剥き出しになっているようだった。

　それでも、美紅は彰史の言いつけを従順に守り、縛られた両手をベッドに押しつけるようにしながらも頭上からは動かさない。

　彼の嗜虐的な淫欲を必死に受け止め続けていた時、とどめとばかりに腫れ上がった尖りを強く吸い上げられて――。

「……ッ、ふぁっ、ぁぅ、ああぁぁあっ――！」

　美紅の身体はひとたまりもなく、背中を大きく仰け反らせて全身をガクガク震わせながら、法悦の底に叩き落された。

「……っ、あぁ……んぅ……」

　程なくして、彰史が美紅の下肢から離れ、唇にキスを落とした。なだめるような優しいくちづけだったが、美紅の身体の震えは止まらない。

　内側は触られていないのに、焦らされたせいか余韻がひどく残っている。激しく震える機械が苦しくて、美紅の眦からは大粒の涙が零れていた。

「も、っ……とっ、て……」

「ん。そうだね」

　泣きながら弱々しく訴えれば、ようやく美紅のナカを懐柔していた無機質なものが取り除かれた。同時に、こぷりと音を立てて、透明な雫が溢れ出した。

「彰史さん……」

　気配を追うように彰史を呼び、奪われた視界の代わりに瞼の裏で彼の笑顔を想像する。

「ね、お願い……もう、ちょうだい……」

「でも、まだナカを解してないだろう」

「いいの……。早く、っ……ほしいから……」

　焦らされ過ぎた身体は、もう動かすのも億劫だった。

　それなのに、彰史が欲しくてたまらない。キスや愛撫では埋められないものを、彼自身で埋めてほしかった。

　涙を拭うこともできないせいで、ネクタイはきっとグチャグチャに濡れている。

「彰史さんの顔を見て、ちゃんと愛し合いたい……。抱きしめてほしい……」

　淫蕩な空気の中に落ちるのは、美紅の甘やかな声。けれど、いやらしさよりも愛らしさが勝る言葉に、彰史が息を小さく吐いた。

「……本当に、美紅には敵わないよ」

　美紅の頭に彼の手が触れ、ハンカチとネクタイが解かれる。視界が開けたのと同時に眩しさを感じて、美紅は思わず眉をしかめてしまった。

　そんな美紅の頬を撫でた彰史は、目尻を濡らす涙を優しく拭った。

　熱を帯びた瞳でも柔和な笑みを向けられ、美紅の心に安堵感が芽生える。視界が奪われても怖かったわけではないが、やっぱり彼の顔を見ていたいと思った。

　彰史は片手で器用にベルトを外し、仕立てのいいスーツのスラックスを脱ぎ捨てた。

　黒いシンプルなボクサーパンツの中心はすでに隆起し、彼の身体が興奮していることは一目瞭然だった。

　こくん、と喉を鳴らした美紅に、彰史は目を眇めながら微笑み、ボクサーパンツも脱いだ。

　直後に美紅の眼前に現れたのは、欲望に塗れた雄の昂ぶり。それはまるで、獰猛な銃器のように天高くそそり勃っていた。

　覆い被さってきた彼に抱きしめられ、どちらからともなく唇を重ね合わせる。

　そのまま何度か戯れるようなキスを交わす間、彰史の剛直がぬかるんだ秘部をこすり、美紅も腰を揺らめかせながら必死に熱い舌を追いかけた。

　触れ合う肌が、どちらのものかわからない汗で滑る。全身の汗とお互いの下肢から漏れ出る体液を混ぜ合わせるような行為は、ひどく淫欲を煽られた。

　不意に身体が反転し、いささか乱暴になったくちづけを繰り返しながら、美紅は気がつけば彼の硬い体躯の上にいた。

　鍛えられた胸板の上で、それとは正反対の柔らかな胸が押し潰されて形を変える。相変わらずふたりの腰は揺れ、お互いを追い詰めるように下肢を押しつけ合っていた。

「美紅、そのまま挿れて」

「……っ、えっ……」

（自分で、挿れるなんて……）

　突然の指示に、美紅はためらいを浮かべる。彰史は、美紅の心情を見透かすように瞳で弧を描くと、細い肩を抱きしめながら耳元に唇を寄せた。

「今日はナカを解していないから、自分のペースで挿れて、好きなようにイってごらん」

　彼の甘ったるい声音が、美紅の胸の奥の柔らかい部分をそっと突く。理性がまだわずかにしか戻っていなかった美紅は、その甘美な誘惑に身体をぶるりと震わせた。

「これが欲しいんだろう？」

　これ、と言いながらグッと押しつけられた雄芯で、敏感な秘芯が潰される。

「はっ、ぁ……ッ」

　その一点ばかりを狙うようにグリグリと腰を回されると、美紅の思考は蜂蜜のようにとろとろに溶けていく。涙で濡れる顔には羞恥が覗いていたが、数秒もすれば情欲が勝った。

　美紅はおもむろに気だるい身体を起こすと、彰史の均整の取れた腹筋に左手を置いて腰を浮かせた。右手で硬く張りつめた雄棒を掴むと、彼が声を殺すようにして息を吐いた。

　ふやけたように柔らかくなっていた蜜口に、逞しい滾りをあてがう。吐息を漏らしながらそっと腰を落としていけば、狭い入り口を押し拡げられる感覚に襲われた。

「アッ、っ、はぅ……ッ」

　自分のペースで進めているはずなのに、上手く力が入らない脚のせいで、思っているよりも早く楔が埋め込まれていく。解されていない隘路には大き過ぎる質量に、美紅は無意識のうちに息を詰めた。

「くっ……ッ！　美紅、力を抜いて……」

　ハッと短く息を吐いた彰史は、美紅を真っ直ぐ見上げている。その視線にすら感じた肉襞がきゅうきゅうと怒張にしがみつき、彼も美紅も快楽をこらえるように眉を寄せた。

　ようやく根元まで飲み込めた時には美紅の呼吸は乱れ、ベッドについた膝は震えていた。

　まだこれから動かないといけないのに、美紅の全身はすでに小さな悲鳴を上げている。

　それでも、彰史の双眸に射抜かれてしまえば、素直な身体は勝手に動き始めた。

　両手を彼の腹部に置き、膝を使って腰を揺らめかせる。一度動いた身体はあっという間に悦楽を貪ることに囚われ、疲労感に包まれていることすら忘れて腰を上下させた。

　じゅぷっ、グチャッ……と淫靡な音が響き、お互いの体液が撹拌されていく感覚に陶酔してしまう。

　腰を押しつけるようにして回し、前のめりにした身体を躍らせれば、充溢した屹立で弱い部分を刺激でき、美紅は瞼を閉じて甘切ない喜悦を追いかけた。

　愛欲に塗れながら淫悦に溺れる美紅の姿は、ひどく淫靡で綺麗だった。

「ああ、美紅……。可愛いよ……っ！　ハッ、っ……」

　睦言のように零された言葉は、美紅のとろけ切った思考では上手く噛み砕けなかった。それよりも、追い求めてやまない法悦が欲しくて、必死に粘膜同士をこすり合わせる。

「はぁ、んっ、あんっ、んんっ……」

　自分で好きなように蜜襞を嬲るのは気持ちよくて、甘い刺激に下肢がじんじんと痺れ、ゾクゾクとした感覚が背筋を駆け上がっていく。

　けれど、どれだけひとり遊びのようなことをしても、最果ては遥か彼方にあって届かない。

　美紅のぎこちない抽挿でも愉悦は得られるが、彰史が与えてくれるほどのものには程遠く、次第に物足りなさと疼きが込み上げてきた。

「あき、ふみさん……ッ！　彰史さんっ……！」

「……どうしたの？」

「これっ……イけ、ない……」

　呼吸は荒くなっていくのに、身体が満たされることはない。彼もそれを見透かすように唇を吊り上げ、美紅を見上げていた。

「じゃあ、どうしてほしい？」

「あきふみ、さんも……動いて……。いっぱい、はげしく……して？」

　腰は止まらないまま、甘えた声でねだって見せる。

　直後、骨張った手で細い腰を掴まれ、ガツンッと最奥を穿たれた。

「ひっ……!?　ああっ……」

　ビリビリと鋭い電流のようなものが下肢から脳天までを突き抜け、滲んでいた視界に星が舞う。チカチカと光る景色の奥で、彰史が淫蕩な笑みを湛えていた。

「俺も……そろそろ焦れていたところだよ」

　美紅に言うでもないような口調で吐き、そのまま彼が腰を打ちつけてくる。

　ガンガンと責め立ててくる律動は、これまでのフラストレーションをぶつけるように激しく、ともすれば雄竿で壊されてしまうのではないかと思ったほどだった。

　けれど、甘苦しいほどの刺激の中で、はっきりとした快楽が芽生え始める。それは、美紅だけが動いていた時とは比べ物にならないくらいに、甘ったるくも苛烈な感覚だった。

　気持ちよくて、苦しくて。ただただ、淫靡な海の中に堕ちていく。

　グチャッ、グジュッ……と音を立てて泡立つ体液のせいで、どちらのものかわからない蜜が彰史の下腹部を汚していた。美紅の下肢も愛液に塗れ、ふたりの下肢はドロドロだった。

「アァッ、だめっ……ああぁっ……！」

「クッ、っ……。ああ……！　このまま、イっていいよ」

　姫洞を掻きむしるように熱棒で責められ、ガツガツと最奥を突き上げられれば、美紅は髪を振り乱しながら背中を逸らし、高みに昇りつめた。

「やっ……ああぁぁぁっ！」

　淫芽を愛でられた時とは段違いの愉悦に襲われ、身体がガクガクと震えた。柔襞はぎゅうぎゅうと轟き、雄の欲望を吸い上げようと楔に纏わりつく。

「はっ、クッ……！　っ、ハッ……！」

　悦楽をこらえるように歯噛みした彼は、息を深く吐いたあとで腰を大きく回した。

　まだ頂にいる美紅は、さらなる快感を注入されて息を詰める。四肢が痺れるほどの感覚に襲われ、眦からは涙がボロボロと零れた。

「まっ、て……！　まだ……イって、るの……！」

「んっ、そうだね……！　でも、俺ももう限界だ……！」

　焦らされていたのは、美紅だけではなかったのかもしれない。ただ、そう察したところで、身体は逃げようとしてしまう。

　それなのに、彰史が美紅の腰を掴んで離さず、美紅には逃げ場なんてなかった。

「ひぅっ……！　まっ……あぅっ、んんっ……もう、むり、ぃ……！」

　伝えたい言葉は嬌声に代わり、肝心なことは彼に届かない。

　彰史の怒張によって膣内を引っ掻かれ、激しくこすりつけられ、最奥をグリグリといたぶられる。パンパンに張りつめた雄幹は、意思を持つようにビクビクと痙攣し、今にも弾けてしまいそうだった。

　あっという間に脳芯が白み、美紅は為す術もなく押し寄せる淫悦の波に溺れ果てた。

「やあぁぁぁっ――」

「うっ……！　はぁっ、くっ、ぁ、ッ……！」

　きつく抱きしめられた美紅の身体が、彰史の硬い胸板の上でビクビクと跳ねる。彼もまた、腰を戦慄かせながら、声を噛み殺すようにして大量の白濁を吐き出した。

　彰史の欲望の飛沫で子宮口を叩かれる感覚に、美紅は放心しながらも恍惚の瞳で宙を見つめる。愛欲に堕ちた表情は、どこか虚ろなのに艶めかしく美麗だった。

　余韻に浸り始めていた美紅は、脱力した身体を彰史に預けるようにして瞼を閉じる。深い疲労感が、ゆっくりと意識を手放す準備を促してくる。

「……あんっ！」

　その瞬間、起き上がった彼にされるがまま身体を起こされ、隘路に埋まっていた剛直によって脳髄まで痺れるような勢いで貫かれた。

　美紅は一瞬、自分がどこにいるのかも、どんな体勢でいるのかも把握できなかった。咄嗟にしがみついた先が彰史の首だと気づいた時、彼がおもむろに腰をゆるりと回した。

「ぁ……はぁ、んっ……」

　秘孔に収まったままの雄杭は、まだ硬さを保っている。美紅は、この先に起こりうることを想定し、恐る恐る彰史を見つめた。

「美紅」

「やっ……もう――」

「このまま、もう一回抱かせて？」

　ふるふると首を横に振った美紅に、対面にいる彼が甘い声でねだって見せた。

「……っ」

（ずるいよ……！）

　愛する夫から愛おしげに見つめられ、砂糖をたっぷりと溶かしたような口調で求められてしまえば、拒絶する理由なんて出てこない。

　身体はもう限界で、今ですら苦しいくらいなのに……。ゆるゆると蜜壁を撫でるように動く彰史に、美紅は呆れるくらい簡単に瞳を奪われた。

「あっ、うぁ……あっ、ふぁ……」

　ツンと勃ち上がった薄桃色の突起をふたつ一緒に摘まみ上げられ、クリクリといじくられて。たわわな双丘を揉まれ、唇をこすり合わせるような甘ったるいキスをされて。

　美紅の身体は悦びに打ち震え、花襞が泣きつくようにきゅうっ……とうねった。

「美紅、まだ抱いていてもいい？」

　だめなんて言わせないような艶麗な笑みを向けてくるくせに、わざとらしく尋ねる意地悪な瞳がずるい。

　けれど、彼への想いで溢れている美紅の胸が、キュンキュンと締めつけられる。

　もう眠ってしまいたいほどに脱力していたのに、美紅は彰史の首に回していた腕を曲げ、彼の身体に身を寄せた。耳元に唇を近づけ、そっと口を開く。

「いいよ？　もう一回、一緒に気持ちよくなりたい……」

　ちゅっと耳殻にくちづければ、逞しい滾りがビクッと震えた。硬さを増してさらにググッと持ち上がり、隘路で獰猛さを纏うように充溢した形へと変貌していく。

　さっきの行為で解れていたはずの蜜壺でも、苦しさを感じるほどに凶暴な姿と化した雄の欲望は、そこにあるだけで美紅の意識を奪っていく。

「ああ、もう……本当に、美紅は可愛くてたまらないよ」

　しみじみと言い切った刹那、彰史が腰を大きく回した。

「あぁっ……」

　とろけた柔壁全体を撫でつけられ、美紅の背筋が粟立つ。間髪を容れずに腰を打ちつけられ、美紅は甲高い声を散らせながら揺さぶられ始めた。

　圧迫感に苦しさを感じているのに、美紅の身体はたちまち喜悦の虜になる。もう無理だと悲鳴を上げている身体の声には気づいているのに、心がまだ彼を強く求めているせいで意識を手放せない。

　ただ、甘さと苦しさでは後者の方が強かったのも事実で、美紅の肢体は彰史に預けているだけだった。

　肌と肌がぶつかるたびにパンパンと音が響き、吐き出されたばかりの白濁が粟立ったような状態で垂れてくる。ドロドロと濁ったそれは、ひどくいやらしかった。

　灼けつくように熱い膣内は、苛烈な痺れと喜悦の狭間で受け入れられるキャパシティーを超え、雄々しい昂ぶりに翻弄される。

「ん、はっ……ここまで、届いているね」

　そっと下腹部に寄せられた彼の手が、嬉しそうに柔らかな臍周りを撫でる。軽く押されれば、楔の形がよりいっそうくっきりと感じられた。

　媚肉は、悦びをあらわにするように戦慄き、咥え込んだ雄芯を離すまいとしがみつく。

「ぁ、っ、んんっ、あぁんっ、あんっ……もう……」

　美紅は涙を流しながら切なげに啼き続け、喘ぐ合間を縫うようにして懇願した。

「ああ、わかっている……！　……ッ、俺も、あんまり、持ちそうにないよ……っ」

　切羽詰まっているのは、どうやら彰史も同じだったようだ。

　熱杭は今にもはち切れそうなほどに膨れ上がり、切っ先で最奥を叩きつけるように嬲られる。執拗に、どこか荒々しく、けれど確実に美紅の弱いところを責めていた。

　充溢し切った屹立が、美紅の体内ごとすべてを蹂躙するように淫悦を押し込んでくる。

　身体も脳髄もじんじんと痺れ、快楽なのか苦悶なのかわからないビリビリとした感覚に四肢が痙攣し、平衡感覚すらも失っていた。

　眩暈がするような絶頂感に全身がガクガクと震え、引き攣った喉を大きく仰け反らせた。

　だめ押しとばかりに、容赦なく最奥の砦をガツンッ……と穿たれて――。

「――ッ!?　ぁあっ、あっ……やあぁぁぁあっ――！」

　美紅の身体は目にも留まらぬ速度で高みにまで押し上げられ、甘い刺激の濁流に呑み込まれてしまった。

「……ぁ、くぅっ……ぅぁ、っ……ハッ、っ、あぁ……！」

　次いで、彰史が呻くような声を漏らしながら大きく胴震いし、膨張し切った陰茎が熱い精を注ぎ込んだ。

　ビクッ、ビクッ……と脈打つ雄幹から流れ出る欲望が、美紅の一番奥をめがけているのがわかる。彼は腰を押しつけるようにして、それを奥の壁になすりつけた。

　酩酊感と疲労感、そして幸福感。

　一気に美紅の心と身体を襲ったそれらは、美紅の意識を根こそぎ奪っていく。

「……美紅？」

　呼びかけに答える気力は、もう残っていなかった。

　けれど、せめて幸せだということだけは伝えたくて、瞼を閉じる刹那に唇をそっと持ち上げ、微かな笑みを浮かべて見せた。

　美紅の思考が新雪のような色をした靄に覆われ、完全に閉じてしまう寸前。

「愛しているよ」

　彰史が愛に溢れた優しい声を落とし、額にふんわりとくちづけてくれた――。






エピローグ








　翌朝、彰史は美紅の寝顔を見つめながら、安堵混じりの小さな笑みを零した。

　腕の中に愛する妻がいることに、心が安らぎ幸せを感じる。

　たった数日とはいえ、彼女と離れていた日々はなにもかもがつまらなくて、仕事をがむしゃらにこなすことでそんな気持ちをごまかしていた。

　掃除や洗濯といった身の回りのことは疎か、食事を摂るのすらもひどく億劫で、ろくな生活を送っていなかったな……と、この数日間を振り返って自嘲のため息が漏れる。

　出張中に美紅と会えなかった時も実は密かに堪えたし、内心ではできることなら行きたくないとまで思っていたほど。ワーカホリックだった独身時代からは想像もできないことだが、彰史にとって彼女と離れて過ごすことはそれくらい耐えがたかった。

　無事に出張を終えると、今度は一息つく暇もなく社内でトラブルが立て続けに起こり、部下のミスをカバーするために随分と奔走した。

　その間に美紅がどんな気持ちでいるのかなんて知る由もなく、仕事を優先して彼女の心を慮ることができなかったなんて、夫として不甲斐ないと反省した。

　優しく謙虚で健気な美紅が実家に帰ったということは、彰史が想像する以上に傷ついてしまったからだろう。その頃の彼女の様子を思い返せばサインは何度かあったはずなのに、ゆっくり向き合うこともしてあげられなかった。

　美紅の傷は、もしかしたらまだ完全には癒えていないかもしれない。けれど、それを癒すためならなんでもしようと思っている。

　義両親には、美紅が出ていった日に電話で彼女のことを頼み、『自分が不甲斐ないせいで夫婦喧嘩になってしまいました』と伝えたが、翌日に義実家を訪れた際には笑顔で迎え入れてくれた。

　挙句、ふたりとも理由を詮索することもなく、美紅の父からは『美紅の思うようにさせてやってほしい』と頭まで下げられてしまった。美紅の母もまた、『うちのことは心配しなくていいからいつでも顔を出して』と微笑み、いつも通り温かく接してくれた。

　これまでにも義両親から信頼されていると自負していたが、ふたりは美紅にはなにも伝えていなかったようで、あくまで口を出さずに自分たちのことを見守ってくれた。

　本当に、頭が上がらない。

　昨夜は義実家に立ち寄った足で彼女を迎えに行ったため、きちんとお礼も挨拶もできなかったが、近いうちにふたりの好物でも持って顔を出しに行こうと考える。

　この数日のことに思考を巡らせていると、美紅が眉を小さくしかめたあとで瞼をゆっくりと開け、彰史と目が合った瞬間にまだ眠そうなまま破顔した。

　寝ぼけ眼の顔だって、彼女は可愛い。その上、自分と目が合った瞬間に嬉しそうに微笑まれてしまい、彰史は胸を掴まれたように苦しくなった。

「よく眠れた？」

「うん……。彰史さんが、抱きしめてくれてたから」

　愛らしい笑みでそんなことを言われると、その甘やかさに理性がグラリと揺れた。

　普段は冷静な方だと自負しているが、美紅にかかればいつだって簡単にその仮面を剥がれてしまう。それでいて、彼女自身にはまったく自覚がないのだから、困ったものだ。

　美紅はいつも、彼女ばかりが彰史を好きだと思っているようだが……。実際は、彰史の美紅への想いの方が遥かに大きいのではないだろうか。

　そんな風に思うくらいには、彰史は彼女に惚れ込んでいる。

「あっ……」

「どうかした？」

　唐突に小さな声を漏らした美紅が、ふふっと幸せそうな笑みを零した。

「おはよう、旦那様」

「ああ……。おはよう、奥さん」

　彼女の冗談交じりの挨拶を受け、ふたりで顔を見合わせてクスクスと笑う。

　穏やかな朝の寝室は、ふたりの仲がより深まったことを喜ぶように、柔らかな空気に包まれていた。

　

「出かけるから支度をしてほしい」

　夕方になって彰史が美紅にそう告げると、彼女は不思議そうな顔をしつつも素直に頷き、ふたりは身支度を整えてから家を出た。

　久しぶりに美紅が作ってくれた朝食と昼食を口にして、彰史は身も心も満たされた感覚を抱きながら微笑む。昨日まで寂寥感と殺伐としたものを抱えていたのが嘘のように、彼女が傍にいるだけで心は和み、悠揚な気持ちでいられる。

　ただ、これから行く先では、安穏な時間は過ごせないかもしれない。

　ホワイトデーを明日に控えている今日は、街の至るところでハートマークを目にし、可愛らしく賑やかな装飾に包まれているが、反して彰史の心には小さな影が落ちた。

「美紅。もしかしたら、このあと嫌な思いをさせてしまうかもしれないが、なにがあっても美紅は俺が守るから」

　わずかな不安を胸に美紅を見つめれば、少しの間を置いて彼女が繋いでいた手をぎゅっと握り直した。

「彰史さんは、故意に私が嫌な思いをするような選択はしないでしょ？　それをちゃんとわかってるから、彰史さんがいてくれるなら私はなにがあっても大丈夫だよ」

　にっこりと笑みを返されて、彰史は言葉に詰まったほどに面食らう。ほんの数日離れていただけなのに、美紅はどこか吹っ切れたように凛とした表情を見せ、その強さに驚かされた。

　不安を感じていた自分自身が一瞬情けなく思えたくらいに、妻の柔らかな真っ直ぐさがとても眩しく、愛おしかった。

「用事はすぐに済むと思うから、夜はどこかで食べて帰ろう」

　彰史は、目的地であるチェーン店のコーヒーショップに着くと、ドアを開ける前に笑顔で提案した。彼女は嬉しそうに「うん」と笑い、ふたりは店内へと足を踏み入れた。

「あ、課長！　こちらです！」

　コーヒーとカフェオレを購入して奥へと進むと、最奥のソファー席にいた女性が明るい声を上げた。

　キリッとした目には相変わらず気の強さが現れ、姿勢のよさや声音には自信が滲み出ている。肩上で切り揃えられた明るめのブラウンの髪は艶を纏い、グレージュカラーの爪までしっかりと手入れが行き届いていることがわかる。

　主張の強い深紅の口紅は、彰史を重い気持ちにさせた。出張中はもう少し控えめな色を選んでいたようだが、帰りの新幹線に乗る前には今日のような唇をしていたこと思い出す。

　ため息をついた彰史の隣で、美紅が双眸をわずかに見開いていたが、空いている手で小さな手を掴むと、彼女は安堵したような面持ちになった。

　今しがた彰史を呼んだ女性は、美紅の姿に気づいた途端に笑顔を消したかと思うと、普段の媚びたような態度に反し、一気に不満げな表情を浮かべた。

「藤ふじ原わらさん、休みの日にわざわざ悪かったね」

「いえ……」

　髪を耳にかけた藤原は、憮然とした目をしながらも微笑んだ。

「彼女は、妻の美紅だ。美紅、こちらは俺の職場の同僚の藤原さんだよ」

　彰史は、美紅と藤原をそれぞれに紹介すると、美紅を窓側に促して自身もその隣に腰を下ろした。美紅が藤原を見つめ、戸惑い混じりの笑顔で口を開く。

「はじめまして、三嶋の妻の美紅です。夫がいつもお世話になっております」

　美紅は、こんな挨拶でいいのか……と言わんばかりの顔つきだったが、しっかりと頭まで下げた姿はパートナーとしての存在を充分に主張してくれており、彰史の顔からは自然と笑みが零れた。こういう瞬間を見るたび、彼女の育ちの良さを再認識させられる。

　藤原は不快そうに「どうも」と返しただけで、あっという間に沈黙が下りた。

「単刀直入に言うよ」

　けれど、彰史の声がすぐにそれを破った。

「これは君のだろう」

　胸ポケットに手を入れた彰史が、テーブルの上にシルバーのピアスを置く。小さなアクセサリーは、彰史と美紅を困惑させた原因のものだった。

「これを俺のスーツの胸ポケットに入れたのは、藤原さんだね？　最初はあまりにも思い当たらなかったが、入れたのはこの間の飲み会の日だろう？」

「……なにか証拠でもあるんですか？」

　否定するでもなく苦笑した藤原に、彰史が深いため息をつく。

「気づいたのは、一昨日の昼休みだ。君が『お気に入りのピアスを片方失くした』と、職場で話していただろう。その日につけていたものが、これと同じだった」

「それだけですか？　そんなピアス、別に珍しいデザインでもないですよ」

「飲み会の日にポケットに入れられたと確信したのは、あの日に俺のジャケットをハンガーにかけてくれたのが君で、スーツを脱いだのがその時だけだったからだ。ついでに言うと、スーツはクリーニングから戻ってきたばかりだったし、クリーニングに出す前にはいつも必ず妻がポケットを確認してくれている」

「へぇ……。よくできた奥様なんですね」

　バツが悪そうな顔色になった藤原は、それでいて慌てているようには見えなかった。

「でも、それだけでこのピアスが私のだって言い切るんですか？　課長のジャケットを触るくらい、飲み会に参加していた他の社員にもできますよね」

「俺はあの日、一度も席を立っていない。ジャケットは俺の目の届くところにかけてあったし、さすがに誰かが触れば気づく。それに――」

　彰史は眉をしかめると、美紅に視線を遣ってから続きを紡いだ。

「出張の時、藤原さんは俺のシャツに口紅をつけたね？　新幹線でぶつかられた時には、君は額を押さえていたからてっきり額がぶつかったんだと思った。だが、あの時にぶつかるふりをして口紅をつけられたのだとしたら、ピアスの件も含めて辻褄が合う」

　それは、出張から帰宅する新幹線内でのこと。

　隣に座った藤原が彰史のスーツの袖口にミネラルウォーターを零してしまい、彰史は車内でジャケットを脱いだ。そして、ワイシャツ姿のままでいた彰史が降車直前にキャリーケースを荷台から下ろしていると、彼女が背中にぶつかってきたのだ。

　振り返った時、藤原は『すみません』と言いながら額を押さえていた。その姿を見て、背中に当たったのは彼女の額辺りだと思い込んでいた。

　新幹線は、急ブレーキだったわけでも大きく揺れたわけでもなかったが、ヒールを履いているせいでふらついたのだろう……くらいに考え、特に気に留めることもなく『大丈夫か？』と返してしまったあの時の自分自身が恨めしい。

「今にして思えば、俺のスーツに水を零したのもそのためだったんだろう」

　美紅にも事情を把握させるため、彰史はあえてあの時のことを説明しながら結論づけると、藤原の顔にはいっそう不穏な色が差した。

「……そんなの、言いがかりです。新幹線の中で水を零してしまったのも、課長にぶつかったのも、全部たまたまですよ」

「君がそう言うのなら、口紅のことはそれでもいい。ただ、会社の最寄り駅で頻繁に待ち伏せしたり、何度も食事に誘ってきたり……。それ以外にも、俺が資料室に行くと用もないのに追ってきたこともあったね」

「……っ、それは……！」

「藤原さんの好意には気づいていたが、上司として君とは適度な距離で接していたつもりだし、今後も他の部下たちと区別するつもりもない」

　言葉に詰まる藤原に、彰史は畳みかけるように淡々と話す。

「これまでは仕事に大きな支障を来すこともなかったし、君自身から告白されたわけでもなかったから、あえてはっきりと口にはしなかったが……なによりも俺にはその気はない。俺には妻以上に大切な人はいないから、こういうことをされると迷惑だ」

　はっきりと告げた彰史は、ずっと黙って話を聞いていた美紅を見た。彼女は、戸惑いがちな表情だったが、その瞳は落ち着いていた。

「こ、こんなの、セクハラですっ……！　それに、休みの日にわざわざ呼び出してこんなことを話すなんて、パワハラですよね!?」

　動揺しながらも強気な姿勢を崩さない藤原に、彰史はいっそ呆れを通り越して言葉を失ってしまいそうだった。

「この件は、会社に訴えますから……！」

「いい加減にしてください」

　藤原が捨て台詞のように強い口調で吐いた直後、美紅の声が耳朶を打った。

　彰史が美紅を見ると、窓から射し込む夕日に照らされた彼女の横顔は凛としており、視線は真っ直ぐに藤原を射抜いていた。

「私には夫の仕事のことはなにもわかりませんが、夫に迷惑をかけるのはもうやめてください。私にとって一番大切な人は夫なので、もし藤原さんが夫を傷つけるようなことがあれば、私はあなたを許しません」

　迷いを微塵も感じさせない声音と瞳を携えた美紅に、彰史は胸の奥が締めつけられた。

　出会った時には頼りなさげだった少女が、その華奢な身体からは似合わないような強さを纏って、自分を守ろうとしてくれている。

　健気で、素直で、真っ直ぐで。可愛くて、愛おしい。

　甘えん坊のくせに、ハッとさせられるようなひたむきな想いを見せられて、こんな時なのに彰史の鼓動は高鳴った。

「……っ！　バカみたいっ……！」

　藤原は美紅の視線にたじろぐように悔し紛れに言い捨てると、テーブルの上で所在なさげだったピアスを手にして立ち去った。

　程なくして、ため息をつきながら美紅を見ると、彼女も同じように息を吐いた。

「突然連れてきて、すまなかった。事情を説明するより立ち会ってもらう方が、俺たちにとってはいいと思ったんだが、まさか彼女から謝罪もないとは思わなかったよ……。結果的にはすっきりしなかったかもしれないが、付き合ってくれてありがとう」

「私は、彰史さんの妻だよ。彰史さんのためならどこにだってついていくし、これくらい大丈夫だから。それに、これで色々わかったから、連れてきてもらえてよかった」

「でも、心当たりがなかったとはいえ、傷つけてごめん。これからは、もっと気をつけるよ」

「ちゃんと全部話してくれたんだから、もう気にしないで。なによりも、昨日は彰史さんの本音も聞けたから、これからはなにがあっても彰史さんの気持ちを信じられるよ」

　穏やかな笑みを浮かべる美紅に、彰史はやっぱり彼女に敵わないな、と思う。

　ほの暗い気持ちも苛立ちも、そして他人への不快感すらも吹き飛ばされてしまい、簡単に笑顔を引き出される。

　そんな彰史の隣でカフェオレを飲んでいた美紅が、ふと申し訳なさそうに眉を下げた。

「それより、彰史さんの立場も考えずに口出ししちゃって、ごめんね……。黙ってるつもりだったんだけど、あまりにもムカムカしちゃって……。私のせいで、彰史さんのことを会社に訴えられたらどうしよう……」

　さっきまではこちらが驚くような強さで藤原と対峙していたくせに、急に不安そうにおろおろとする彼女を見て、彰史は思わず噴き出した。

　狼狽えている姿が可愛くて、今すぐにでもベッドに連れ込んでしまいたくなる。

「大丈夫だよ。彼女はプライドが高いし、美紅の言葉が相当効いていたみたいだからね。それに、仮に会社に訴えられても、俺がどうにかなることはないよ」

　美紅の頭をポンと撫でて「だから心配しないで」と付け足せば、彼女はホッと息をついた。

　ここ最近はずっと苛立っていたが、美紅のおかげで溜飲が下がった。彼女が実家に帰ってからはどうなることかと気を揉んだものの、これでようやく安息できそうだ。

「夜はなにが食べたい？」

「彰史さんと一緒なら、なんでもいいよ」

　愛らしい答えを紡いだ美紅に、無意識にとろけそうな笑みが零れてしまう。

　彰史は、目星をつけていた有名レストランに連れていこうと決め、彼女の手を取ってコーヒーショップを後にした。
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　その夜、ふたりは情交の余韻に浸るように、ベッドの中で身を寄せ合っていた。

　フレンチレストランでフルコースを堪能したあと、彰史は帰宅早々バスルームに連れ込んだ美紅を抱き、それだけでは飽き足らず髪を乾かすのもそこそこにベッドに縫いつけた。

　何度も繰り返し愛を囁き、唇が腫れそうなくらいにキスを繰り返し、彼女の最奥で際限なく溢れ出す欲を注いだ今、身も心も幸福感でいっぱいである。

　激しい情事に涙を流して悦ぶ美紅の姿は、筆舌に尽くしがたいほど淫靡で美しく、彰史の征服欲をこれ以上なく満たしてくれた。

　蜂蜜をたっぷり溶かし込んだような寝室には、甘ったるい空気が立ち込めている。彼女を腕の中に閉じ込めている彰史は、至極満悦な気分でいた。

　不意に、美紅が身じろぎし、腕の力を緩めてあげると重だるそうな身体を起こした。

「水なら取ってくるよ」

　彼女は首を横に振り、シーツの上に脱ぎ捨てていたパジャマのシャツだけを羽織りながら、ろくにボタンも留めずにベッドに腰掛けた。

「明日の朝食用の食パンを焼いておこうと思って。ホームベーカリーにセットしてくるだけだから、すぐに――」

　美紅が言い終わるのを待たずに身体を起こした彰史は、彼女の腰に片腕を回して後ろから抱き留めた。

「あ……彰史さん……？」

「そんなことしなくていいから、俺の腕の中にいなさい」

　甘やかな声で囁き、うなじに唇を落とせば、美紅がくすぐったそうに首を竦めた。

　彼女の頬がほんのりと赤らんでいることには気づいたが、あえてなにも言わずに顎を掬って振り向かせ、そっと唇を奪う。

　何度か触れるだけのキスをすれば、美紅は大人しく捕まってくれた。

　時計を見ると、ちょうど日付が変わったところだ。彰史はおもむろにベッドサイドのチェストを開け、小さな箱を取り出した。

「これ、開けてみて」

「え？」

「今日はホワイトデーだろう」

「あ、そっか……」

　彰史の言葉に「すっかり忘れてた」と呟いた美紅が、お礼を言って箱を受け取った。嬉しそうにリボンを解く姿に、彰史からも笑みが零れる。

「アンクレット？　これ、結婚記念日にプレゼントしてくれたブレスレットとお揃い……だよね？」

「ああ」

「嬉しい！　大切にするね！　ありがとう、彰史さん！」

　弾んだ声で喜びをあらわにする美紅の手からパールのついたアンクレットを取り、右側の足首につけてあげれば、彼女はふふっと笑った。

「すごく可愛い。これ、毎日つけようかなぁ」

　あまりに純粋に喜ぶ彼女を見ていると、彰史はふと自分の独占欲を見せつけたくなってしまった。

「喜んでくれるのは嬉しいが、そんなに綺麗な気持ちで選んだプレゼントじゃないよ」

　彰史の言葉の意図を汲めない様子の美紅が、アンクレットに落としていた視線を上げて小首を傾げる。彼女の瞳に真っ直ぐ見つめられて、思わず自嘲混じりの苦笑を漏らした。

「ブレスレットは手枷、アンクレットは足枷の代わりだよ。本当はもうどこにも行かせたくないし、他の男には指一本触れさせたくないからね」

　我ながら、酷い独占欲だな、と思う。いい歳して年下の妻を縛っておきたくて仕方がないなんて、まるで子どもじみている。

　けれど、森口の腕の中にいた美紅を見た瞬間、修羅を燃やすほどの狂気を自身の内側に感じたのも事実だ。それは間違いなく、嫉妬と呼べるような可愛いものではない。

「……って言ったら、どうする？」

　そんな感情をごまかすように本心を悪戯な笑みで隠せば、きょとんとしていた彼女が瞳を緩めた。

「彰史さんがくれる枷なら、私は嬉しいよ」

　けろりと言ってのけた美紅に、意表を突かれた気がした。息が詰まるように言葉を失った彰史が、程なくして肩を揺らしてククッと笑った。

（ああ、もう……本当に――）

「美紅には敵わないな」

　自然と零れた本音が、醜い感情を溶かしてしまう。

　純粋に真っ直ぐに想われる資格なんてないのかもしれないのに、美紅がこんなにも自分を愛してくれていることが嬉しくてたまらない。

　愛おしさが増した心はひどく穏やかで、鼓動は甘い音を奏でている。

　どうしたって彼女には敵う気がしないのに、それが幸せだなんておかしいだろうか。

「彰史さんには敵わないって、私はいつも思ってるけど……」

　納得できないような顔つきの美紅に、彰史は唇の端を上げて見せる。

「それは光栄だね」

　ふっと破顔した彰史に、彼女はやっぱり不思議そうな顔をしていた。

　子どもはいつ授かってもいいと思っていたが、甘い情事のあとにはどうしてもこのままもう少しだけ美紅を独占していたいと考えてしまう。

　彼女との子どもなら間違いなく可愛いだろうが、それとは別にもっとふたりだけの時間を堪能していたいと思わずにはいられない。

「美紅、もう一回しようか」

「えっ……！　えっと、今日はさすがにもう……」

　美紅が立つのも危うい状態だと見透かしている彰史は、予想通りの反応を見せられたことにクスクスと笑う。このくすぐったい空気に、面映ゆさに似たものを抱かせられた。

「冗談だよ。でも、キスだけはさせて」

　安堵したように微笑んだ彼女は、自らくちづけてくれた。

　ベッドの中では淫靡な姿を見せるくせに、こんな時にははにかむような笑顔になるのだから、美紅は本当にずるい。

　けれど、可愛い妻の一挙手一投足が愛おしくて、心は多幸感に包まれていた。

「美紅、愛しているよ」

「私も、彰史さんのことが大好きだよ」

　愛を囁き合ったあとでもう一度そっと唇を重ねれば、甘く優しい香りが彰史の鼻先をくすぐった――。
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　こんにちは、桜さくら月づき海み羽うです。

　このたびは、『三嶋夫妻はもっと淫らに愛し合いたい～揺れる想い、溺れる蜜夜～』をお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

　

　こちらは二〇二〇年三月に発売した『三嶋夫妻はもっと淫らに愛し合いたい』の続編だったのですが、いかかがでしたか？

　商業で続編を書かせていただいたのは初めてだったので、今作の企画が決まった時はとても嬉しかった反面、「続編なんて本当に大丈夫!?」と不安でいっぱいでした。

　だからこそ、慎重になってしまった部分もありましたが、前作では書き切れなかったエピソードがたくさんあったため、また美紅と彰史を書く機会をいただけて幸せでした。

　なによりも、やっぱり三嶋夫妻を書くのは楽しかったです。

　結婚記念日から始まった今作では、前作よりもふたりの距離が縮まり、より夫婦らしくなっていることを意識していました。とはいえ、まだまだ新婚の三嶋夫妻には初々しさと可愛らしさも必須！　ということで、美紅の甘えん坊なところもしっかりと残せたと思います。

　彰史の意地悪な部分に拍車がかかっていたのも見所のひとつだと考えていますが、美紅の言動も楽しんでいただけていましたら嬉しいです。

　

　今作も丁寧にご指南くださった担当様、創刊一周年という記念すべきタイミングでご縁をくださった濃蜜ラブルージュ編集部の皆様、この作品にご尽力くださった方々に、心より感謝いたします。また、濃蜜ラブルージュ創刊一周年おめでとうございます！

　前作に続いて表紙イラストを担当してくださったｒｅｒａ先生、相変わらず理想以上に素敵な彰史と美紅を描いてくださり、感激でした。三嶋夫妻の物語を再び書かせていただけたのは、ｒｅｒａ先生のおかげでもあります。本当にありがとうございます。

　そしてなによりも、前作を読んでくださった方やいつも応援してくださっている方々のおかげで、続編という素敵な機会をいただけました。『三嶋夫妻』に携わってくださったすべての皆様と今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝を込めて。

　本当にありがとうございました。

　また、どこかでお目にかかれますように――。






桜月海羽










【著者紹介】

日々の癒しは、ちょっとマヌケな愛犬の存在。そして、アイスとフルーツ。桜月名義でもTwitter始めました。






濃蜜ラブルージュ

三みし嶋ま夫ふ妻さいはもっと淫みだらに愛あいし合あいたい

〜揺ゆれれる想おもい、溺おぼれる蜜みつ夜や〜
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。









[image: ]













[image: ]








item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		プロローグ



		一



		二



		三



		四



		五



		六



		エピローグ













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg
IR0 ki

( \) .
‘\ ‘ \

y T/
| 4 ‘





item/image/p1-cg.jpg
ZIERFR D - EESHIZELAVEV
~ENBEN, BNHER~

&R BM






item/image/ad01.jpg





item/image/ad02.jpg





